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広報 平成28年12月号 ・２・

主なできごと

平成28（2016）年 　須坂市長選挙でスタートした

2016年。今年は米子瀑布群が国

の名勝に新指定され、新聞やテ

レビ、ラジオなどで大きく取り

上げられた年でした。

☆★☆★☆★☆★☆　７月　☆★☆★☆★☆★☆

３日　妊娠・子育てワークショップ開催
15日　旧小田切家住宅オープン　　　 ・開館記念特別
　　　展「笹本恒子写真展」（～８月31日）
16日　第39回須坂カッタカタまつり
24日　第５回臥竜公園フェスティバル
31日　須坂市消防団が第25回長野県消防ラッパ吹奏大
　　　会で優勝

☆★☆★☆★☆★☆　８月　☆★☆★☆★☆★☆

６日　第18回信州岩波講座2016（～11月）
23日　男女共同参画推進講演会
26日　米子大瀑布ＰＲ用ペットボトル水「信州須坂の
　　　水」を製造（協力店などで販売開始）
28日　須坂市総合防災訓練

☆★☆★☆★☆★☆　９月　☆★☆★☆★☆★☆

３日　世界の民俗人形博物館 開館20年記念特別展「小
　　　池千枝の軌跡～100年の情熱」（～11月29日）
23日　須坂ＪＡＰＡＮ創生プロジェクト認定スムー
　　　ジーを開発

☆★☆★☆★☆★☆　10月　☆★☆★☆★☆★☆

１日　須坂市独自割引「すざか市民バスKURURU（くる　
　　　る）昼割」運用開始
３日　米子瀑布群が国の名勝に新指定
12日　県立病院機構へ須坂病院産科医確保要望書を提出
12日　認知症カフェ「オレンジカフェまゆ」オープン
13日　信州須坂プチ移住体験を銀座NAGANOで開催（～14日）
14日　須坂市消防団が全国消防操法大会でラッパ単独
　　　吹奏（県大会優勝曲）・式典音楽演奏
15日　フードドライブを実施
16日　第28回竜の里須坂健康マラソン全国大会
19日　第20回須坂市花と緑のまちづくりコンクール表
　　　彰式
22日　第29回信州須坂大菊花展（～11月８日）

☆★☆★☆★☆★☆　11月　☆★☆★☆★☆★☆

１日　カピバラ温泉「華の湯」（～平成29年４月）
３日　平成28年度須坂市表彰式
３日　蔵のまち須坂 銀座通りうまいもん市2016
３日　メセナホール開館25年記念演奏会
５日　長野☆ガロンズがＶリーグチャレンジⅡに参戦
８日　須坂市戦没者追悼式
19日　第44回部落差別をはじめあらゆる差別をなくす
　　　市民大集会

☆★☆★☆★☆　12月（予定）　☆★☆★☆★☆

10日　堀直虎没後150年祭プレ事業・開館50周年記念特
　　　別展「北村方義～堀直虎の側近として活躍した
　　　偉大な須坂藩士の足跡～」（～平成29年２月19日）
16日　須坂市歴史的建造物を５件登録
17日　第９回クリスマスレクチャーin須坂2016（～22日）

⑦米子瀑布群が国の名勝に新指定（滝では県内

　初）されました　　　　　　　　【10月３日】

⑧須坂市の発展のためにご尽力いただきありが

　とうございます…須坂市表彰式　【11月３日】

⑤旧小田切家住宅（春木町）の修復工事が完了し

　オープンしました　　　　　　　【７月15日】

（写真⑧）

（写真⑤）

（写真⑥）

（写真⑦）
⑥須坂市消防団が第25回長野県消防ラッパ吹奏

　大会で優勝しました　　　　　　【７月31日】

▲市章 ▲市の花
レンゲツツジ

▲市の木
クマスギ



①シロフクロウ「ハク」（写真左）のお嫁さん「ラ

　ン」（写真右）が仲間入りしました 【１月25日】

広報 平成28年12月号・３・

須坂市
この一年

☆★☆★☆★☆★☆　１月　☆★☆★☆★☆★☆

１日　「須坂藩 時の鐘」をついて新年を迎えよう
10日　平成28年消防出初式
10日　平成28年成人式
17日　須坂市長選挙・須坂市議会議員補欠選挙
20日　働きざかりの健康づくり研究会発足10周年記念
　　　講演会
25日　動物園のシロフクロウ「ハク」にお嫁さん
30日　第10回人権を考える市民のつどい

☆★☆★☆★☆★☆　２月　☆★☆★☆★☆★☆

６日　男女共同参画いきいきフォーラム
８日　新豊丘地域公民館が竣

しゅんこう

工
９日　須高歯科医師会、北信薬剤師会と「災害時の医
　　　療救護活動に関する協定」を締結
15日　食文化伝承人材養成事業「すざか食の匠講座」
　　　（～３月24日）
20日　ふるさと信州須坂のつどい

☆★☆★☆★☆★☆　３月　☆★☆★☆★☆★☆

19日　動物園避難所が竣工
24日　新日滝地域公民館が竣工　　　

☆★☆★☆★☆★☆　４月　☆★☆★☆★☆★☆

１日　須坂 妊娠・子育てなんでも相談「おひさま」開設
１日　介護予防・日常生活支援総合事業開始
１日　宮城県塩竈市へ一般職員を派遣（～平成29年３月）
１日　須坂オープンガーデン（～10月）
１日　臥竜公園さくらまつり（～24日）
８日　長野養護学校高等部すざか分教室開室
８日　ＮＰＯ法人コメリ災害対策センターと「災害時
　　　における物資供給に関する協定」を締結
16日　文化財保存活用倉庫開きを初開催
18日　須坂 結婚・子育てハッピー大使を任命
29日　須坂市保健補導員会が「緑綬褒章」を受章

☆★☆★☆★☆★☆　５月　☆★☆★☆★☆★☆

22日　須坂ＪＡＰＡＮ創生プロジェクト「キックオフ・
　　　イベント」開催
29日　町並みクリーン＆ウォーク作戦

☆★☆★☆★☆★☆　６月　☆★☆★☆★☆★☆

１日　オープンデータの取り組みが「情報通信月間・
　　　信越総合通信局長表彰」を受賞
４日　信州須坂レンゲツツジin五味池（～19日）
５日　埋蔵文化財整理室開放を初開催
11日　須坂市立博物館開館50周年記念特集展「印籠・
　　　根付～ニッポンが世界に誇るものづくりのルー
　　　ツ～」（～８月21日）
12日　第38回消防団技術大会・第26回親子写生大会
12日　上八町児童青少年育成会が第27回「みどりの愛
　　　護」功労者国土交通大臣表彰を受賞
29日　沼目ラウンドアバウト開通

　平成28年も残すところわ
ずかになりました。
　須坂市の主なできごとを
振り返ってみましょう。
　みなさんにとって、今年
はどんな一年でしたか？

④市内で２カ所目となるラウンドアバウト（環状

　交差点）が沼目地籍に開通しました【６月29日】

②須坂 結婚・子育てハッピー大使をこてつさん

　に任命しました　　　　　　　　【４月18日】

（写真①）

（写真②）

（写真③）

（写真④）

③健康増進の活動ありがとうございます…須坂

　市保健補導員会が「緑綬褒章」を受章【４月29日】



広報 平成28年12月号 ・４・

除雪作業に、みなさんの
ご協力をお願いします

思いやりの心、みんなの力で安全安心を守りましょう

問合せ　道路河川課（☎026‐248‐9006）

ご注意を

除　雪

　
市
で
は
、
降
雪
時
に
安
全
で
円

滑
な
道
路
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、

迅
速
か
つ
適
切
な
除
雪
作
業
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　

バ
ス
路
線
と
幹
線
市
道
は
市
が
、

国
道
と
県
道
は
県
が
そ
れ
ぞ
れ
除

雪
し
て
い
ま
す
が
、
す
べ
て
の
道

路
を
除
雪
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　

昨
年
度
は
、
例
年
に
な
い
少
雪

で
し
た
が
、
凍
結
防
止
剤
散
布
な

ど
の
経
費
を
含
め
、
約
７
５
０
０

万
円
を
支
出
し
ま
し
た
。

▼
身
近
な
生
活
道
路
な
ど
の
除
雪

▼
除
雪
ド
ー
ザ
ー
な
ど
に
よ
る
除

雪
作
業
後
、
家
な
ど
の
前
に
残
っ

て
し
ま
う
雪
の
片
付
け

▼
高
齢
者
世
帯
な
ど
の
除
雪
が
大

変
な
場
合

　

ご
近
所
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

冬
期
間
は
、
消
防
団
や
消
防
署

が
消
火
栓
と
防
火
水
槽
の
除
雪
を

行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
降
雪
直
後

は
消
火
栓
や
防
火
水
槽
の
位
置
が

わ
か
り
に
く
く
、
消
火
活
動
に
支

障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
自
宅
近
く
の
消
火
栓
や
防
火

水
槽
の
除
雪
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

市
道
に
散
布
す
る
た
め
の
凍
結

防
止
剤
を
各
町
区
に
配
付
し
て
い

ま
す
。

　

配
付
し
て
い
る
凍
結
防
止
剤
は

環
境
に
配
慮
し
た
製
品
で
、
年
々

値
上
が
り
し
て
い
ま
す
。

　

財
政
負
担
が
年
々
増
加
し
て
い

る
た
め
、
適
切
な
使
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

自
宅
の
周
り
な
ど
の
除
雪
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

消
火
栓
や
防
火
水
槽
付
近
の

除
雪
も
お
願
い
し
ま
す

凍
結
防
止
剤
は
各
町
区
か
ら

受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い

道
路
や
歩
道
に
障
害
物
を

置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

　

道
路
に
駐
車
し
た
り
、
歩
道
に

障
害
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

除
雪
作
業
の
支
障
に
な
り
ま
す
。

▼
宅
地
な
ど
の
雪
を
道
路
に
出
す

と
、
車
道
が
狭
ま
っ
た
り
し
て
交

通
の
障
害
に
な
り
ま
す
の
で
、
絶

対
に
道
路
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
道
路
の
雪
は
、
歩
行
者
や
車
の

通
行
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
、

道
路
脇
や
空
き
地
な
ど
に
積
み
上

宅
地
な
ど
の
雪
は
道
路
に

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

げ
て
く
だ
さ
い
。

▼
雪
を
水
路
に
捨
て
る
と
、
水
が

あ
ふ
れ
て
水
害
が
起
こ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
下
流
域
の
み
な
さ
ん

の
迷
惑
に
な
り
ま
す
の
で
、
や
め

て
く
だ
さ
い
。

落
雪
に
ご
注
意
を

　

屋
根
に
大
量
の
雪
が
積
も
る
と

た
い
へ
ん
危
険
で
す
。
屋
根
の
上

の
積
雪
量
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
屋
根
に
落
下
防
止
の
器

具
を
つ
け
る
な
ど
し
て
、
被
害
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【冬期間通行止めの県道と林道】

▼県道五味池高原線

　（大字豊丘字上原～五味池破風高原）

　…平成29年５月12日㈮午前10時

　　まで通行止め

▼林道米子不動線

　（大字亀倉～米
よ な こ だ い ば く ふ

子大瀑布駐車場）　

　…平成29年４月下旬まで通行止め

　たまった雪は、市が指定している２カ所の排雪場所に捨てて

ください。（図の　　の場所）

　雪と一緒に、ごみを捨てるのは絶対にやめてください。

※奥から整然と捨ててください。

たまった雪は指定の場所に捨ててください

開場時間…午前８時～午後５時

至上八町

南原町

百々川百々川
臥
竜
橋

豊島団地

小布施ハイウ
ェイオアシス

大
豊
橋

至北相之島

松　川松　川

高
甫
橋

県民運動
広場西

※積雪状況などにより期間を変更する場合が
　あります。詳しくはお問い合わせください。

野球場
県民須坂
運動広場

庭球場動物園



広報 平成28年12月号・５・

水
道
の
凍
結
に
ご
注
意

く
だ
さ
い

　

給
水
装
置
（
メ
ー
タ
ー
含
む
）

は
個
人
の
財
産
で
す
。
水
道
管

の
凍
結
防
止
の
た
め
、
次
の
こ

と
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

▼
保
温
材
や
電
熱
帯
な
ど
の
凍

結
防
止
器
材
の
点
検
を
す
る
。

▼
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
保

温
材
を
入
れ
る
。

※
水
道
管
が
破
裂
し
た
場
合
は
、

市
の
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
に
連
絡
・
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
費
用
は
自
己
負
担
で
す
。

　

市
内
に
は
町
区
民
や
有
志
が
集
ま
っ
て
除
雪
を
行
な
っ
て
い

る
地
域
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
本
郷
町
区
長
と
野
辺
町
区
長
か
ら
お
話
を
聞
き
ま

し
た
。

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周

辺
の
除
雪
な
ど
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
周
辺

に
、
積
雪
や
車
な
ど
の
障
害
物

が
あ
っ
た
り
犬
が
い
た
り
す
る

と
検
針
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

料
金
の
算
定
に
影
響
が
出
た

り
、
漏
水
の
発
見
が
遅
れ
た
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

除
雪
な
ど
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ　

営
業
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
１
２
）

　

本
郷
町
の
除
雪
体
制
は
、
隣
組

を
中
心
と
し
て
、
組
内
と
あ
ら
か

じ
め
決
ま
っ
た
区
域
の
除
雪
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

　

除
雪
の
目
安
は
、
積
雪
が
20
㎝

以
上
や
降
り
積
も
る
可
能
性
が
あ

る
と
き
で
、
原
則
午
前
６
時
頃
判

断
し
ま
す
。

　

除
雪
を
行
う
と
な
れ
ば
、
土
木

水
利
部
長
か
ら
各
土
木
水
利
班
長

へ
連
絡
が
入
り
、
各
班
長
は
各
組

長
へ
、
各
組
長
が
各
戸
へ
連
絡
す

る
体
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

除
雪
は
、
通
学
路
を
優
先
的
に
、

次
に
通
勤
に
使
う
道
路
と
優
先
順

　

野
辺
町
は
昔
か
ら
、
自
分
の
家

の
周
辺
の
除
雪
は
自
分
た
ち
で
行

う
習
慣
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
17
年
、
18
年
に
大
雪
が
続

き
、
通
行
な
ど
に
支
障
を
き
た
し

た
こ
と
か
ら
、
区
が
呼
び
か
け
、

小
型
除
雪
機
や
除
雪
が
で
き
る
農

作
業
用
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
所
有

す
る
有
志
18
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
除
雪
を
行
う
「
除
雪
協
力
隊
」を

結
成
し
ま
し
た
。

　

除
雪
の
目
安
は
、
積
雪
15
㎝
で

す
。
区
長
か
ら
の
出
動
を
要
請
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
各
自
が

判
断
し
て
除
雪
を
行
う
こ
と
が
多

い
で
す
。
ま
た
、
目
安
の
積
雪
に

な
ら
な
く
て
も
自
発
的
に
除
雪
を

行
う
隊
員
が
多
い
で
す
。

　

除
雪
は
、
通
学
路
や
通
勤
に
使

う
歩
道
を
優
先
的
に
行
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
農
家
の
方
が
多
い

た
め
、
狭
い
農
道
も
い
つ
の
間
に

か
除
雪
が
行
き
届
い
て
い
ま
す
。

　

除
雪
協
力
隊
が
結
成
し
て
、
今

年
で
10
年
た
ち
ま
す
。
隊
員
の
入

▲本郷町区長
　永井久司さん

▲野辺町区長　
　冨沢悟さん

位
を
つ
け
て
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
な
ど
に
対
す
る
除
雪

要
望
は
、
区
長
が
取
り
ま
と
め
ま

す
。
窓
口
を
一
本
化
す
る
こ
と
で
、

市
と
の
効
率
的
な
除
雪
体
制
の
連

携
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
体
制
は
、
平
成
４
年
に
体

系
化
さ
れ
た
も
の
で
、
脈
々
と
受

け
継
が
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。

　

本
郷
町
で
も
高
齢
化
が
進
む
中
、

高
齢
者
宅
の
除
雪
へ
の
協
力
が
必

要
で
す
。
お
隣
同
士
、
組
単
位
と

そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
み
方
は
異
な
り

ま
す
が
、
区
や
各
種
団
体
が
行
う

事
業
へ
の
区
民
の
参
加
、
相
互
の

協
力
の
意
識
が
高
く
、
こ
れ
が
除

雪
協
力
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

　

基
本
と
な
る
の
は
、
日
頃
か
ら

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
醸
成

で
す
。

　

こ
の
地
域
の
良
い
も
の
を
後
世

に
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

▲除雪協力隊が除雪している様子

除
雪
に
取
り
組
む
町
区
を
紹
介

■
本
郷
町
の
取
り
組
み

■
野
辺
町
の
取
り
組
み

れ
替
え
は
あ
り
ま
す
が
、
結
成
当

初
と
変
わ
ら
ず
18
人
で
す
。

　

隊
員
も
少
し
ず
つ
高
齢
化
し
て

き
て
い
ま
す
が
、
若
い
人
も
加
わ

わ
り
、
こ
の
先
20
年
30
年
と
除
雪

協
力
隊
が
続
い
て
ほ
し
い
で
す
。

　

野
辺
町
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
除

雪
協
力
隊
以
外
に
も
、
小
型
除
雪

機
や
除
雪
が
で
き
る
農
作
業
用
ト

ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
所
有
し
て
い
る

方
が
、
自
発
的
に
除
雪
を
行
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

普
段
か
ら
、
困
っ
た
こ
と
が
あ

れ
ば
助
け
合
う
と
い
う
意
識
が
大

切
で
、
除
雪
協
力
隊
に
属
し
て
い

よ
う
が
い
ま
い
が
、
自
発
的
に
行

う
の
が
野
辺
町
で
あ
る
と
自
負
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
普
段
か
ら
の
近
所
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
助
け
合

い
の
精
神
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
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今
年
４
月
に
小
・
中
学
校
で
「
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

須
坂
市
全
体
の
指
導
の
充
実
や

学
習
状
況
の
改
善
を
目
的
に
、
結

果
の
分
析
・
考
察
を
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
調
査
日
】

平
成
28
年
４
月
19
日
㈫

【
対
象
】　

▼
小
学
校
６
年
生
４
２
０
人

▼
中
学
校
３
年
生
５
２
０
人

【
内
容
】

■
教
科
に
関
す
る
調
査

小
学
校
６
年
生
（
調
査
結
果
の
概

要
は
、
下
表
参
照
）

▼
国
語
（
Ａ
・
Ｂ
）

▼
算
数
（
Ａ
・
Ｂ
）

中
学
校
３
年
生
（
調
査
結
果
の
概

要
は
、
左
ペ
ー
ジ
の
表
参
照
）

▼
国
語
（
Ａ
・
Ｂ
）

▼
数
学
（
Ａ
・
Ｂ
）

※
Ａ
は
、
主
と
し
て
「
知
識
」
に
関

す
る
問
題
、
Ｂ
は
、
主
と
し
て
「
活

用
」
に
関
す
る
問
題
で
す
。

■
生
活
習
慣
や
学
習
環
境
な
ど
に

関
す
る
質
問
紙
調
査
（
調
査
結
果

の
概
要
は
、
左
ペ
ー
ジ
参
照
）

平成28年度「全国学力・学習状況調査」
結果の分析と考察

問合せ　学校教育課（☎026‐248‐9010）

教　育

調
査
の
対
象
者
と
内
容

■教科に関する調査結果の概要（小学校６年生）

調査内容

国語Ａ
全国平均と

ほぼ同程度

全国平均と

ほぼ同程度

全国平均と

ほぼ同程度

全国平均を

やや下回る

　下表の▼は考察（領域別平均正答率から成果や課題）、◆は対策（今後の指導に生かしたいこと）

を記述しています。

国語Ｂ

算数Ａ

算数Ｂ

考察および対策
市全体の

平均正答率

▼漢字やローマ字の読み書きに関しては、力がついてきていま

　す。

◆テーマに沿って短文をまとめることに抵抗なく取り組める習

　慣をつけることを考えていきます。また、漢字を書きとどめ

　るだけの家庭学習にならないよう工夫を加えていきます。

▼目的や意図に応じて文章構成を考えたり、読み手に与える効

　果を意識しながら表現したりする力に課題があります。

◆「書くこと」単元の再点検をし、個人の推
すいこう

敲や友だちとの交流

　で伝えたいことが伝わったかの検証や表現の工夫について振

　り返ることを考えていきます。

▼日常生活の事象を数理的に捉え、そうなるわけを式や言葉で

　説明していく力をさらに伸ばしていきたいです。

◆生活場面で、算数での学習を活用することを大事にしながら、

　言葉や数・式・図などを用いて、筋道をたてて論理的に考え

　たり説明したりすることを考えていきます。

▼基礎的な計算はほぼ身についていますが、小数の大小と計算、

　割合の意味理解に課題があります。

◆小数を含め、数の仕組みの一層の理解を図り、それと関連づ

　けて、計算の仕方を考えるようにしていきます。割合に関し

　ては、日常生活との関連を図りながら、問題場面を図に表す

　などして関係を捉えさせるようにしていきます。



広報 平成28年12月号・７・

　

学
習
意
欲
・
学
習
方
法
・
学
習

環
境
・
生
活
の
諸
側
面
な
ど
に
関

す
る
調
査
で
す
。
生
活
習
慣
や
学

習
環
境
は
学
力
と
相
関
関
係
に
あ

る
も
の
が
多
い
と
の
分
析
が
あ
り

ま
す
。

【
正
答
率
と
の
関
係
が
大
き
い

 

質
問
項
目
】

▼
毎
日
朝
食
を
食
べ
て
い
る

▼
一
日
当
た
り
の
ゲ
ー
ム
時
間

▼
最
後
ま
で
成
し
遂
げ
た
経
験

▼
友
だ
ち
と
の
約
束

▼
話
を
最
後
ま
で
聞
く

▼
考
え
を
発
表
す
る
こ
と
が
得
意

▼
自
分
で
考
え
た
課
題
に
取
り
組

　

む
▼
家
で
宿
題
を
す
る

▼
家
で
学
校
の
話
を
よ
く
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

　

中
に
は
「
は
い
」と
「
い
い
え
」と

答
え
た
正
答
率
の
比
較
が
54
％
に

及
ん
で
い
る
教
科
も
あ
り
ま
す
。

　

学
校
で
は
、
児
童
生
徒
の
成
功

体
験
を
増
や
す
活
動
を
考
え
た
り
、

グ
ル
ー
プ
活
動
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の

活
用
、
課
題
に
向
か
い
自
分
の
考

え
を
ま
と
め
た
り
発
表
し
た
り
す

る
活
動
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
授
業
と
連
動
し
た
家
庭

学
習
の
工
夫
や
個
々
の
課
題
を
丁

寧
に
示
し
て
い
く
こ
と
な
ど
を
考

　

子
ど
も
は
須
坂
の
宝
で
す
。
ど

の
子
も
豊
か
な
人
間
性
と
そ
の
子

に
合
っ
た
基
礎
学
力
を
身
に
付
け

る
た
め
、
学
校
で
は
「
互
い
に
認

め
合
え
る
集
団
づ
く
り
」
を
中
心

に
授
業
改
善
や
家
庭
学
習
に
力
を

入
れ
て
い
き
ま
す
。

　

ご
家
庭
や
地
域
で
も
「
毎
日
の

朝
食
」「
会
話
」「
規
則
正
し
い
生
活
」

な
ど
の
お
力
添
え
を
お
願
い
し
ま

す
。

学
習
意
欲
や
学
習
環
境
な
ど

に
関
す
る
質
問
紙
調
査
の
結

果
概
要

え
て
い
き
ま
す
。

　

家
庭
で
は
、
朝
食
の
大
切
さ
や

ス
マ
ホ
や
ゲ
ー
ム
利
用
の
ル
ー
ル

を
尊
重
し
て
い
る
か
を
子
ど
も
た

ち
と
共
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

【
全
国
よ
り
上
回
っ
て
い
る
質
問

 

項
目
】

▼
地
域
の
行
事
に
参
加
し
て
い
る

▼
読
書
が
好
き　
　
　
　
　

な
ど

【
全
国
よ
り
下
回
っ
て
い
る
質
問

 

項
目
】

▼
予
習
や
復
習
を
し
て
い
る

▼
失
敗
を
恐
れ
な
い
で
挑
戦
す
る

▼
自
分
に
は
良
い
と
こ
ろ
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

　

一
人
ひ
と
り
の
良
さ
を
認
め
て

い
く
こ
と
、
地
域
の
中
で
育
て
て

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
、
自
己
有

用
感
を
高
め
て
い
く
こ
と
な
ど
を

大
切
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

調
査
結
果
を
生
か
す
た
め
に

■教科に関する調査結果の概要（中学校３年生）

調査内容

国語Ａ
全国平均と

ほぼ同程度

全国平均を

やや下回る

全国平均を

やや下回る

全国平均を

やや下回る

　下表の▼は考察（領域別平均正答率から成果や課題）、◆は対策（今後の指導に生かしたいこと）

を記述しています。

国語Ｂ

数学Ａ

数学Ｂ

考察および対策
市全体の

平均正答率

▼「話す・聞く」「書く」「読む」「伝統的な言語文化」の４領域はいずれ

　もできています。また漢字や語句を文脈の中で正しく使うことも

　高い正答率でした。しかし聞き手に伝わるように話したり自分と

　相手の考えを比較しながら聞いたりすることに課題があります。

◆発表後に、子ども同士の相互評価の工夫や文を推敲することなど、

　「日常的な知識の活用」を考えていきます。

▼「書くこと」「読むこと」は、正答率50% を上回っていますが、表現

　の工夫や効果を答える問題では低い正答率でした。「読むこと」で

　は、文脈から必要な情報を読み取り根拠を明確にして書くことに

　課題があります。

◆「書くこと」では、表現の工夫や効果をまとめグループ交流すること、

　「読むこと」では、目的に応じ新聞や雑誌・情報ネットワーク・図

　書館などさまざまな手段を活用していくことを考えていきます。

▼「数と式」「図形」「関数」「資料の活用」すべての領域で課題がありま

　す。

◆基礎学習の繰り返しを徹底し、学習と日常生活の場面とをつなげ

　て考える習慣が身につくようにしていきます。

▼「数と式」「図形」「関数」領域で下回っています。特に関数では正答

　率50％を下回る問題が多く、大きな課題があります。

◆前年度までの学習内容で定着が不十分な領域に関して、確認ドリ

　ルを取り入れ、家庭学習とのサイクルの中で学習内容が定着する

　よう工夫していきます。
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見逃さないで　うつ病のサイン
～うつ病を理解し、早めに対処しましょう～

！

問合せ　保健センター（☎026‐248‐9023）

健康だより

　

身
体
や
気
分
の
不
調
を
「
そ
の

う
ち
治
る
」
と
放
っ
て
お
い
て
い

ま
せ
ん
か
。

　

そ
れ
は
、
う
つ
病
の
サ
イ
ン
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
体
に
出
る
サ
イ
ン
】

▼
食
欲
が
な
い

▼
頭
痛
や
肩
こ
り
が
あ
る

▼
胃
の
不
快
感

▼
体
が
だ
る
い

▼
め
ま
い

▼
動ど

う

き悸　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

【
自
分
で
気
づ
く
サ
イ
ン
】

▼
何
事
に
も
興
味
が
湧
か
ず
、
楽

　

し
く
な
い

▼
疲
れ
て
い
る
の
に
眠
れ
な
い

▼
わ
け
も
な
く
疲
れ
た
と
感
じ
る

▼
自
分
に
は
価
値
が
な
い
と
感
じ

　

る
▼
自
分
を
責
め
て
し
ま
う

▼
死
に
た
い
と
感
じ
る　
　

な
ど

【
周
り
が
気
づ
く
サ
イ
ン
】

▼
涙
も
ろ
く
な
っ
た

　

う
つ
病
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ

プ
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
本
人
の

気
持
ち
や
家
族
の
対
応
も
大
き
く

異
な
り
ま
す
。

　

う
つ
病
を
治
す
た
め
に
は
、
医

療
機
関
を
受
診
し
て
主
治
医
と
内

服
や
治
療
法
を
よ
く
相
談
す
る
こ

と
、
そ
し
て
ゆ
っ
く
り
休
養
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

早
め
に
精
神
科
や
心
療
内
科
の

専
門
医
を
受
診
し
、
他
の
病
気
と

同
様
に
、
病
気
を
治
す
こ
と
に
専

念
し
ま
し
ょ
う
。

　

う
つ
病
は
誰
で
も
か
か
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

本
人
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
家

族
や
周
囲
も
病
気
を
正
し
く
理
解

す
る
こ
と
が
、
早
い
回
復
に
つ
な

が
り
ま
す
。

と　き　12月４日㈰午後１時30分～３時30分
ところ　保健センター３階（リハビリルーム）
講　師　鷲塚伸介さん（信州大学医学部精神
　　　　医学教室教授）　　
参加費　無料(申込不要)
問合せ　▼保健センター（☎026‐248‐9023）　
　　　　▼健康づくり課（☎026‐248‐9018）　

と　き　12月15日㈭午後１時30分～３時30分
　　　　※毎月１回開催予定です
対　象　うつ病の方の家族　　
参加費　無料
※参加ご希望の方は、保健センターに
ご連絡ください。詳細をお伝えします。

講演「うつ病を“もっと”理解するために

　　～うつ病と躁
そう

うつ病の違い～」

「うつ病の方の家族教室」

う
つ
病
の
サ
イ
ン

う
つ
病
の
対
処
法

う
つ
病
を
正
し
く
理
解
し
ま

し
ょ
う

受
診
に
は
で
き
る
だ
け
家
族

が
付
き
添
い
ま
し
ょ
う

※
相
談
は
匿
名
で
も
可
能
で
す
。

■
悩
み
無
料
ダ
イ
ヤ
ル　

　

相
談
・
通
話
無
料
の
相
談
ダ
イ

ヤ
ル
で
す
。

（
☎
０
８
０
０
‐
８
０
０
‐
７
２
２
３
）

と　

き　

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝

日
・
12
月
29
日
～
１
月
３
日
を
除
く
）

悩
み
を
相
談
し
ま
せ
ん
か

うつ病の理解や身近な人への接し方
などを学びましょう

▼
表
情
が
暗
く
、
元
気
が
な
い

▼
飲
酒
量
が
増
え
た

▼
人
と
の
交
流
を
避
け
る
よ
う
に

　

な
っ
た　
　
　
　
　
　
　

な
ど

　

そ
の
他
に
も
、
い
つ
も
と
様
子

が
違
う
と
感
じ
た
り
、
少
し
で
も

気
に
な
る
様
子
が
あ
る
と
き
は
、

う
つ
病
の
可
能
性
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。　

　

家
族
が
一
緒
に
主
治
医
の
話
を

聞
く
こ
と
で
、
ど
ん
な
こ
と
に
気

を
つ
け
て
サ
ポ
ー
ト
す
れ
ば
良
い

の
か
わ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
家
族
か
ら
の
情
報
が
治

療
に
役
立
つ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

専
門
医
に
抵
抗
が
あ
る
場
合
は
、

内
科
な
ど
の
か
か
り
つ
け
医
に
相

談
し
て
み
る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
も
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

■
長
野
い
の
ち
の
電
話

（
☎
０
２
６
‐
２
２
３
‐
４
３
４
３
）

と　

き　

毎
日
午
前
11
時
～
午
後

10
時

■
精
神
保
健
相
談

　

精
神
科
医
師
が
心
の
健
康
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と　

き　

毎
月
第
３
木
曜
日
午
後

３
時
30
分
～

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

申
込
・
問
合
せ　

長
野
保
健
福
祉

事
務
所

（
☎
０
２
６
‐
２
２
５
‐
９
０
３
９
）
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変
化
に
富
ん
だ
地
形
を
生
か
し

た
コ
ー
ス
で
、
家
族
連
れ
も
上
級

者
も
存
分
に
楽
し
め
る
ほ
か
、
昨

年
か
ら
設
置
し
た
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク

と
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
も
大
人
気
で
す
。

　

ま
た
、
シ
ー
ズ
ン
中
、
子
ど
も

が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
や
各
種
教

室
な
ど
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

※
オ
ー
プ
ン
は
天
候
に
よ
り
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
リ
フ
ト
券
（
１
日
）
】

▼
大
人
…
３
５
０
０
円
▼
子
ど
も

（
中
学
３
年
生
以
下
）
…
１
５
０
０

円
▼
高
校
生
…
２
５
０
０
円
▼
シ

ニ
ア
（
55
歳
以
上
）
…
３
０
０
０
円

【
12
月
の
イ
ベ
ン
ト
】

と　

き　

12
月
24
日
㈯
午
後
１
時
～

内　

容　

▼
ワ
イ
ン
・
豚
汁
サ
ー

ビ
ス
▼
写
真
撮
影
▼
デ
モ
ス
キ
ー

問
合
せ　

▼
ス
キ
ー
場
に
関
す
る
こ
と
…
峰
の
原
高
原
ス
キ
ー
場
（
☎

０
２
６
８
‐
７
４
‐
２
５
６
１
）
▼
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
こ
と
…
峰
の
原

高
原
観
光
協
会
（
☎
０
９
０
‐
４
９
４
９
‐
３
０
８
０
）
▼
リ
フ
ト
割
引
券

に
関
す
る
こ
と
…
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
☎
０
２
６

‐
２
４
８
‐
２
０
２
０
）

ス
キ
ー
場

峰
の
原
高
原
ス
キ
ー
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

峰
の
原
高
原
ス
キ
ー
場
は

12
月
17
日
㈯
オ
ー
プ
ン

対　

象　

市
内
の
小
・
中
学
校
に

通
う
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

割
引
額　

▼
子
ど
も
…
１
５
０
０

円
（
１
日
分
）
▼
保
護
者
（
大
人
）
…

１
０
０
０
円
（
１
日
分
）

配
付
予
定　

12
月
第
３
週
（
ス
キ

ー
場
オ
ー
プ
ン
前
）

利
用
期
間　

12
月
17
日
㈯
～
平
成

29
年
３
月
26
日
㈰

※
利
用
上
限
に
達
し
し
だ
い
、
期

間
中
で
も
利
用
を
締
め
切
り
ま
す
。

利
用
方
法　

リ
フ
ト
券
売
場
へ
割

引
券
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項　

▼
ス
キ
ー
学
校
・
教

室
で
の
割
引
券
の
利
用
は
で
き
ま

せ
ん
▼
割
引
券
の
転
売
・
複
写
は

禁
止
で
す

リ
フ
ト
割
引
券
を
配
付
し
ま
す

予
防
方
法

　

冬
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流

行
し
ま
す
。
高
熱
や
関
節
の
痛

み
な
ど
を
伴
い
、人
に
よ
っ
て
は

重
症
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

流
行
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
原

因
と
な
る
ウ
ィ
ル
ス
を
体
内
に

入
れ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
最
新
情
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
】

　

須
坂
市
・
小
布
施
町
・
高
山

村
の
感
染
症
情
報
な
ど
の
状
況

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
須
高

地
域
感
染
症
情
報
」
で
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

▲

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
の

予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

問
合
せ　

地
域
医
療
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
室
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
１
０
１
）

【
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら 

 

な
い
た
め
に
】

▼
外
出
の
後
や
調
理
の
前
後
、

食
事
前
な
ど
は
、
せ
っ
け
ん
と

流
水
で
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

▼
十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

▼
空
気
の
乾
燥
を
避
け
る
た
め
、

湿
度
は
50
～
60
％
に
保
ち
ま
し

ょ
う
。

▼
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

ワ
ク
チ
ン
は
、
発
症
し
て
も
重

■正しいマスクの着用の仕方

隙間がない

よう鼻まで

覆う

出典：内閣府大臣官房政府広報室政府広報オンライン

鼻と口の両

方を確実に

覆う

ゴムひもを

耳にかける

▼
デ
モ
ボ
ー
ド
▼
お
子
さ
ん
へ
の

の
プ
レ
ゼ
ン
ト　

な
ど

症
に
な
る
の
を
防
ぐ
効
果
が
あ

り
ま
す
。
接
種
し
た
（
13
歳
未

満
の
場
合
は
２
回
接
種
し
た
）

２
週
間
後
か
ら
５
カ
月
程
度
ま

で
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

▼
人
混
み
な
ど
へ
の
外
出
は
避

け
る
か
、
で
き
る
だ
け
短
時
間

に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
体
調
が
悪
い
時
は
無
理
せ
ず
、

学
校
や
仕
事
を
休
み
ま
し
ょ
う
。

【
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
で
他
人
に

 

う
つ
さ
な
い
】

▼
せ
き
や
く
し
ゃ
み
が
出
て
い

る
と
き
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
し

ま
し
ょ
う
（
下
図
参
照
）
。

▼
く
し
ゃ
み
や
せ
き
に
よ
る
し

ぶ
き
は
、
1.5
ｍ
以
内
に
拡
散
し

ま
す
。
鼻
と
口
を
テ
ィ
ッ
シ
ュ

な
ど
で
覆
い
、
顔
を
人
に
向
け

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
鼻
水
や
た
ん
な
ど
を
取
っ
た

テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
、
す
ぐ
に
ふ
た

付
き
の
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
ま
し
ょ
う
。
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生活にお困りの方は「まいさぽ須坂」へ
ご相談ください

問合せ　福祉課（☎026‐248‐9003）

福　祉

　

市
で
は
、
昨
年
４
月
に
総
合
的

な
相
談
窓
口
と
し
て
須
坂
市
生
活

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ま
い
さ
ぽ

須
坂
」（
以
下
「
ま
い
さ
ぽ
須
坂
」
）

を
須
坂
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

内
に
開
設
（
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
事
業
委
託
）
し
ま
し
た
。

　

「
ま
い
さ
ぽ
須
坂
」で
は
、
専
門

の
支
援
員
が
相
談
者
に
寄
り
添
い

な
が
ら
、
相
談
者
が
抱
え
て
い
る

課
題
を
一
緒
に
整
理
し
て
、
一
人

ひ
と
り
の
状
況
に
合
わ
せ
、
他
の

専
門
機
関
と
連
携
し
て
、
解
決
に

向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

「
ま
い
さ
ぽ
須
坂
」
の
平
成
27
年

度
の
相
談
者
数
は
１
５
９
人
（
下

の
グ
ラ
フ
参
照
）
、
述
べ
１
４
０
６

回
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　

主
な
相
談
内
容
は
▼
収
入
・
生

活
費
…
62
件
▼
求
職
・
就
職
…
55

件
▼
病
気
・
健
康
・
障
が
い
…
27

件
な
ど
で
し
た
。

　

生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
な
い

方
で
、
生
活
に
お
困
り
の
方
は
ど

な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
。
年
齢

に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

「
長
く
失
業
し
て
い
る
」「
ひ
き
こ

も
り
で
悩
ん
で
い
る
」
「
働
い
た

経
験
が
な
く
不
安
」
な
ど
、
生
活

の
問
題
を
抱
え
て
い
る
方
は
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

「
ま
い
さ
ぽ
須
坂
」で
は
、
相
談

さ
れ
る
方
の
気
持
ち
を
し
っ
か
り

と
お
聞
き
し
、
問
題
の
整
理
を
一

緒
に
し
な
が
ら
、
暮
ら
し
と
就
労

に
関
わ
る
相
談
を
広
く
受
け
止
め

▼
相
談
・
助
言
で
解
決
…
27
人

▼
他
機
関
へ
の
紹
介
…
24
人

▼
就
労
に
よ
る
生
活
状
況
の
改
善

相
談
窓
口

「
ま
い
さ
ぽ
須
坂
」と
は

平
成
27
年
度
は
１
５
９
人
か

ら
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

主
な
支
援
内
容
と
そ
の
状
況

「
ま
い
さ
ぽ
須
坂
」の
情
報

相
談
で
き
る
時
間　

月
曜
日
～
金

曜
日
（
祝
日
・
12
月
29
日
～
１
月
３

日
を
除
く
）
午
前
９
時
～
午
後
５

時相
談
料　

無
料

※
相
談
は
原
則
予
約
制
で
す
。
希

望
す
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

所
在
地　

須
坂
市
大
字
須
坂
３
４

４
‐
１
‐
60
（
須
坂
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
９
７
７


０
２
６
‐
２
１
４
‐
９
８
８
３

Ｅ
メ
ー
ル　

m
a
i
s
a
p
o
@
s
u
z
a
k
a
-

s
h
a
k
y
o
.
j
p

　

市
で
は
、
10
月
15
日
に
メ
セ
ナ

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
「
第
35
回

ふ
れ
あ
い
広
場
」
で
、
フ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
は
、
ま
だ
食

べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
て
い
る

食
べ
物
「
食
品
ロ
ス
」を
減
ら
し
、

そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
地
域
の
福
祉

団
体
や
施
設
な
ど
に
寄
附
す
る
活

動
で
す
。

　

当
日
は
、
缶
詰
や
レ
ト
ル
ト
食

品
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、
お
米

な
ど
２
３
４
点
、
約
１
３
６
㎏
の

食
品
を
33
人
の
方
か
ら
ご
寄
附
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
食
品

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク

信
州
を
と
お
し
て
、
食
料
を
必
要

と
し
て
い
る
世
帯
や
地
域
の
支
援

団
体
、
福
祉
施
設
な
ど
に
無
償
で

届
け
ら
れ
ま
す
。

問
合
せ　

福
祉
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
３
）

「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」を

開
催
し
ま
し
た

▲フードドライブの様
　子（10月15日）

　

…
11
人

▼
生
活
保
護
の
受
給
…
７
人

て
い
き
ま
す
。

■「まいさぽ須坂」への相談者の内訳

（平成27年４月～平成28年３月の合計）

10代（２人）

20代（７人）

30代
（16人）

40代
（34人）

50代
（34人）

60歳～
64歳

（14人）

65歳以上
（36人）

不明
（16人）

相談者数
159人

うち男性82人

　　女性63人

　　不明14人
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信州パーキング・パーミット（障がい者等用駐車場利用証）制度

利用証の申請が市役所でもできます

申請・問合せ　▼下表①～⑤・⑧…福祉課（☎026‐248‐9003）▼下表⑥…高齢者福祉課（☎026‐248‐9020）
　　　　　　 ▼下表⑦…健康づくり課（☎026‐248‐9018）

▲利用証

福　祉

　

公
共
施
設
や
店
舗
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
施
設
に
設
置
さ
れ
て
い
る

「
障
が
い
者
等
用
駐
車
区
画
」を
適

正
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
の
制

度
で
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
方
や
高
齢
の
方
、

妊
産
婦
の
方
な
ど
歩
行
が
困
難
な

方
に
、
県
内
共
通
の
「
利
用
証
」を

長
野
県
が
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
証
は
、
申
請
者
の
状
況
に

応
じ
て
、
車
い
す
使
用
者
用
の
利

用
証
ま
た
は
車
い
す
使
用
者
以
外

の
利
用
証
（
右
上
の
図
）
の
い
ず
れ

か
を
交
付
し
ま
す
。

　

利
用
証
は
、
こ
の
制
度
に
賛
同

す
る
協
力
施
設
の
、
専
用
の
案
内

表
示
の
あ
る
駐
車
区
画
で
利
用
で

き
ま
す
。

持
ち
物　

障
害
者
手
帳
な
ど
交
付

基
準
（
下
表
参
照
）
に
該
当
す
る
こ

と
が
わ
か
る
も
の

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

信
州
パ
ー
キ
ン
グ
・
パ
ー
ミ

ッ
ト
制
度
と
は

利
用
証
の
種
類
と
利
用
で
き

る
駐
車
場

平
成
29
年
１
月
４
日
か
ら

市
役
所
で
も
申
請
・
利
用
証

の
交
付
を
始
め
ま
す

■利用証の交付対象者・有効期間

視覚障がい ４級以上の方

下肢

腎臓機能障がい ４級以上の方

肝臓機能障がい

⑥高齢者

聴覚障がい ３級以上の方

体幹

呼吸器機能障がい ４級以上の方

②知的障がい者 療育手帳所持者で障害程度欄がＡ１、Ａ２の方

精神障害者保健福祉手帳が１級の方

介護保険の要介護状態区分が１以上の方

母子健康手帳を取得した方（産後は２歳未満の
子どもを同伴する場合に限る）

けがまたは病気などにより歩行が困難であるこ
とが診断書などにより確認できる方

歩行に介助者の特別な注意が必要と医療機関な
どが認めた方

▼特定医療費（指定難病）受給者▼特定疾患医療
受給者▼長野県特定疾病医療受給者▼先天性血
液凝固因子障害等医療受給者

⑦妊産婦

ろうあ ３級以上の方

上肢機能
脳原性

ぼうこうまたは直腸の機能障がい ４級以上の方

③精神障がい者

⑧その他けが人または病気
　などの方

平衡機能障がい ５級以上の方

２級以上の方

発行日から２年以内

発行日から５年以内

母子健康手帳の
取得から出産後
の２年間

医師の診断書な
どによる必要期
間以内

６級以上の方

身体障害者手帳

５級以上の方

２級以上の方

６級以上の方移動機能

小腸機能障がい ４級以上の方

４級以上の方

４級以上の方

④発達障がい者

上肢

肢体不自由

心臓機能障がい ４級以上の方

ヒト免疫不全ウイルスによる免疫
機能障がい

⑤難病患者

区分 交付基準 有効期間

①
身
体
障
が
い
者



消費生活情報

広報 平成28年12月号 ・12・

12月から洗濯表示が変わります

問合せ　市民課（☎026‐248‐9002）

新
し
い
洗
濯
表
示

洗
濯
表
示
ク
イ
ズ

洗
濯
表
示
で
衣
類
を
正
確
に

扱
い
ま
し
ょ
う

新
し
い
洗
濯
表
示
の
参
考

　

洗
濯
表
示
と
は
、
衣
類
や
日
用

品
な
ど
の
繊
維
製
品
に
つ
け
ら
れ

洗
濯
時
の
取
り
扱
い
方
法
を
表
し

た
記
号
で
す
。

　

12
月
か
ら
洗
濯
表
示
が
新
し
く

な
り
、
新
し
い
記
号
が
つ
い
た
衣

類
な
ど
の
販
売
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
洗
濯
表
示
は
、
左
に
示

し
た
よ
う
に「
基
本
記
号
」と「
付
加

記
号
」
、「
数
字
」な
ど
の
組
み
合
わ

せ
で
表
示
し
ま
す
。

【
主
な
変
更
点
】

▼
記
号
が
国
際
規
格
と
同
じ
に
な

　

り
ま
し
た
。

▼
記
号
が
22
種
類
か
ら
41
種
類
に

【
問
題
】　

左
の
洗
濯
表
示
を
参
考

に
、
次
の
洗
濯
表
示
の
意
味
を
考

え
て
く
だ
さ
い
。

【
答
え
】　

ア
イ
ロ
ン
使
用
時
は
、

高
温
（
上
限
２
０
０
℃
）で
使
用
で

き
る

　

衣
類
は
適
切
に
扱
う
こ
と
で
長

く
き
れ
い
に
着
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

お
店
で
商
品
を
選
ぶ
と
き
に
洗

濯
表
示
を
確
認
し
て
お
く
と
、
購

入
後
の
お
手
入
れ
を
想
像
で
き
る

の
で
お
す
す
め
で
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
、
洗
濯
表
示
の

記
号
の
意
味
を
理
解
し
、
衣
類
に

合
わ
せ
た
取
り
扱
い
を
し
ま
し
ょ

う
。

【
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
】

　

「
新
し
い
！
衣
類
の
取
扱
い
表

示
」
を
市
民
課
消
費
者
相
談
窓
口

（
窓
口
①
‐
１
・
本
庁
舎
１
階
）で
お

渡
し
し
て
い
ま
す
。

【
消
費
者
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

　

「
新
し
い
洗
濯
表
示
」
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
接
続
で
き
ま
す
。

家庭洗濯

【５つの基本記号】

問題

【付加記号（強さ）】

【付加記号（温度）】

【表示例】

　洗濯表示の基本とな

る５つの記号です。

　洗濯表示は、５つの

基本記号と下の付加記

号を組み合わせて表示

されます。

日陰のつり干し

が良い

液温は40℃を限度と
し、洗濯機で弱い洗
濯ができる

■新しい洗濯表示

漂白

乾燥

クリーニング

【ヒント】

アイロンの中に

温度の付加記号

があります

通常の強さ

低

弱い 非常に弱い

高

線なし

アイロン

　

増
え
、
よ
り
き
め
細
か
い
表
示

　

に
な
り
ま
し
た
。

▼
表
示
に
あ
る
強
弱
や
温
度
は
取

り
扱
い
方
の
上
限
を
表
し
ま
す
。

【
政
府
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ
】

　

政
府
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ

「
記
号
を
よ
く
見
て　

洗
濯
上
手

に
！
新
し
い
洗
濯
表
示
の
記
号
」

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
市
民
課
で
貸
し
出
し

て
い
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



相　談

広報 平成28年12月号・13・

多重債務で悩んでいませんか

問合せ　市民課（☎026‐248‐9002）

消
　
防

消
防
器
材
な
ど
を
新
た
に
整
備

し
ま
し
た

問
合
せ　

消
防
本
部
警
防
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
５
‐
４
９
０
０
）

消
火
栓
器
具
箱
を
設
置

し
ま
し
た

債
務
整
理
の
た
め
の

４
つ
の
方
法

市
民
課
消
費
者
相
談
窓
口
へ

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

宝
く
じ
の
助
成
金
が
財
源
の（
公

財
）
長
野
県
市
町
村
振
興
協
会
助

成
事
業
を
活
用
し
て
、
消
火
栓
器

具
箱
一
式
を
市
内
15
カ
所
に
設
置

し
ま
し
た
。　
　
　

（
10
月
20
日
）

　

多
重
債
務
と
は
、
複
数
の
業
者

か
ら
お
金
を
借
り
る
こ
と
を
い
い

ま
す
。
多
重
債
務
に
陥
る
と
、
個

人
の
知
恵
や
努
力
だ
け
で
の
解
決

は
き
わ
め
て
困
難
に
な
り
ま
す
。

　

無
理
を
し
て
支
払
い
続
け
る
の

で
は
な
く
、弁
護
士
や
専
門
機
関
に

相
談
し
、
返
済
す
べ
き
債
務
額
を

確
定
さ
せ
た
う
え
で
支
払
方
法
を

見
直
す
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
手
続
き
を
債
務
整

理
と
い
い
ま
す
。
手
続
き
を
始
め

る
と
請
求
が
止
ま
り
、
返
済
額
が

減
少
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
任
意
整
理

　

債
権
者
（
貸
主
）と
話
し
合
い
を

し
て
借
金
の
返
済
方
法
や
金
額
を

決
め
な
お
す
方
法
で
す
。
個
人
で

債
権
者
と
交
渉
す
る
の
は
難
し
い

た
め
、
通
常
は
弁
護
士
や
司
法
書

士
に
手
続
き
を
依
頼
し
ま
す
。

②
特
定
調
停

　

裁
判
所
に
申
し
立
て
を
し
て
調

停
に
よ
り
借
金
の
返
済
方
法
や
金

額
を
決
め
な
お
す
方
法
で
す
。

　

簡
易
裁
判
所
で
行
う
任
意
整
理

で
、
支
払
い
の
め
ど
が
立
つ
こ
と

が
前
提
条
件
で
す
。

③
個
人
民
事
再
生

　

収
入
を
得
る
見
込
み
の
あ
る
債

務
者
が
対
象
で
す
。
裁
判
所
が
認

　

市
役
所
の
市
民
課
消
費
者
相
談

窓
口
（
窓
口
①
‐
１
・
本
庁
舎
１
階
）

で
は
、
債
務
整
理
方
法
に
関
す
る

情
報
提
供
や
状
況
の
把
握
な
ど
を

行
い
、
弁
護
士
な
ど
の
専
門
家
へ

相
談
す
る
た
め
の
お
手
伝
い
を
し

ま
す
。

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
２
）

　

弁
護
士
・
司
法
書
士
が
相
談
者

に
合
わ
せ
た
解
決
方
法
を
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
す
。

※
前
日
ま
で
に
電
話
で
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

と　

き　

12
月
14
日
㈬
正
午
～
午

後
７
時

と
こ
ろ　

北
信
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
（
長
野
市
）

予
約
・
問
合
せ　

北
信
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー　

（
☎
０
２
６
‐
２
２
３
‐
６
７
７
７
）

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

小
型
動
力
消
防
ポ
ン
プ
付
き

積
載
車
を
整
備
し
ま
し
た

　

小
型
動
力
消
防
ポ
ン
プ
付
き
積

載
車
一
式
を
須
坂
市
消
防
団
第
１

分
団
第
２
部
と
第
７
分
団
第
５
部

に
整
備
し
ま
し
た
。
（
11
月
４
日
）

可
し
た
再
生
計
画
に
基
づ
い
て
債

務
を
返
済
し
ま
す
。

④
個
人
再
生

　

裁
判
所
に
申
し
立
て
を
し
て
、

不
動
産
な
ど
の
一
定
額
以
上
の
財

産
を
処
分
し
て
の
再
出
発
に
な
り

ま
す
。
速
や
か
に
生
活
再
建
を
促

す
手
段
で
す
。



広報 平成28年12月号 ・14・

　

動
物
園
に
い
る
好
き
な
動
物
に

年
賀
状
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

抽
選
で
１
０
０
人
に
、
そ
の
動

物
か
ら
、
動
物
園
入
園
券
付
き
の

「
写
真
付
年
賀
状
」が
届
き
ま
す
。

※
年
賀
状
は「
ふ
れ
ん
Ｚ
Ｏ
Ｏ
」（
ペ

ン
ギ
ン
舎
隣
）
で
展
示
し
ま
す
。

募
集
期
間　

12
月
15
日
㈭
～
平
成

29
年
１
月
15
日
㈰

送
付
先　

〒
３
８
２
‐
０
０
２
８

須
坂
市
臥
竜
２
‐
４
‐
８

須
坂
市
動
物
園

　

ゆ
ず
湯
に
つ
か
る
カ
ピ
バ
ラ
や

動
物
へ
、
冬
至
に
ち
な
ん
だ
野
菜

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
エ
サ
や
り
体
験

な
ど
）
を
し
ま
す
。

と　

き　

12
月
21
日
㈬

冬
至
イ
ベ
ン
ト

と　

き　

▼
12
月
23
日
㈮
～
25
日

㈰
午
前
９
時
～
午
後
４
時
45
分

内　

容　

▼
動
物
た
ち
に
ク
リ
ス

マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
あ
げ
よ
う
▼

動
物
た
ち
と
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド

の
写
真
を
撮
ろ
う
▼
ク
リ
ス
マ
ス

工
作
教
室

　

お
み
く
じ
を
引
い
て
新
年
の
運

試
し
を
し
ま
せ
ん
か
。
動
物
園
グ

ッ
ズ
な
ど
が
当
た
り
ま
す
。

と　

き　

平
成
29
年
１
月
１
日
㈰

～
３
日
㈫
午
前
10
時
～
午
後
３
時

※
入
園
は
午
後
２
時
30
分
ま
で

メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
Ｚ
Ｏ
Ｏ

動
物
た
ち
に

年
賀
状
を
送
ろ
う

動
物
園
で

ハ
ッ
ピ
ー
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー

※
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
詳
細
は
、
動

物
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

イ
ベ
ン
ト

動
物
園
イ
ベ
ン
ト
情
報

申
込
・
問
合
せ　

臥
竜
公
園
管
理
事
務
所（
☎
０
２
６
‐
２
４
５
‐
１
７
７
０
）

整　備

須坂駅前広場の再整備工事を
実施します
期間　12月～平成30年３月まで

須
坂
駅
前
広
場
の
再
整
備
が

始
ま
り
ま
す

　

県
と
市
で
は
、
長
野
電
鉄
と
バ

ス
を
利
用
す
る
み
な
さ
ん
の
安
全

性
と
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

須
坂
駅
前
広
場
を
再
整
備
し
ま
す
。

　

工
事
は
、
須
坂
駅
と
シ
ル
キ
ー

ビ
ル
を
結
ぶ
歩
道
橋
の
橋
脚
移
設

が
完
了
し
、
12
月
か
ら
平
成
30
年

年
３
月
ま
で
の
予
定
で
本
体
工
事

を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
工
事
に
あ
た
っ
て
は
、
車

や
歩
行
者
を
通
し
な
が
ら
の
工
事

と
な
り
ま
す
。
工
事
看
板
な
ど
の

誘
導
に
従
い
、
気
を
つ
け
て
通
行

し
て
く
だ
さ
い
。

▲北側からのイメージ図

▲真上からのイメージ図

整
備
計
画
の
方
針

　

次
の
整
備
方
針
に
基
づ
き
、
平

成
25
年
12
月
～
平
成
26
年
１
月
に
、

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
計
画
に
対

す
る
意
見
を
募
集
し
ま
し
た
。　

　

い
た
だ
い
た
意
見
は
整
備
計
画

に
反
映
し
て
い
ま
す
。

【
整
備
方
針
】

▼
「
須
坂
の
顔
」と
し
て
ふ
さ
わ
し

　

い
、
利
用
者
の
た
め
の
ゆ
と
り

　

あ
る
駅
前
広
場
を
つ
く
り
ま
す
。

▼
「
バ
ス
」
、
「
自
家
用
車
」
の
駅
へ

　

の
乗
り
入
れ
を
重
視
し
た
駅
前

　

広
場
を
つ
く
り
ま
す
。

▼
「
自
転
車
」や
駅
前
広
場
を
「
通

　

過
す
る
自
転
車
」
の
安
全
性
を

　

配
慮
し
た
駅
前
広
場
を
つ
く
り

　

ま
す
。

※
計
画
の
詳
細
は
、
須
坂
建
設
事

務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
:
/
/

w
w
w
.
p
r
e
f
.
n
a
g
a
n
o
.
l
g
.
j
p
/
s
u

z
a
k
a
k
e
n
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　工事期間中はご

不便をおかけしま

すが、ご理解・

ご協力をお願

いします。

須坂駅

シルキービル

問合せ　▼須坂建設事務所整備課（☎026‐245‐4493）▼市まちづくり課（☎026‐248‐9007）

お知らせ

　12月29日㈭～31

日㈯は休園日です。



広報 平成28年12月号・15・

新
し
い
民
生
児
童
委
員
の

み
な
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

　

市
民
の
み
な
さ
ん
と
行
政
機
関
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
高
齢
者
・

障
が
い
者
・
児
童
・
母
子
福
祉
や
生
活
保
護
な
ど
、
地
域
福
祉
増
進
の

た
め
の
相
談
や
援
助
の
活
動
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
（
委
員
の
任
期
…
平
成
31
年
11
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
）

問
合
せ　

福
祉
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
３
）

各
町
担
当
の

民
生
児
童
委
員
（
敬
称
略
）

【
上
部
地
区
】

穀　

町　
　
　
　

若
林　

久
枝

上　

町　
　
　
　

牧
野　

勇
治

本
上
町　
　
　
　

岩
田　

好
子

上
中
町　
　
　
　

中
田　

淑
子

【
東
部
地
区
】

中　

町　
　
　
　

髙
橋　

道
子

春
木
町　
　
　
　

岩
井　

玲
子

春
木
町　
　
　
　

中
澤　

強

春
木
町　
　
　
　

角
田　

正
雄

太
子
町　
　
　
　

牧　
　

美
知
子

新　

町　
　
　
　

藤
澤　

滝
子

常
盤
町　
　
　
　

勝
山　

ひ
ろ
み

【
西
部
地
区
】

横　

町　
　
　
　

髙
橋　

敬

東
横
町　
　
　
　

五
十
嵐
あ
や
子

南
横
町　
　
　
　

塩
﨑　

つ
や
子

北
横
町　
　
　
　

善
財　

さ
ち
子

立　

町　
　
　
　

西
田　

幸
恵

馬
場
町　
　
　
　

小
池　

ま
さ
枝

馬
場
町　
　
　
　

小
林　

美
代
子

馬
場
町　
　
　
　

青
木　

松
子

須
坂
ハ
イ
ラ
ン
ド
町　

細
井　

洋
子

【
南
部
地
区
】

坂
田
町　
　
　
　

宮
崎　

時
雄

坂
田
町　
　
　
　

塚
田　

啓
子

南
原
町　
　
　
　

市
村　

忠
彦

南
原
町　
　
　
　

業
田　

素
子

南
原
町　
　
　
　

深
谷　

茂
子

北
原
町　
　
　
　

山
岸　

英
樹

北
原
町　
　
　
　

増
田　

美
智
子

小
山
町　
　
　
　

松
田　

達
雄

小
山
町　
　
　
　

松
井　

あ
さ
子

屋
部
町　
　
　
　

山
口　

幸
枝

屋
部
町　
　
　
　

髙
橋　

芳
子

屋
部
町　
　
　
　

武
藤　

悦
朗

屋
部
町　
　
　
　

大
内　

幹
雄

八
幡
町　
　
　
　

原
田　

喜
一

八
幡
町　
　
　
　

山
岸　

利
子

八
幡
町　
　
　
　

龍
野　

優
子

境
沢
町　
　
　
　

永
田　

繁
江

境
沢
町　
　
　
　

永
田　

正
幸

【
日
滝
地
区
】

相
森
町　
　
　
　

内
田　

和
彦

相
森
町　
　
　
　

藤
井　

孝
子

高
橋
町　
　
　
　

市
川　

久
雄

高
橋
町　
　
　
　

古
平　

た
い
子

高
橋
町　
　
　
　

橋
本　

貞
子

大
谷
町　
　
　
　

峰
村　

永
子

大
谷
町　
　
　
　

山
浦　

迪
博

本
郷
町　
　
　
　

髙
津　

龍
一

本
郷
町　
　
　
　

羽
生
田　

順
子

【
豊
洲
地
区
】

高
畑
町　
　
　
　

多
比
良
八
重
子

南
小
河
原
町　
　

綱
島　

千
秋

小
河
原
町　
　
　

袖
山　

妙
子

新
田
町　
　
　
　

土
屋　

睦
枝

小
島
町　
　
　
　

笹
平　

悦
子

相
之
島
町　
　
　

市
村　

文
男

北
相
之
島
町　
　

新
井　

新
二

北
相
之
島
町　
　

吉
澤　

五
子

北
相
之
島
町　
　

新
井　

た
け
子

豊
島
町　
　
　
　

宮
川　

陽
子

旭
ヶ
丘
町　
　
　

岡
沢　

袈
裟
則

旭
ヶ
丘
町　
　
　

和
久
井 

 

弘

旭
ヶ
丘
町　
　
　

大
島　

幸
治

北
旭
ヶ
丘
町　
　

山
嵜　

美
代
子

北
旭
ヶ
丘
町　
　

児
玉　

弘
道

北
旭
ヶ
丘
町　
　

東
海
林　

文
子

松
川
町　
　
　
　

高
橋　

市
子

光
ヶ
丘
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン　

小
林　

瑞
枝

【
日
野
地
区
】

八
重
森
町　
　
　

佐
藤　

文
雄

塩
川
町　
　
　
　

藤
澤　

通
子

塩
川
町　
　
　
　

大
峽　

弘
子

塩
川
町　
　
　
　

小
川　

秀
光

塩
川
町　
　
　
　

高
野　

次
男

高
梨
町　
　
　
　

宮
口　

俊
夫

高
梨
町　
　
　
　

笠
原　

ミ
サ
ヲ

五
閑
町　
　
　
　

羽
生
田　

義
夫

村
山
町　
　
　
　

黒
岩　

貢

田
の
神
町　
　
　

横
澤　

秀
水

【
井
上
地
区
】

井
上
町　
　
　
　

滝
澤　

通

井
上
町　
　
　
　

片
桐　

千
歳

福
島
町　
　
　
　

井
上　

智
秀

中
島
町　
　
　
　

堀
内　

浩
司

九
反
田
町　
　
　

駒
木　

厚
夫

幸
高
町　
　
　
　

栁
澤　

文
雄

米
持
町　
　
　
　

小
林　

悟

米
持
町　
　
　
　

久
保
田　

純
子

二
睦
町　
　
　
　

弓
田 

 

高
義

【
高
甫
地
区
】

上
八
町　
　
　
　

関
野　

幸
子

下
八
町　
　
　
　

村
石　

博
明

野
辺
町　
　
　
　

松
澤　

善
一

村
石
町　
　
　
　

北
村　

孝
之

明
徳
町　
　
　
　

三
澤　

紀
男

望
岳
台　
　
　
　

青
木　

祥
二
朗

望
岳
台　
　
　
　

藤
澤　

ひ
ろ
子

【
東
地
区
】

仁
礼
町　
　
　
　

田
中　

政
宏

仁
礼
町　
　
　
　

羽
生
田
よ
し
美

仁
礼
町　
　
　
　

目
黒　

照
久

亀
倉
町　
　
　
　

羽
生
田　

修

亀
倉
町　
　
　
　

駒
津　

加
代
子

亀
倉
町　
　
　
　

楠　

千
代
治

夏
端
町　
　
　
　

山
下　

美
知
子

米
子
町　
　
　
　

上
原　

清
子

塩
野
町　
　
　
　

滝
澤　

寿
枝

峰
の
原
高
原　
　

湯
沢　

恵
美
子

大
日
向
町　
　
　

竹
内　

富
美
子

豊
丘
町　
　
　
　

下
平　

純
子

豊
丘
町　
　
　
　

山
田　

喜
久
子

豊
丘
上
町　
　
　

坂
田　

賢
一

各
地
域
担
当
の

主
任
児
童
委
員
（
敬
称
略
）

福
　
祉

　

町
（
区
）
の
民
生
児
童
委
員
さ
ん

と
連
携
・
協
調
し
、
地
区
の
児
童

健
全
育
成
に
対
す
る
相
談
や
支
援

活
動
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
上
部
地
区
】

上
中
町　
　
　
　

森
園　

洋
子

【
東
部
地
区
】

春
木
町　
　
　
　

角
田　

一
男

【
西
部
地
区
】

馬
場
町　
　
　
　

小
林　

か
ず
子

【
南
部
地
区
】

小
山
町　
　
　
　

熊
田　

幸
子

境
沢
町　
　
　
　

松
野　

今
朝
文

【
日
滝
地
区
】

本
郷
町　
　
　
　

山
岸　

厚

【
豊
洲
地
区
】

豊
島
町　
　
　
　

北
澤　

晶
子

北
旭
ヶ
丘
町　
　

小
林　

和
子

【
日
野
地
区
】

沼
目
町　
　
　
　

長
張　

光
洋

【
井
上
地
区
】

九
反
田
町　
　
　

竹
内　

安
治

【
高
甫
地
区
】

村
石
町　
　
　
　

小
泉　

淳
子

【
東
地
区
】

塩
野
町　
　
　
　

宮
下　

芳
一

豊
丘
上
町　
　
　

阪
田　

智
栄
子

※
未
決
定
の
区
は
、
現
在
、
国
へ

推
薦
中
で
す
。
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募　集

市役所嘱託・臨時職員募集

申込・問合せ　▼総務課（☎026‐248‐9000）▼学校教育課（☎026‐248‐9010）

　　　　　　　〒382‐8511　須坂市役所（住所不要）

募集職種・受験資格　上表のとおり

募集人員　各職種とも若干人

申込方法　総務課にある試験申込書に必要事項を記入し、持参または郵送してください。

　　　　　※申込書を郵送で請求する場合は、返信用封筒（82円切手を貼付）を同封してください。

　　　　　　申込書は市ホームページからもダウンロードできます。

申込期限　平成29年１月13日㈮（必着）

面接試験　１月25日㈬、26日㈭、27日㈮、30日㈪、31日㈫の予定（職種で試験日が異なります）

任　　用　登録制です。４月から雇用する場合は、３月上旬までに連絡します（雇用しない場合もあります）。

社会保険など　勤務日数・勤務時間が一定以上の方は、社会保険と雇用保険に加入します。

○一般事務

○徴収員

○保健師

○看護師

○社会福祉士

○管理栄養士

○学芸員

○理学療法士・作業療法士

○栄養士

○介護支援専門員

○現業（施設管理などの業務）

○動物飼育技術員

○電気・機械（設備管理維持などの業務）

○歯科衛生士

●家庭児童相談員

●青少年指導員（市役所での業務）

●調理技術員

○一般事務　

○現業

○一般事務

○一般事務（料金徴収・各種検診受付時の事務）

○保健師

○看護師

○歯科衛生士

○介護支援専門員

○現業

●保育キーパー（保育園の施設管理、保育補助業務）

●放課後児童支援員（児童センター・児童クラブ

　での業務）

●教員補助員（小・中学校での教員補助業務）

●調理技術員

▼一般事務…パソコン操作の経験

受付期間　12月12日㈪～平成29年1月13日㈮

　原則として応募日現在、須坂市に住

所を有する方を優先（市外の方も可）

募集職種
必要な経験・資格・免許

　（取得見込みを含む）

住所要件

（月額報酬・１

年以内の雇用）

嘱託職員

（日額賃金・１

年以内の雇用）

臨時職員１種

（時間賃金・１

日７時間以内、

１年以内のパ

ート雇用）

臨時職員２種

○の問い合わせは総務課へ
●の問い合わせは学校教育課へ

▼徴収員…パソコン操作の経験

▼保健師…保健師免許

▼看護師…看護師免許

▼社会福祉士…社会福祉士資格

▼管理栄養士…管理栄養士免許

▼学芸員…学芸員資格

▼理学療法士・作業療法士…理学療法

　士免許・作業療法士免許

▼栄養士…栄養士免許

▼介護支援専門員…介護支援専門員資格

▼動物飼育技術員…動物に関する学校

　において、動物飼育業務に係る専門

　教育の受講者、もしくは動物園など

　で動物飼育業務に携わった経験

▼電気・機械…民間企業などで電気や

　機械設備の設計・施工管理などに携

　わった経験

▼歯科衛生士…歯科衛生士免許

▼家庭児童相談員…▽児童福祉司任用

　資格▽社会福祉士▽保育士▽幼稚園

　教諭▽教員免許▽保健師のいずれか

　の資格を有し、実務に携わった経験

▼青少年指導員…教員免許
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須
高
行
政
事
務
組
合
で
は
、
次

の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
職
種　

上
級

募
集
人
員　

１
人

受
験
資
格　

次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方

▼
昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方▼
４
年
制
大
学
卒
業
程
度
の
学
力

を
有
す
る
方
で
、
民
間
企
業
な
ど

の
職
務
経
験
を
２
年
以
上
有
す
る

方試
験
日　

▼
一
次
試
験
（
筆
記
）
…

平
成
29
年
２
月
５
日
㈰
（
教
養
・

専
門
・
事
務
適
性
検
査
・
職
場
適

応
検
査
・
作
文
）
▼
二
次
試
験
（
面

接
）
…
一
次
試
験
合
格
者
に
試
験

日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
方
法　

須
高
行
政
事
務
組
合

ホ
ー
ム
―
ペ
ー
ジ（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.

s
u
z
a
k
a
.
i
n
f
o
/
s
u
k
o
u
g
y
o
u
s
e

i
/

）
に
あ
る
試
験
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
持
参
ま
た
は
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

募
　
集

須
高
行
政
事
務
組
合
職
員
募
集

ＤＶ相談　

誰もが安心して暮らせる社会をめざして

問合せ　男女共同参画課（☎026‐248‐9034）

申
込
・
問
合
せ　

須
高
行
政
事
務
組
合
（
☎
０
２
６
‐
２
４
５
‐
１
１
７
３
）

　
　
　
　
　
　
　

〒
３
８
２
‐
８
５
１
２ 

須
坂
市
大
字
小
山
２
１
０
４
‐
３
６

※
申
込
書
・
受
験
案
内
を
郵
送
で

請
求
す
る
場
合
は
、
返
信
用
封
筒

（
Ａ
４
サ
イ
ズ
が
入
る
も
の
・
82
円

切
手
を
貼
付
）
を
同
封
し
て
く
だ

さ
い
。

受
付
期
間　

12
月
１
日
㈭
～
平
成

29
年
１
月
20
日
㈮
（
20
日
の
消
印

有
効
）

そ
の
他

▼
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
一
次

試
験
の
前
に
書
類
選
考
を
行
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。　

▼
最
終
合
格
者
は
、
平
成
29
年
４

月
１
日
付
け
で
採
用
予
定
で
す
。

▼
勤
務
場
所
は
、
須
高
行
政
事
務

組
合
で
す
。

　詳しくは、須高行

政事務組合のホーム

ページをご覧いただ

くか、お問い合わせ

ください。

～ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）知っていますか？～

　

配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
の

親
密
な
関
係
に
あ
る
人
か
ら
ふ
る

わ
れ
る
暴
力
と
い
う
意
味
で
す
。

　

相
手
を
暴
力
と
い
う
力
で
支
配

し
て
自
分
の
思
い
ど
お
り
に
動
か

し
、
相
手
の
自
己
決
定
権
ま
で
奪

っ
て
し
ま
う
人
権
侵
害
で
す
。

　

暴
力
は
、
身
体
的
暴
力
だ
け
で

な
く
、
精
神
的
・
経
済
的
・
社
会

的
・
性
的
暴
力
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、学
生
な
ど
若
者
の
間
で
、

交
際
相
手
か
ら
受
け
る
暴
力
の
こ

と
を
「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」と
呼
ん
で
い

ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
の
被
害
者
は
圧
倒
的
に
女

性
が
多
く
、
相
談
件
数
や
警
察
で

の
対
応
件
数
も
全
国
的
に
増
え
て

い
ま
す
（
下
の
グ
ラ
フ
参
照
）
。

　

ま
た
、
夫
婦
間
の
暴
力
は
、
夫

婦
で
あ
れ
ば
や
む
を
え
な
い
と
い

う
意
識
が
ま
だ
根
強
く
存
在
し
て

い
ま
す
。

　

暴
力
は
、
そ
の
対
象
の
性
別
や

加
害
者
、
被
害
者
の
間
柄
を
問
わ

ず
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
と
は

男
女
間
の
あ
ら
ゆ
る
暴
力
を

な
く
す

　

暴
力
を
受
け
て
い
る
の
は
、
あ

な
た
の
せ
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

勇
気
を
出
し
て
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

■
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ

（
☎
０
５
７
０
‐
０
‐
５
５
２
１
０
）

■
長
野
県
性
暴
力
被
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー「
り
ん
ど
う
ハ
ー
ト
な
が
の
」

（
☎
０
２
６
‐
２
３
５
‐
７
１
２
３
）

一
人
で
悩
ま
な
い
で
く
だ
さ
い

に
、
お
互
い
の
違
い
を
認
め
助
け

合
う
こ
と
、
ま
た
、
男
性
も
女
性

も
人
と
し
て
対
等
で
、
と
も
に
社

会
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
意
識

が
必
要
で
す
。

■全国の配偶者暴力相談支援センター
　における相談件数

40,000
平成23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

60,000

82,099

99,961
102,963

111,630

80,000

100,000

120,000
（件）

（内閣府調べ）

89,490
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【
死
亡
届
と
婚
姻
届
の
受
け
付
け
】

▼
死
亡
届
の
受
け
付
け
や
埋
葬
・
火

葬
許
可
証
の
発
行
は
毎
日
行
い
ま
す
。

平
日
の
夜
間
や
休
日
、
年
末
年
始

は
、
宿
直
の
窓
口
（
市
役
所
本
庁

舎
西
側
）
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
婚
姻
届
を
平
日
の
夜
間
や
休
日
、

年
末
年
始
に
提
出
す
る
場
合
は
、

必
ず
提
出
希
望
日
前
の
平
日
の
開

庁
時
間
内
に
市
民
課
（
窓
口
①
番
・

本
庁
舎
１
階
）
で
書
類
の
事
前
審

査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
開
庁
（
営
業
）
時
間
は
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分
で
す
。

問
合
せ　

▼
市
民
課
（
☎
２
４
８
‐

９
０
０
２
）
▼
市
役
所
代
表
電
話

番
号
（
☎
２
４
５
‐
１
４
０
０
）

【
漏
水
な
ど
の
場
合
】

　

市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

へ
連
絡
し
、
修
理
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

塩
野
浄
水
場

（
☎
２
４
５
‐
１
４
０
２
）

市
役
所

生　活

年末年始の主な生活関連
施設などのご案内
12月28日㈬～平成29年１月４日㈬の営業は下表のとおりです

ご
み
の
収
集

清
掃
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間　

午
前
８
時
40
分
～
午

し
尿
の
収
集

　

年
内
は
12
月
29
日
㈭
ま
で
収
集

し
ま
す
。
12
月
20
日
㈫
ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

環
境
ク
リ
エ
イ

シ
ョ
ン
（
☎
２
４
５
‐
９
４
０
０
）

松
川
苑（
火
葬
場
）

　

１
月
１
日
㈰
の
み
休
業
し
ま
す
。

問
合
せ　

松
川
苑

（
☎
２
４
５
‐
２
２
６
８
）

す
ざ
か
市
民
バ
ス

▼
明
徳
団
地
線
・
北
相
之
島
線
・

米
子
線
・
お
は
よ
う
ラ
イ
ナ
ー
（
米

子
明
徳
線
・
仙
仁
豊
丘
線
）
・
お
か

え
り
ラ
イ
ナ
ー
の
運
休
日
…
12
月

30
日
㈮
～
１
月
３
日
㈫

※
米
子
線
は
１
月
１
日
㈰
は
運
行

▼
仙
仁
線
は
毎
日
運
行
し
ま
す
。

▼
長
電
バ
ス
の
山
田
温
泉
線
・
須

坂
屋
島
線
・
屋
代
須
坂
線
は
毎
日

運
行
し
ま
す
が
、
運
休
す
る
便
が

あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

▼
長
電
バ
ス（
☎
２
９
６

‐
３
２
０
８
）▼
市
民
課（
☎
２
４
８

‐
９
０
０
２
）

す
ざ
か
乗
合
タ
ク
シ
ー

　

申
込
期
限
ま
で
に
電
話
か
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

12
月
29
日
㈭
～
１
月
３
日
㈫
は

運
休
し
ま
す
。

申
込
期
限　

▼
午
前
の
便
…
利
用

希
望
日
の
前
日
の
午
後
８
時
ま
で

▼
午
後
の
便
…
利
用
希
望
日
の
午

前
11
時
ま
で

※
予
約
受
付
時
間
は
午
前
９
時
～

午
後
８
時
（
正
午
～
午
後
１
時
は

除
く
）
で
す
。

申　

込　

す
ざ
か
乗
合
タ
ク
シ
ー

予
約
セ
ン
タ
ー

（
☎
／

２
４
８
‐
０
７
７
７
）

問
合
せ　

市
民
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
２
）

後
４
時
30
分
（
12
月
23
日
㈮
は
午

前
８
時
40
分
～
正
午
ま
で
）

問
合
せ　

清
掃
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
６
‐
９
０
０
０
）

　

12
月
31
日
㈯
の
み
午
後
６
時
に

閉
館
し
ま
す
。

※
最
終
入
館
時
間
は
午
後
５
時
に

な
り
ま
す
。

問
合
せ　

湯
っ
蔵
ん
ど

（
☎
２
４
８
‐
６
８
６
８
）

　詳しくは、各施設などへ

直接お問い合わせください。

※市外局番はすべて☎026で

す。

湯
っ
蔵
ん
ど

診
療
時
間　

▼
午
前
９
時
～
正
午

▼
午
後
１
時
～
５
時

と
こ
ろ　

須
坂
病
院
（
南
棟
１
階
）

問
合
せ　

須
高
休
日
緊
急
診
療
室

（
☎
２
４
５
‐
１
６
５
０
）

須
高
休
日
緊
急
診
療
室

市役所（水道業務含む）

ごみの収集

清掃センター

し尿の収集

松川苑（火葬場）

すざか市民バス

すざか乗合タクシー

須高休日緊急診療室

湯っ蔵んど

28日㈬ 29日㈭ 30日㈮ 31日㈯ １日㈰ ２日㈪ ３日㈫ ４日㈬

12月 １月

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

〇

×

〇

〇

○

〇

〇

×

〇

〇

×

○

〇

×

〇

△

×

〇

〇

×

×

×

×

〇

△

×

〇

△

×

×

×

×

×

△

×

〇

〇

×

×

×

×

〇

△

×

〇

〇

×

×

×

×

〇

△

×

〇

〇

○

○

○

○

〇

〇

〇

×

〇

〇…営業 △…一部営業
×…休み

　

詳
細
は
全
戸
配
布
し
た
「
ご
み

カ
レ
ン
ダ
ー
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

生
活
環
境
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
９
）
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市長の

いきいき
　　通信

「
感
謝
」

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
一
月
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
幕
開
け
は
、
正
月
の
箱
根
駅
伝
で
青
山
学
院
大
学
が
優

勝
す
る
な
ど
峰
の
原
高
原
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
を
利
用
し

て
い
る
各
チ
ー
ム
が
大
活
躍
。
ま
た
米
子
大
瀑
布
が
、
１
月
ス
タ
ー

ト
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
映
像
に
使

用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
10
月
に
は
米
子
瀑
布
群
が
国
の
名
勝
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
１
月
の
市
長
選
挙
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
支
援
を
賜
り
、
４
期
目
の
市
政
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

４
期
目
は
健
康
長
寿
発
信
都
市
「
須
坂
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
の
実
現
に
向

け
て
、健
康
を
基
軸
と
し
た
健
康
観
光
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
小
・
中
学
校
、
全
公
立
保
育
園
、
全
公
民
館
な
ど
の

耐
震
化
が
完
了
し
ま
し
た
。
世
界
の
民
俗
人
形
博
物
館
特
別
展
「
小

池
千
枝
の
軌
跡
～
１
０
０
年
情
熱
」
で
は
、
日
本
を
代
表
す
る
世

界
的
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
作
品
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

消
防
団
は
、
県
消
防
技
術
大
会
ラ
ッ
パ
吹
奏
の
部
で
４
年
ぶ
り

の
優
勝
を
遂
げ
、
さ
ら
に
、
長
野
市
で
開
催
さ
れ
た
第
25
回
全
国

消
防
操
法
大
会
で
、
市
消
防
団
音
楽
隊
と
ラ
ッ
パ
隊
が
県
内
消
防

団
を
代
表
し
て
記
念
の
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。
11
月
30
日
で
任

期
満
了
と
な
っ
た
民
生
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
の
み
な
さ
ん

に
は
、
３
年
間
に
わ
た
り
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
の
お
か
げ
で
、
市
政
が
順
調
に
進
捗
し
て
い
ま
す
。

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
市
長
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
虹
の
ほ
ほ
え
メ
ー
ル
」
を
毎
週
木
曜
日

に
お
届
け
し
ま
す
。
登
録
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
s
u
z
a
k
a
.
n
a
g
a
n
o
.
j
p
/
c
o
n
t
e
n
t
s
/
m
e
l
m
a
g
a
/

講
　
座

と　

き　

12
月
17
日
㈯
午
前
９
時

～
午
後
０
時
20
分　

と
こ
ろ　

参
加
費　

無
料

■
ウ
ェ
ル
カ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

　

出
演　

須
坂
東
高
等
学
校
ウ
イ

　

ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

■
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

「
ク
リ
ス
マ
ス
レ
ク
チ
ャ
ー
と

　

は
」
遠
藤
守
信
さ
ん
（
信
州
大

　

学
特
別
特
任
教
授
）

■
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

「
風
さ
や
か
」が
お
こ
す
稲
作
の

　

新
し
い
風 メ

セ
ナ
ホ
ー
ル（
大
ホ
ー
ル
）

と　

き　

12
月
22
日
㈭
午
後
５
時

30
分
～
８
時

と
こ
ろ　

シ
ル
キ
ー
ホ
ー
ル
（
須

坂
駅
前
ビ
ル
３
階
）

参
加
費　

５
０
０
円
（
学
生
無
料
）

■
ウ
ェ
ル
カ
ム
コ
ン
サ
ー
ト　

　

出
演　

村
石
達
哉
さ
ん
、
綿
貫

　

舞
乃
さ
ん
、
中
村
ひ
ろ
子
さ
ん

■
講
演　

「
日
本
近
海
の
海
底
資

　

源
～
開
発
の
現
状
と
研
究
の
最

　

前
線
～
」

　

講
師　

木
川
栄
一
さ
ん
（
国
立

　

研
究
開
発
法
人
海
洋
研
究
機
構

　

海
底
資
源
開
発
セ
ン
タ
ー
長
）

■
わ
い
が
や
パ
ー
テ
ィ
ー

と　

き　

12
月
20
日
㈫
午
後
５
時

30
分
～
８
時

と
こ
ろ　

シ
ル
キ
ー
ホ
ー
ル
（
須

坂
駅
前
ビ
ル
３
階
）

参
加
費　

５
０
０
円
（
学
生
無
料
）

■
ウ
ェ
ル
カ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

　

出
演　

牧
さ
ち
こ
さ
ん
、
山
口

　

泰
一
郎
さ
ん
、
藤
巻
良
康
さ
ん

■
講
演　

「
水
の
信
仰
と
米
子
大

　

瀑
布
」

　

講
師　

笹
本
正
治
さ
ん
（
長
野

　

県
立
歴
史
館
長
・
信
州
大
学
名

　

誉
教
授
）

■
わ
い
が
や
パ
ー
テ
ィ
ー

　

「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
む
ま
ち
Ｓ
Ｕ
Ｚ
Ａ
Ｋ
Ａ
」を
テ
ー
マ
に
、
全
国

や
世
界
の
各
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
方
の
講
演
を
お
聞
き
し
ま
す
。

■
司
会
…
須
坂
高
等
学
校
と
須
坂
東
高
等
学
校
の
生
徒

■
出
店
…
須
坂
商
業
・
須
坂
創
成
高
等
学
校
ま
ち
か
ど
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ「
く
ま
す
ぎ
」

■
展
示
発
表
…
須
坂
創
成
高
等
学
校
・
長
野
養
護
学
校
高
等
部
す
ざ
か
分
教
室

■
パ
ー
テ
ィ
ー
料
理
提
供
…
須
坂
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
み
な
さ
ん

■
聴
講
券
の
販
売
場
所
…
▼
政
策
推
進
課
（
市
役
所
２
階
）
▼
産
業
連
携
開

　

発
課
（
須
坂
駅
前
ビ
ル
シ
ル
キ
ー
２
階
）
▼
須
坂
商
工
会
議
所
▼
Ｊ
Ａ
な

　

が
の
須
坂
支
所

問
合
せ　

政
策
推
進
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
１
７
）

第
９
回
ク
リ
ス
マ
ス
レ
ク
チ
ャ
ー

　
　
　
　
　
　
in
須
坂
２
０
１
６

レ
ク
チ
ャ
ー
①

レ
ク
チ
ャ
ー
②

レ
ク
チ
ャ
ー
③

　

発
表
者　

須
坂
園
芸
・
須
坂
創

　

成
高
等
学
校
作
物
ク
ラ
ブ

■
講
演
①

　

「
海
外
研
究
の
魅
力
～
ヨ
ー
ロ
ッ

　

パ
・
ア
ル
プ
ス
で
地
理
学
を
考

　

え
る
」

　

講
師　

呉
羽
正
昭
さ
ん
（
筑
波

　

大
学
生
命
環
境
系
教
授
・
須
坂

　

高
等
学
校
出
身
）

■
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　

出
演　

須
坂
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

■
講
演
②

　

「
人
工
知
能
と
は
何
か
」

　

講
師　

渡
辺
澄
夫
さ
ん
（
東
京

　

工
業
大
学
情
報
理
工
学
院
教
授
・

　

須
坂
高
等
学
校
出
身
）



寒
さ

　

　
朝
晩
が
寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

早
く
起
き
て
、
朝
食
や
弁
当
作
り

な
ど
を
済
ま
せ
よ
う
と
思
っ
て
い

る
の
に
、
寒
く
て
布
団
か
ら
出
ら

れ
ま
せ
ん
。

　
今
か
ら
寒
さ
に
参
っ
て
い
て
は
、

今
後
の
寒
さ
に
耐
え
ら
れ
る
か
心

配
で
す
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
　

　
　
　
ホ
ワ
イ
ト
さ
ん
　
42
歳
）

●
季
節
の
変
わ
り
目
は
体
が
寒
さ

に
慣
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ず
っ
と

寒
い
日
が
続
く
と
体
は
慣
れ
て
き

ま
す
の
で
、
今
後
の
寒
さ
は
心
配

い
ら
な
い
と
思
い
ま
す
よ
。

柿
が
大
豊
作

　

今
年
は
柿
が
大
豊
作
で
し
た
。

小
春
日
和
に
縁
側
で
柿
の
皮
を
む

き
、10
個
ず
つ
縛
り
付
け
ま
し
た
。

　
軒
下
に
は
24
列
並
び
、
ま
さ
に

柿
の
れ
ん
の
で
き
あ
が
り
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

　

　
　
な
べ
ち
ゃ
ん
さ
ん

　
64
歳
）

●
柿
は
、
た
く
さ
ん
実
が
な
る
年

と
な
ら
な
い
年
が
交
互
に
来
る
よ

う
で
す
。
上
手
に
摘
花
を
す
れ
ば
、

毎
年
同
じ
量
が
と
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
よ
。

カ
シ
ス
ジ
ャ
ム

　
知
人
か
ら
カ
シ
ス
ジ
ャ
ム
を
２

年
続
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
酸
味
が
あ
り
、
と
て
も
お
い
し

く
、
目
と
肌
に
良
い
と
い
わ
れ
る

「
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
」が
豊
富
で
す
。

と
て
も
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　
一
年
間
カ
シ
ス
ジ
ャ
ム
を
食
べ

て
み
て
目
が
良
く
な
っ
た
気
が
し

ま
す
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

　
　
　
　
寒
が
り
さ
ん
　
45
歳
）

●
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
は
眼
精
疲
労

に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ジ
ャ
ム
は
お
い
し
く
、
一
石

二
鳥
で
す
ね
。

着
物

　
娘
の
七
五
三
の
お
祝
い
を
し
ま

し
た
。

　
用
意
し
た
着
物
は
、
私
が
生
ま

れ
た
と
き
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
手

縫
い
で
作
っ
て
く
れ
た
着
物
で
す
。

　
親
子
２
代
で
同
じ
着
物
を
着
ら

れ
て
、
と
て
も
良
い
記
念
に
な
り

ま
し
た
。

　

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

　

　
　
優
優
Ｇ
Ｔ
Ｒ
さ
ん

　
42
歳
）

●
優
優
Ｇ
Ｔ
Ｒ
さ
ん
の
お
ば
あ
さ

ん
は
、
ひ
孫
も
着
物
を
着
る
と
思

っ
て
縫
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ご

家
族
に
と
っ
て
、
と
て
も
思
い
出

深
い
着
物
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も

大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

世
界
で
た
っ
た
一
つ
の
掃
除
機

　
保
育
園
に
通
う
子
ど
も
が
「
お

母
さ
ん
の
誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
は

何
が
良
い
？
」
と
聞
く
の
で
、
テ

レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
映
っ
て
い

た
掃
除
機
を
指
差
し
て
「
あ
れ
が

良
い
か
な
」
と
答
え
ま
し
た
。

　
す
る
と
、
「
作
れ
る
か
な
」と
言

い
な
が
ら
、
段
ボ
ー
ル
と
ガ
ム
テ

ー
プ
で
作
り
始
め
ま
し
た
。
　
　

　
吸
引
力
は
期
待
で
き
な
い
け
ど
、

世
界
で
た
っ
た
一
つ
の
掃
除
機
。

完
成
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
　

大
掃
除
が
ん
ば
る
ぞ  

さ
ん
　
42
歳
）

●
大
掃
除
が
ん
ば
る
ぞ　

さ
ん
の

娘
さ
ん
は
、
段
ボ
ー
ル
と
ガ
ム
テ

ー
プ
を
用
意
し
て
、
す
ぐ
に
作
り

始
め
た
と
こ
ろ
が
、
と
て
も
お
母

さ
ん
思
い
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
一

生
の
宝
物
に
な
り
ま
す
ね
。

サ
ツ
マ
イ
モ
の
茎

　

サ
ツ
マ
イ
モ
の
茎
が
食
べ
ら
れ

る
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
、
食
べ

て
み
ま
し
た
。

　
色
が
変
わ
ら
ず
、
食
感
は
シ
ャ

キ
シ
ャ
キ
と
し
て
お
い
し
か
っ
た

で
す
。

　
　
　 

（
久
保
田
さ
ん

　
70
歳
）

●
サ
ツ
マ
イ
モ
の
茎
を
小
さ
い
こ

ろ
に
食
べ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
が
、

ど
ん
な
味
か
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
ぜ
ひ
今
度
食
べ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

素
晴
ら
し
い
町

　
41
年
ぶ
り
に
須
坂
へ
帰
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い

自
然
あ
ふ
れ
た
町
と
は
忘
れ
て
い

ま
し
た
。

　
と
て
も
素
晴
ら
し
い
町
に
住
め

て
う
れ
し
い
で
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 

（
小
松
さ
ん

　
64
歳
）

●
お
帰
り
な
さ
い
。
41
年
ぶ
り
の

須
坂
は
、
以
前
と
変
わ
り
な
い
で

し
ょ
う
か
。
自
然
以
外
に
も
良
い

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ま
た

教
え
て
く
だ
さ
い
。

～11月に届いたお手紙から～

お便り紹介コーナーお便り紹介コーナーお便り紹介コーナー

広報 平成28年12月号 ・20・

※
お
便
り
の
掲
載
と
ク
イ
ズ
の
当

選
は
別
に
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

382-8511

須
坂
市
役
所

 

政
策
推
進
課

 

「
み
ん
な
の
広
場
」
係
行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
ク
イ
ズ
の
答
え
・
希
望
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
番
号
・
ご
意
見

切手

●郵送

●
応
募
方
法

　

ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望

す
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
番
号
、
と
っ
て
お

き
の
話
や
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
な

ど
、
何
か
一
言
ご
意
見
を
必
ず
書
き
添

え
て
、
左
の
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ

い
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
可
）
。

※
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
紙
面
で
紹
介

し
ま
す
。
紹
介
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
。
字
数

な
ど
の
都
合
で
内
容
を
調
整
し
掲
載
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切　

12
月
14
日
㈬
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を
も
っ

　

て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
６
‐
２
４
６
‐
０
７
５
０

●
Ｅ
メ
ー
ル　

i
n
f
o
@
c
i
t
y
.
s
u
z
a
k
a
.

n
a
g
a
n
o
.
j
p

ー問題ー

ヒ
ン
ト
…
19
ペ
ー
ジ

12
月
に
３
回
開
催
し
ま
す

第
〇
回
ク
リ
ス
マ
ス
レ
ク
チ
ャ

ー
in
須
坂
２
０
１
６

市

イ

ク

報

①
湯
っ
蔵
ん
ど
入
浴
券（
ペ
ア
）

　 

…
…
５
人

湯
っ
蔵
ん
ど
提
供

■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

②
須
坂
温
泉
入
浴
券（
ペ
ア
）

 

…
…
５
人

須
坂
温
泉
古
城
荘
提
供

ズ

③
峰
の
原
高
原
ス
キ
ー
場

　
リ
フ
ト
一
日
券（
ペ
ア
）…
３
人

　

※
ス
キ
ー
場
の
情
報
は
９
ペ
ー
ジ

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

峰
の
原
高
原
ス
キ
ー
場
提
供

！

！



ビューティフルネームビューティフルネームビューティフルネーム

◎
須
坂
の
情
報
が
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
紹
介
さ
れ
る
場
合
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
須
坂
メ
デ
ィ
ア
情
報
」で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

http://www.city.suzaka.nagano.jp/contents/event/housou.php

　12月から新しくなる洗濯表示の情報は、
12ページをご覧ください。
問合せ　市民課（☎026‐248‐9002）

　木々が力強く芽吹くようたくましく生きてほしいと願

い「あおば」という響きに、また、姉の虹
な な み

海と同じ広く雄大

な海をイメージして「碧波」という漢字をつけました。

　働く車が大好きで、誕生日にもらったパトカーが大の

お気に入り。最近では飼い犬のお世話も頑張ってくれて

います。優しいお姉ちゃんが大好きで、いつも二人で楽

しく遊んでいます。

お父さん…吉広さん／お母さん…雅美さん

和
わ だ

田　碧
あ お ば

波 くん 

（２歳２か月）

　このコーナーに登場してくれるお子さんを募集しています。
掲載を希望される方はお気軽に政策推進課へ（☎026-248-9017）

広報 平成28年12月号・21・

須坂 結婚・子育てハッピー大使

こ て つ の

問合せ　保健センター（☎026‐248‐9023）

須須 坂坂 でで

ハハ ツツ ピピ ーー

　10月21日に「女性のためのALL IN ONE健康教室」に参

加しました（写真左下）。お母さんたちは、女性のから

だに関して学び、ヨガでリラックスしていました。毎

日の子育てで忙しい中、自分のからだを考えるきっか

けになって良かったと思いました。

　10月26日は、須坂保育園の臥竜山散歩に参加しまし

た（写真右下）。道の歩き方を学んだり、臥竜公園の自

然に触れることができて、とても良い時間だと思いま

した。須坂市は、子どもからお母さんまで、みんなに

やさしいまちであると実感しました！

・

にの

広報テレビ番組

「“共創”皆でつくろう元気なすざか」

 (須高ケーブルテレビ）

　「“共創”皆でつくろう元気なすざか」

の過去の放送分は、市ホームページ「す

ざか映像館」でご覧いただけます。

　また、平成25年度～平成27年度の放

送分（ＤＶＤ）は、図書館で

貸し出しています。

　市が市民のみなさんとともに行な

っている事業の紹介や地域で活動し

ている方の紹介、各町の自慢や特徴

などを紹介する番組です。

　次回は「イチオシ！わがまち自

慢⑨～井上町～」を平成29年１月

16日㈪から放送する予定です。詳

細は１月号でお知らせします。



小学生がヤーコン収獲体験

まちの出来事

地域の行事や市政など、まちの

さまざまな話題をお伝えします。

中心市街地でさまざまな催し
多くの人でにぎわう

　11月３日に中心市街地でさまざまなイベ

ントが開催され、多くの市民のみなさんで

にぎわいました。

　笠鉾会館ドリームホールでは、展示して

ある屋台の上で、お囃
は や し

子や日本舞踊が披露

されました。また、旧小田切家住宅では、

のり巻きづくり体験が行われ、参加した市

内の６歳女児は「のりを巻くところが楽し

かった」と話していました。　〔11月３日〕

　　 ようやく抜けた　　　！

広報 平成28年12月号 ・22・

▲のり巻きづくりを体験（旧小田切家住宅） ▲屋台の上で日本舞踊を披露（笠鉾会館ドリームホール）

　「須坂ヤーコン研究会」が育てたヤーコン

を豊丘小学校３・４年生が収穫しました。

　地元の農産物への関心を深めてもらう地

産地消の一環として行われたもので、児童

たちは、強く根をはるヤーコンを力いっぱ

い引き抜いていました。

　ヤーコンは、学校給食の食材としても使

われています。　　　　　　　〔11月７日〕



　バレーボールのＶ・チャレンジリーグⅡ男子2016/17

シーズンが11月５日に市民体育館で開幕しました。

　全８チームが市民体育館に集まり、開幕セレモニー

が行われました。須坂市民球団である「長野☆ガロン

ズ」が初参戦、応援ソングも披露され、約 700 人が詰

めかけ、拍手や大きな声で選手を応援しました。結果

は24ページに掲載しています。　 　　　　〔11月５日〕

●まちの出来事

メセナホール開館25年を祝う歌声

第27回ＰＴＡ音楽祭

　須坂市と小布施町、高山村の小・

中学校のＰＴＡが今年もメセナホー

ルで開催。今年から各校１曲の発表

になりました。参加者は「たくさんの

方が参加する素晴らしい音楽会にな

った」と話していました。〔11月５日〕

　須坂市ドッグラン施設で「わんわんランドinすざか」

を開催し、県内外350人の愛犬家が集まりました。

　ふれあい度を競う「わが家のアイドル犬コンテスト」

や犬の運動会「ワンリンピック」では、笑い声や犬の鳴

き声で会場がにぎやかになりました。伊那市から参加

した20代女性は、「来て良かった。楽しい思い出になりま

した。来年も参加します」と話していました。〔11月６日〕

350人の愛犬家が集まる
わんわんランドinすざか

表紙の

　写真から

広報 平成28年12月号・23・

Ｖ・チャレンジリーグⅡ開幕
約700人が長野☆ガロンズを応援

　今年、開館25年を迎えたメセ

ナホール。記念演奏会では、市民

177人で構成する「祝典合唱団」と、

オペラ歌手の佐野成宏さんが歌

を披露し開館25年を祝いました。

　また、来場者も一緒に「須坂

市民歌」などを歌い、お祝いムー

ドに包まれました。 〔11月３日〕

技能五輪で５人が入賞

　第54回技能五輪全国大会の「冷凍空

調技術」職種に県代表で出場したオリオ

ングループの５人全員が入賞しまし

た。中でも、菅沼幸希さん（写真中央・

オリオン機械）は金賞を受賞。来年は

国際大会に出場します。〔11月８日〕



市外局番…（026）

お 

知 

ら 

せ

広
告
欄

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
㈱
ホ
ー
プ
長
野
営

業
所
へ（
☎
０
５
０
‐
５
８
３
８
‐
２
３
４
４
）

須坂市役所　代表０２６－２４５－１４００
〒382‐8511　須坂市大字須坂1528‐１
ｅメール info@city.suzaka.nagano.jp
ホームページ　http://www.city.suzaka.nagano.jp/
市役所の業務時間　　平日の午前8時30分～午後5時15分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　(土・日曜日、祝日、年末年始を除く)

須坂市役所　代表☎２４５‐１４００
〒382‐8511　須坂市大字須坂1528‐１
Eメール info@city.suzaka.nagano.jp
ホームページ　http://www.city.suzaka.nagano.jp/
市役所の業務時間　　平日の午前8時30分～午後5時15分
　　　　　　　　　　(土・日曜日、祝日、12月29日～1月3日を除く)

12 月12 月12 月情報ファイル情報ファイル情報ファイル

広報 平成28年12月号 ・24・

●
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
医

　
療
費
控
除
の
申
告
を
す
る
方

　
は
高
額
療
養
費
の
申
請
を
し

　
て
く
だ
さ
い

　

医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
高
額

に
な
っ
た
と
き
、
申
請
に
よ
り
高

額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

確
定
申
告
で
医
療
費
控
除
の
申
告

●
消
防
本
部
歳
末
特
別
警
戒

　
12
月
26
日
㈪
～
30
日
㈮

　

市
消
防
本
部
で
は
、
火
災
や
事

故
の
防
止
と
災
害
の
早
期
発
見
の

た
め
、
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
巡
回
す

る
な
ど
の
特
別
警
戒
を
行
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
放
火
が
多
い
状
況
で

す
。
建
物
の
周
囲
に
燃
え
や
す
い

も
の
を
放
置
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ　

消
防
本
部
総
務
課

（
☎
２
４
５
‐
４
１
０
０
）

を
す
る
前
に
、
健
康
づ
く
り
課
（
窓

口
④
番
・
本
庁
舎
１
階
）で
高
額
療

養
費
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　

▼
医
療
費
の
領
収
証（
申

請
後
に
返
却
し
ま
す
）
▼
世
帯
主

の
は
ん
こ
▼
振
込
口
座
番
号
が
わ

か
る
も
の
（
通
帳
な
ど
）

※
高
額
療
養
費
の
詳
細
は
、
保
険

証
更
新
時
に
同
封
し
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
『
国
保
の
ポ
イ
ン
ト
』
15
～
20

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ　

健
康
づ
く
り
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
８
）

●
年
末
の
交
通
安
全
運
動

　
12
月
１
日
㈭
～
31
日
㈯

　

道
路
が
凍
結
す
る
季
節
で
す
。

時
間
に
余
裕
を
持
ち
、
ス
ピ
ー
ド

を
落
と
し
て
、
安
全
運
転
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　

夕
暮
れ
時
や
夜
間
は
人
も
自
転

車
も
運
転
手
か
ら
見
え
に
く
く
な

り
ま
す
。

▼
自
転
車
や
車
の
ラ
イ
ト
は
早
め

に
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

▼
自
転
車
に
乗
る
人
や
歩
行
者
は

夜
光
反
射
材
や
自
発
光
材
を
使
い
、

自
分
の
存
在
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

▼
も
し
も
の
と
き
に
備
え
て
、
自

転
車
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

市
民
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
２
）

●
が
ん
検
診
を
無
料
ク
ー
ポ
ン

　
券
で
受
診
し
ま
し
ょ
う

　

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
に
よ
り
子
宮

が
ん
検
診
と
乳
が
ん
検
診
を
無
料

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
方
は
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

※
予
約
が
必
要
な
医
療
機
関
が
あ

り
ま
す
。
事
前
に
医
療
機
関
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
期
間
終

了
間
際
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

早
め
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
期
限　

平
成
29
年
１
月
31
日
㈫

対　

象　

▼
子
宮
が
ん
…
20
歳
▼

乳
が
ん
…
40
歳

※
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
の
年

齢
で
す
。
対
象
者
に
は
、
７
月
中

旬
に
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
済

み
で
す
。

問
合
せ　

健
康
づ
く
り
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
８
）

●
年
末
特
別
警
戒

　
12
月
１
日
㈭
～
31
日
㈯

　

犯
罪
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

は
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

カ
ギ
か
け
な
ど
、
で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

【
車
上
ね
ら
い
に
注
意
】

▼
バ
ッ
グ
や
財
布
な
ど
、物
を
車
内

に
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
必
ず
カ

ギ
を
抜
き
、
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
し
ま

し
ょ
う
。

【
特
殊
詐
欺
被
害
に
注
意
】

▼
「
携
帯
電
話
の
番
号
が
変
わ
っ

た
」
と
聞
い
た
ら
、
前
の
番
号
に

電
話
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
一
人
で
の
判
断
は
危
険
で
す
。

家
族
や
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

市
民
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
２
）

●
長
野
☆
ガ
ロ
ン
ズ

　
試
合
結
果

　

「
長
野
☆
ガ
ロ
ン
ズ
」
の
Ⅴ
・
チ

ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ
Ⅱ
の
開
幕
戦
が

11
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰
に
行
わ
れ

ま
し
た（
23
ペ
ー
ジ
の
写
真
参
照
）。

【
試
合
結
果
】

▼
11
月
５
日
㈯
き
ん
で
ん
ト
リ
ニ

テ
ィ
ブ
リ
ッ
ツ
戦
…
１
対
３
惜
敗

▼
11
月
６
日
㈰
東
京
ト
ヨ
ペ
ッ
ト

グ
リ
ー
ン
ス
パ
ー
ク
ル
戦
…
３
対
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広報 平成28年12月号・25・

◎
平
成
28
年
熊
本
地
震
災
害
義
援
金
を
平
成
29
年
３
月
31
日
㈮
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。　

問
合
せ　

福
祉
課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）

募

集

●
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
の
流
出

　
事
故
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

次
の
点
に
注
意
し
、
漏
え
い
事

故
を
未
然
に
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

【
点
検
】

▼
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
固
定
状
況
を

確
認
す
る

▼
タ
ン
ク
や
配
管
な
ど
に
腐
食
や

　

昨
年
12
月
22
日
に
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
の
電
子
証
明
書
を
更
新

す
る
サ
ー
ビ
ス
が
終
了
し
、
今
年

か
ら
電
子
証
明
書
を
搭
載
し
た
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
を
し

て
い
ま
す
。

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
電
子

証
明
書
は
、
有
効
期
限
ま
で
利
用

可
能
で
す
が
、
有
効
期
限
を
過
ぎ

る
と
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

●
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の

　
電
子
証
明
書
の
申
請（
e-

Tax 

 
ご
利
用
の
み
な
さ
ん
へ
）

　

介
護
保
険
を
利
用
し
て
い
る
方

や
高
齢
の
方
の
意
向
と
実
情
を
把

握
し
、
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計

画
な
ど
各
種
計
画
の
策
定
資
料
と

す
る
た
め
、
高
齢
者
等
実
態
調
査

を
行
い
ま
す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し

●
高
齢
者
等
実
態
調
査
を

　
行
い
ま
す

●
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ

　

　
２
０
１
６
の
結
果

　

市
を
宣
伝
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
年

賀
は
が
き
の
図
柄
が
決
ま
り
ま
し

た
。
５
点
の
作
品
を
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

問
合
せ　

商
業
観
光
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
５
）

●
オ
リ
ジ
ナ
ル
年
賀
は
が
き
を

　
ご
利
用
く
だ
さ
い

▲米子大瀑布の図柄

　

厚
生
労
働
省
が
障
が
い
者
施
策

の
推
進
に
向
け
、在
宅
の
障
が
い
児
・

者
の
生
活
実
態
と
ニ
ー
ズ
を
把
握

す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

該
当
地
区
に
は
調
査
員
が
訪
問

し
て
調
査
の
主
旨
な
ど
を
説
明
し
、

該
当
さ
れ
る
方
が
い
る
場
合
は
調

査
票
を
お
渡
し
ま
す
。
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

期　

間　

12
月
１
日
㈭
〜
22
日
㈭

※
調
査
員
は
県
知
事
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
調
査
員
証
を
提
示
し
ま
す
。

問
合
せ　

福
祉
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）

●
生
活
の
し
づ
ら
さ
な
ど
に
関

　
す
る
調
査（
全
国
在
宅
障
害
児
・

　
者
等
実
態
調
査
）を
行
い
ま
す

　

第
17
集
ま
で
発
刊
済
み
の
『
広

報
す
ざ
か
合
冊
版
』
の
第
８
集
と

第
10
集
が
完
売
し
ま
し
た
。
第
４

集
以
前
と
第
11
集
も
す
で
に
在
庫

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

在
庫
が
わ
ず
か
な
も
の
も
あ
り

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
買
い
求

め
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

政
策
推
進
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
７
）

●『
広
報
す
ざ
か
合
冊
版
』第
８

　
集
と
第
10
集
が
完
売
し
ま
し
た

交
付
申
請
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
交
付
は
、
申
請
後
約
１
カ
月
か

か
り
ま
す
。

　

今
年
の
確
定
申
告
な
ど
で
電
子

証
明
書
を
利
用
す
る
方
は
、
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
に
関
し
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ　

市
民
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
２
）

　

例
年
、
大
み
そ
か
か
ら
元
旦
に

か
け
て
行
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

今
後
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
５
月
開
催
予
定
の
「
叒じ

ゃ
く
ふ譜

の
杜も

り 

桜
ま
つ
り
」
で
行
う
予
定
で
す

問
合
せ　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
７
）

●
元
旦
の「
須
坂
藩 

時
の
鐘
」

　
の
鐘
つ
き
は
行
い
ま
せ
ん

亀
裂
が
な
い
か
確
認
す
る

▼
定
期
的
に
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
残

量
を
確
認
す
る

【
ポ
リ
缶
な
ど
に
小
分
け
す
る
と

 

き
の
注
意
】

▼
小
分
け
中
は
、
絶
対
に
そ
の
場

を
離
れ
な
い
。
ま
た
、
バ
ル
ブ
を

閉
め
た
か
確
認
す
る

問
合
せ　

消
防
本
部
予
防
課

（
☎
２
４
５
‐
４
２
０
０
）

●
消
防
団
「
女
性
対
象
の
入
団

　
説
明
会
」

　

女
性
消
防
団
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
消
防
団
に
興
味
が
あ
る
女

性
の
み
な
さ
ん
、
お
友
達
や
家
族

の
方
と
お
出
か
け
く
だ
さ
い
（
主

婦
や
会
社
員
な
ど
職
業
は
問
い
ま

せ
ん
）
。

　

す
ぐ
に
入
団
で
は
な
く
、
ま
ず
、

女
性
消
防
団
員
の
活
動
を
知
っ
て

い
た
だ
く
機
会
と
し
て
開
催
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

と　

き　

12
月
11
日
㈰
午
前
10
時

～
正
午

と
こ
ろ　

消
防
本
部
（
３
階
）

入
団
資
格　

市
内
に
在
住
ま
た
は

勤
務
す
る
18
歳
以
上
の
女
性

問
合
せ　

消
防
本
部
総
務
課

（
☎
２
４
５
‐
４
１
０
０
）

０
初
勝
利

※
次
回
は
平
成
29
年
２
月
11
日
㈯
・

12
日
㈰
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
も
ぜ
ひ

応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

（
☎
２
４
８
‐
２
０
２
０
）

く
お
願
い
し
ま
す
。

期　

間　
　

12
月
中
旬
〜
平
成
29

年
１
月
上
旬

対　

象　

12
月
１
日
現
在
、
要
介

護
・
要
支
援
認
定
の
方
全
員
お
よ

び
65
歳
以
上
の
方
４
０
０
人

調
査
方
法　

調
査
票
を
郵
送
し
ま

す
（
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方

は
、
施
設
に
調
査
依
頼
し
ま
す
）
。

提
出
・
問
合
せ　

高
齢
者
福
祉
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
０
）

　

須
坂
市
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
か
ん
な
ち
ゃ
ん
」の
投
票
結
果
は
、

全
体
で
は
３
２
３
位
（
１
４
２
１

体
中
）、ご
当
地
部
門
別
で
は
１
９
６

位
（
８
４
２
体
中
）
、
長
野
県
内
で

は
９
位
（
40
体
中
）で
し
た
。

　

投
票
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
７
）
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広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
㈱
ホ
ー
プ
長
野
営

業
所
へ（
☎
０
５
０
‐
５
８
３
８
‐
２
３
４
４
）

広報 平成28年12月号 ・26・

行

事
・

催

し

●
食
育
講
演
会

　

子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
と
っ
て
、

な
ぜ
朝
ご
は
ん
が
重
要
な
の
か
、

朝
ご
は
ん
で
生
活
リ
ズ
ム
の
作
り

方
な
ど
、
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

12
月
10
日
㈯
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分（
午
後
１
時
開
場
）

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
（
３
階
）

演　

題　

「
学
力
・
体
力
・
気
力
の

向
上
は
生
活
習
慣
の
立
て
直
し
か

●
福
井
敬
一
常
設
展

　

今
回
は
、
人
物
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

福
井
が
出
会
っ
た
世
界
の
人
々

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

と　

き　

12
月
１
日
㈭
～
平
成
29

年
５
月
14
日
㈰

と
こ
ろ　

須
坂
駅
前
ビ
ル
シ
ル
キ

ー
（
２
階
）

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
７
）　

▲展示作品「鳩と老人」

　

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
時
に
各
戸

に
配
付
す
る
「
上
下
水
道
使
用
量

の
お
知
ら
せ
」
の
表
面
に
掲
載
す

●
「
上
下
水
道
使
用
量
の
お
知

　
ら
せ
」
へ
掲
載
広
告
を
募
集

る
有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

　

市
内
約
１
万
９
６
０
０
世
帯
へ

２
カ
月
に
一
度
配
付
し
ま
す
。

掲
載
期
間　

平
成
29
年
４
月
～
平

成
30
年
３
月
検
針
分
（
一
年
間
）

広
告
枠
の
サ
イ
ズ　

縦
15
㎜
×
横

75
㎜
（
55
文
字
以
内
）

広
告
掲
載
料　

年
12
万
円（
消
費
税
別
）

申
込
方
法　

営
業
課
（
窓
口
⑪
番
・

東
庁
舎
１
階
）
に
あ
る
「
須
坂
市

水
道
事
業
有
料
広
告
掲
載
申
込
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

募
集
期
間　

12
月
５
日
㈪
～
16
日

㈮
（
必
着
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に

な
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

営
業
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
２
）

〒
３
８
２
‐
８
５
１
１　

須
坂
市

役
所
水
道
局
営
業
課
（
住
所
不
要
）

●
「
信
濃
寮
」入
寮
者
募
集

寮
の
所
在
地　

東
京
都
小
金
井
市

東
町
３
‐
17
‐
43

☎
０
４
２
２
‐
３
２
‐
５
４
７
９

入
寮
資
格　

首
都
圏
の
４
年
制
大

学
（
医
・
歯
・
薬
学
は
６
年
）
に
、

平
成
29
年
に
入
学
を
予
定
し
て
い

る
か
現
在
在
籍
し
て
い
る
長
野
県

出
身
の
男
子

募
集
人
員　

25
人

面
接
日　

▼
平
成
29
年
２
月
18
日

㈯
▼
３
月
５
日
㈰

入
寮
金　

５
万
円

毎
月
の
寮
費　

平
均
４
万
円
～
５

万
円
（
部
屋
代
、
朝
・
夕
食
費
、
電
気

代
な
ど
す
べ
て
の
供
用
費
含
む
）

※
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（htt

p://shinanoryo.sakura.ne.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

信
州
学
生
協
会

信
濃
寮
渉
外
幹
事

（
☎
０
８
０
‐
５
０
２
２
‐
５
４
７
９
）

※
学
生
が
担
当
し
て
い
る
た
め
、

授
業
中
な
ど
対
応
で
き
な
い
時
間

が
あ
り
ま
す
。

●「
千
曲
寮
」入
寮
者
募
集

寮
の
所
在
地　

東
京
都
三
鷹
市
下

連
雀
６
‐
６
‐
30

入
寮
資
格　

▼
長
野
県
関
係
者
の

大
学
生
や
大
学
院
生
の
男
子
▼
平

成
29
年
入
学
予
定
の
男
子

募
集
人
員　

10
人
程
度

面
接
日　

平
成
29
年
３
月
５
日
㈰

午
後
１
時
～
３
時

面
接
会
場　

長
野
Ｊ
Ａ
長
野
ビ
ル

12
階
（
長
野
市
）

毎
月
の
寮
費　

４
万
円
（
朝
・
夕

食
付
き
）

※
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（htt

p://www.k2.dion.ne.jp/~chi

k
u
m
a
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ 

 
(

公
財)

千
曲
寮

（
☎
０
４
２
２
‐
４
６
‐
０
７
２
６
）

　

市
有
地
１
件
の
一
般
競
争
入
札

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

所
在
地　

旭
ヶ
丘
10
番
35

地　

目　

宅
地

面　

積　

６
１
４
・
２
０
㎡

最
低
売
却
額　

１
２
６
０
万
円

入
札
資
格　

次
の
規
定
や
事
項
に

該
当
し
な
い
方
▼
暴
力
団
お
よ
び

そ
の
構
成
員
▼
未
成
年
者
▼
市
長

が
適
当
で
な
い
と
認
め
た
方

受
付
期
間　

12
月
１
日
㈭
～
28
日

㈬
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
平
日

の
み
）
に
財
政
課
（
市
役
所
本
庁

舎
２
階
）
で
「
入
札
参
加
申
込
書
」

を
受
け
付
け
ま
す
。

※
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

現
地
説
明
会　

平
成
29
年
１
月
11

日
㈬
午
後
２
時
～

入
札
日　

平
成
29
年
１
月
18
日
㈬

午
前
10
時
～

※
物
件
は
第
一
種
低
層
住
居
専
用

地
域
で
、
現
状
有
姿
で
の
譲
渡
に

な
り
ま
す
。

問
合
せ　

財
政
課　

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
６
）

●
市
有
地
の
入
札
を
行
い
ま
す

広
告
欄



12

月
の

各

種

無

料

相

談

広報 平成28年12月号・27・

その他 ３ 17 13

★災害情報

火　　災

傷　者

救急出動

その他 55 551 489

救    助
交通事故

交通事故
急　病 110 1117 1113

22 126 103

１ 14 21

４ 31 34

187 1794 1705

死　者 ０ ０ ０
０ ２ 11

１ 14 16

10月 昨年
同期

平成28年
１～10月

★交通事故

10月 昨年
同期

平成28年
１～10月

22 179 154傷者

件数

死者 ０ １  ０

10 152 139 

◎火災・救急・救助は

　局番なしの１１９

◎火災などの問合せは

　消防情報ダイヤル

　☎２４５-１１１９

ストップ

市外局番…（026）

■子ども課相談室☎248-9026
　（子育て相談、家庭生活など）
と　き　月曜日～金曜日 8:30～17:15
ところ　子ども課

■もの忘れ相談日☎245-4566
と　き　21日㈬　8:30～17:15
ところ　地域包括支援センター（市役所
　　　　本庁舎２階）　

■弁護士の無料法律相談☎248-9977
と　き　８日㈭、22日㈭　13:00～16:00
ところ　すざか女性未来館　　
問合せ　まいさぽ須坂（要予約）

■不動産無料相談☎228-2130
と　き　15日㈭　10:00～15:00
ところ　長野県不動産会館（長野市）
問合せ　県宅地建物取引業協会長野支部

■シルバー人材センター入会説明☎246-2003
と　き　21日㈬　13:30～※時間厳守
ところ　シルバー人材センター

■年金相談　長野北年金事務所☎244-4100㈹
と　き　月曜日～金曜日、第２土曜日
※時間や場所など詳細はお問い合わせください。

■行政相談☎248-9002
と　き　８日㈭　14:00～16:00
ところ　市役所相談室（本庁舎２階）
問合せ　市民課（要予約）

■休日就業相談（要予約）☎246-3501
と　き　３日㈯、１月14日㈯
　　　　13:00～17:00
ところ　ゆめわーく須坂
　　　　（須坂駅前ビルシルキー２階）

■よろずなんでも相談☎245-0909
と　き　14日㈬　10:00～15:00
ところ　シルキーホール（須坂駅前ビル３階）
問合せ　人権同和政策課

■日本政策金融公庫特別相談会
　相談希望がありましたらお問い合わせ
　ください。
ところ　須坂商工会議所
問合せ　須坂商工会議所（☎245-0031）

■教育相談室☎248-0001
と　き　月曜日～金曜日 8:30～17:15
ところ　学校教育課

■結婚相談☎214-2994
と　き　４日㈰、18日㈰、１月15日㈰　
　　　　9:00～12:00
ところ　社会福祉協議会（要予約）

●
パ
ス
テ
ル
・
ク
レ
イ（
粘
土
）　

　
ア
ー
ト
展

　

パ
ス
テ
ル
と
ク
レ
イ
ア
ー
ト
教

室
を
開
講
し
て
い
る
笹
岡
理
恵
さ

ん
（
井
上
町
）と
生
徒
さ
ん
の
作
品

展
示
会
で
す
。

と　

き　

12
月
４
日
㈰
～
25
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時

と
こ
ろ　

蔵
の
ま
ち
観
光
交
流
セ

ン
タ
ー
（
１
階
）

入
場
料　

無
料

※
車
で
お
越
し
の
方
は
、
市
営
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

蔵
の
ま
ち
観
光
交
流
セ

ン
タ
ー
（
☎
２
４
８
‐
６
８
６
７
）

●
第
18
回
市
内
小
学
生
版
画
展
・

　
ア
ト
リ
エ
作
品
展

　

版
画
作
品
約
２
０
０
点
が
展
示

室
を
彩
り
ま
す
。小
学
生
の
力
作
や

版
画
教
室
受
講
生
、
市
内
版
画
サ

ー
ク
ル
の
み
な
さ
ん
の
展
示
会
で
す
。

と　

き　

12
月
１
日
㈭
～
平
成
29

年
１
月
９
日
㈪

と
こ
ろ　

須
坂
版
画
美
術
館

入
場
料　

無
料

休
館
日　

▼
12
月
７
日
㈬
▼
14
日

と　

き　

12
月
19
日
㈪
午
後
１
時

30
分
～
４
時

と
こ
ろ　

人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

上
映
す
る
作
品　

▼
「
ぬ
く
も
り
の
彩
」
…
36
分

▼
「
夕
映
え
の
み
ち
」
…
34
分

問
合
せ　

人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
５
‐
０
９
０
９
）

●
人
権
啓
発
ビ
デ
オ
上
映
会

　

「
み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世

紀
～
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち
、

未
来
へ
つ
な
げ
よ
う
違
い
を
認
め

合
う
心
～
」
を
重
点
目
標
に
掲
げ

啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

人
権
パ
ネ
ル
の
展
示
や
よ
ろ
ず

な
ん
で
も
相
談
（
左
記
参
照
）を
開

設
し
ま
す
。

【
人
権
パ
ネ
ル
】

と　

き　

12
月
１
日
㈭
～
14
日
㈬

と
こ
ろ　

須
坂
駅
前
ビ
ル
シ
ル
キ

●
12
月
４
日
～
10
日
は

　
「
第
68
回
人
権
週
間
」で
す

　

日
常
生
活
で
の
困
り
ご
と
や
嫌

が
ら
せ
、
差
別
な
ど
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
匿
名
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日
午

前
９
時
～
午
後
５
時

※
祝
日
、12
月
29
日
～
１
月
３
日
を
除
く

相
談
窓
口　

(

公
財)

人
権
教
育
啓

●
ア
イ
ヌ
の
方
々
の
た
め
の

　
電
話
相
談

ー
（
２
階
）

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
５
‐
０
９
０
９
）

㈬
▼
12
月
28
日
㈬
～
平
成
29
年
１

月
４
日
㈬

問
合
せ　

須
坂
版
画
美
術
館

（
☎
２
４
８
‐
６
６
３
３
）

　

手
打
ち
そ
ば
を
作
っ
て
試
食
し

な
が
ら
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

12
月
20
日
㈫
午
前
９
時

●
料
理
交
流
会

ら
～
一
流
ス
ポ
ー
ツ
選
手
・
タ
レ

ン
ト
・
作
家
・
大
学
生
か
ら
学
ぶ

８
つ
の
生
活
習
慣
」

講　

師　

小
澤
治
夫
さ
ん
（
東
海

大
学
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
研
究
所
教
授
）

入
場
料　

無
料
（
申
込
不
要
）

※
託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
事
前

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

健
康
づ
く
り
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
８
）

発
推
進
セ
ン
タ
ー

専
用
電
話　

☎
０
１
２
０
‐
７
７
１

‐
２
０
８

※
相
談
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
合
せ　

人
権
同
和
政
策
課

（
☎
２
４
５
‐
０
９
０
９
）

30
分
～
午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　

人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

２
０
０
円

対　

象　

市
内
在
住
の
方　

定　

員　

10
人
（
申
込
順
）

申
込
期
限　

12
月
５
日
㈪
～
15
日
㈭

申
込
・
問
合
せ　

人
権
交
流
セ
ン

タ
ー
（
☎
２
４
５
‐
０
９
０
９
）



市外局番…（026）

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
㈱
ホ
ー
プ
長
野
営

業
所
へ（
☎
０
５
０
‐
５
８
３
８
‐
２
３
４
４
）

広報 平成28年12月号 ・28・

講

座
・

教

室

●
介
護
教
室

　

日
々
の
介
護
の
疲
れ
を
癒
や
し

ま
せ
ん
か
。

　

ア
ロ
マ
オ
イ
ル
を
使
っ
た
自
宅

で
も
簡
単
に
で
き
る
リ
ン
パ
・
フ

ッ
ト
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
す
。

と　

き　

12
月
22
日
㈭
午
後
１
時

30
分
～
３
時

と
こ
ろ　

須
坂
病
院
（
北
棟
４
階
）

テ
ー
マ　

リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー
で

　

転
倒
予
防
や
認
知
症
予
防
に
関

す
る
コ
ツ
を
学
び
、
み
ん
な
で
楽

し
く
脳
も
体
も
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

12
月
15
日
㈭
午
前
10
時

30
分
～
11
時
45
分

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内　

容　

▼
介
護
予
防
に
関
す
る

講
話
▼
体
操
・
脳
ト
レ　

な
ど

参
加
費　

無
料

対　

象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
方

持
ち
物　

▼
飲
み
物
▼
タ
オ
ル
▼

動
き
や
す
い
服
装

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
合
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
（
☎
２
４
５
‐
４
５
６
６
）

●
高
齢
者
健
康
教
室

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か

講　

師　

水
島
悠
貴
さ
ん(

ア
ン

ナ
・
フ
ル
ー
ル
整
骨
院
柔
道
整
復
師
）

対　

象　

▼
家
族
を
介
護
し
て
い

る
方
▼
介
護
に
関
心
の
あ
る
方

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル

申
込
期
限　

12
月
19
日
㈪

問
合
せ　

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
須
坂
や
す
ら
ぎ
の
園

（
☎
２
４
６
‐
６
８
８
３
）

　

認
知
症
の
介
護
者
同
士
、
日
頃

の
介
護
体
験
や
感
じ
た
こ
と
な
ど

を
話
し
合
い
、
交
流
を
深
め
ま
し

ょ
う
。

と　

き　

12
月
６
日
㈫
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

す
ざ
か
女
性
未
来
館
大

講
習
室
（
中
央
公
民
館
２
階
）

●
認
知
症
高
齢
者
の
家
族
の

　
つ
ど
い
　

と　

き　

12
月
10
日
㈯
午
後
７
時

～
８
時
30
分

と
こ
ろ　

本
郷
人
権
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー

講　

師　

篠
塚
勉
さ
ん

参
加
費　

無
料

問
合
せ　

部
落
解
放
同
盟
須
坂
市

協
議
会
（
☎
２
４
８
‐
０
４
５
６
）

●
人
権
問
題
学
習
会

　
　

　

須
坂
の
冬
を
彩
る
一
大
イ
ベ
ン

ト
が
、
今
年
最
後
の
開
催
に
な
り

ま
す
。

　

期
間
中
は
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
や
世
界
の
民

俗
人
形
博
物
館
で
展
望
喫
茶
を
開

い
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
見
に
来
て
く

だ
さ
い
。

期　

間　

12
月
16
日
㈮
～
25
日
㈰

午
後
５
時
～
９
時

と
こ
ろ　

須
坂
ア
ー
ト
パ
ー
ク

入
場
料　

無
料

【
点
灯
式
】

と　

き　

12
月
16
日
㈮
午
後
５
時
～

と
こ
ろ　

世
界
の
民
俗
人
形
博
物
館
前

【
光
の
か
ん
た
ん
工
作
体
験
】

と　

き　

期
間
中
随
時

と
こ
ろ　

須
坂
版
画
美
術
館

【
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
】　

と　

き　

▼
12
月
17
日
㈯
▼
18
日

㈰
▼
23
日
㈮
▼
24
日
㈯
各
日
と
も

午
後
６
時
～
、
８
時
～

と
こ
ろ　

須
坂
版
画
美
術
館

【
フ
ァ
イ
ナ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
】　

と　

き　

12
月
25
日
㈰
午
後
８
時
～

と
こ
ろ　

須
坂
版
画
美
術
館

出　

演　

清
水
ま
な
ぶ
さ
ん

問
合
せ　

須
坂
市
文
化
振
興
事
業

団
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
係
（
メ
セ

ナ
ホ
ー
ル
内
）

（
☎
２
４
５
‐
１
８
０
０
）

●
須
坂
ア
ー
ト
ー
パ
ー
ク

　
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
レ

　
ス
ト 

ザ
・
フ
ァ
イ
ナ
ル

と　

き　

12
月
９
日
㈮
午
後
４
時

～
（
午
後
３
時
45
分
開
場
）

と
こ
ろ　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル（
大
ホ
ー
ル
）

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

須
坂
東
高
等
学
校（
清
水
）

（
☎
２
４
５
‐
０
３
３
１
）

●
第
48
回
市
内
高
等
学
校
合
同

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

と　

き　

12
月
17
日
㈯
午
前
11
時
～

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

参
加
費　

▼
子
ど
も
…
無
料
▼
大

人
…
２
０
０
円

※
カ
レ
ー
に
入
れ
る
野
菜
を
提
供

い
た
だ
け
る
方
は
、
12
月
15
日
㈭

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

す
ざ
か
こ
ど
も
食
堂
実

行
委
員
会
（
藤
本
）

（
☎
０
９
０
‐
８
７
２
９
‐
９
９
７
６
）

●
す
ざ
か
こ
ど
も
食
堂
　
　

●
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
展

　

小
・
中
学
生
の
応
募
作
品
１
０
３

点
を
展
示
し
ま
す
。

と　

き　

12
月
７
日
㈬
～
25
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時

と
こ
ろ　

須
坂
駅
前
ビ
ル
シ
ル
キ

ー
（
２
階
）

問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
２
）

対　

象　

認
知
症
高
齢
者
の
介
護
者

参
加
費　

無
料

問
合
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
（
☎
２
４
５
‐
４
５
６
６
）

広
告
欄



《
譲
り
ま
す
》

▼
座
椅
子
▼
女
性
用
ゴ
ル
フ
セ
ッ

ト
（
練
習
用
４
本
・
ラ
ウ
ン
ド
用
７

本
）
▼
つ
い
た
て
（
籘と

う

）
▼
エ
ア
ロ

バ
イ
ク

《
差
し
上
げ
ま
す
》

▼
花
器
▼
げ
た
（
男
性
用
）
▼
ガ
ラ

ス
板
（
座
卓
用
）
▼
鏡
台
▼
着
物
▼

電
池
式
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
▼
Ｗ
ベ

ッ
ド
▼
３
人
が
け
ソ
フ
ァ
▼
座
卓

《
譲
っ
て
く
だ
さ
い
》

▼
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー

【
《
譲
り
ま
す
》《
差
し
上
げ
ま
す
》

 

の
申
込
期
限
と
抽
選
日
】

申
込
期
限　

12
月
６
日
㈫

抽
選
日　

12
月
８
日
㈭
午
前

※
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
の
登
録
は
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

掲
載
さ
れ
て
い
る
物
品
は
、
情
報

提
供
者
の
事
情
に
よ
り
取
り
消
し

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
お
知
ら
せ
】

　

『
広
報
す
ざ
か
』
の
リ
サ
イ
ク
ル

情
報
を
よ
り
気
軽
に
ご
活
用
い
た

だ
く
た
め
、
平
成
29
年
４
月
か
ら

有
償
の
《
譲
り
ま
す
》を
廃
止
し
ま

す
。
そ
れ
に
伴
い
、
11
月
か
ら
《
譲

り
ま
す
》
へ
の
登
録
は
受
け
付
け

て
い
ま
せ
ん
。
《
差
し
上
げ
ま
す
》

《
譲
っ
て
く
だ
さ
い
》は
継
続
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

市
民
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
２)

リ
サ
イ
ク
ル
情
報

保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
相
談

◎
平
成
27
年
度
須
坂
市
小
・
中
学
生
人
権
教
育
啓
発
標
語
応
募
作
品 

…
… 

考
え
て
。 

言
っ
て
か
ら
で
は 

遅
す
ぎ
る　

東
中
学
校
２
年 

久
保
田
彩
夏
さ
ん

市外局番…（026）

※印は母親クラブ共催行事

児童センターで遊ぼう！

７日㈬ 15:45～ 絵手紙教室
13日㈫～15日㈭ 15：45～ クリスマス工作

児
童

幼
児
・
親
子

児
童

７日㈬ 10:30～ クリスマスプレゼント作り
14日㈬ 10:30～ 誕生会（10～12月）
 　　　　　　　クリスマスプレゼント作り
21日㈬ 10:30～ クリスマス会（きらきらパーク）

児
童

児
童

幼
児
・
親
子

幼
児
・
親
子

　馬場町 ☎245-5010/245-6588中央児童センター

北旭ヶ丘町 ☎/248-8381北部児童センター

屋部町 ☎/248-2330南部児童センター

高橋町 ☎/246-0079東部児童センター

７日㈬ 10:30～ クリスマスプレゼント作り

14日㈬ 11:00～ クリスマスコンサート

21日㈬ 10：45～ クリスマス会（要申込）※

６日㈫ 15:45～ 避難訓練

13日㈫ 15:30～ ブラーヴェクリスマスコンサート

14日㈬～16日㈮ 15:45～ クリスマス工作

21日㈬ 15：45～ クリスマスお楽しみ会

７日㈬～12日㈪ 15:45～ クリスマス制作

13日㈫ 15:45～ 一輪車認定会

16日㈮ 15:30～ たんぽぽの会Ｘ’masお楽しみ会

22日㈭ 15:45～ 大掃除

７日㈬ 15:45～ クリスマスキャンドルをつくろう

16日㈮ 15:45～ クリスマスおたのしみ会

21日㈬ 15：30～ 子ども人権教室

28日㈬ 14:00～ センター・クリーン作戦

問合せ　まちづくり課（☎２４８-９００７）

募集期間　12月１日㈭～９日㈮　抽選日時　12月14日㈬午前９時

●入居者募集

募集団地 間取り

○豊　丘　　６戸　３ＤＫＢ

○境　沢　　２戸　３ＫＢ

○末　広　　１戸　２ＬＤＫＹ

○屋　部　　１戸　２ＤＫＹ

○こくまち　１戸　２ＤＫＹ

○こくまち　１戸　３ＤＫＹ

【市営住宅】
【特定公共賃貸住宅】
募集団地 間取り

○末広６０３号　　３ＬＤＫＹ

　家　賃　　75,000円

　敷　金　　家賃の３カ月分

　要　件　　同居親族・所得など

※Ｙ…浴槽あり　Ｂ…浴槽なし

悩
み
無
料
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
８
０
０
‐
８
０
０
‐
７
２
２
３

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
曜
、
祝
日
、
12
月
29
日
～
１

月
３
日
を
除
く
）

子
ど
も
の
何
で
も
相
談

と　

き　

12
月
14
日
㈬
・
28
日
㈬

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

と　

き　

12
月
21
日
㈬　

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

健
康
ミ
ニ
チ
ェ
ッ
ク

と　

き　

12
月
21
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
３
）

広報 平成28年12月号・29・

７日㈬ 11:00～ 誕生会（10月～12月生まれ）

14日㈬ 11:00～ クリスマスプレゼント作り

21日㈬ 11:00～ クリスマス会※

センターに遊びに

くるお友達を紹介

相澤志
し い

維ちゃん

好きな食べ物
…ラザニア★12月の「家庭児童相談員による子育て相談」

子育て支援センターだより
★集まりの日（11:00～）

　７日㈬　ブラーヴェ コンサート

　　　　　…エレクトーンとピアノのすて

　　　　　　きな演奏をお楽しみください

　14日㈬　ぶんぶんおにぎりを作ろう

　　　　　…持ち物：水筒（水またはお茶）

　21日㈬　クリスマス会※

　　　　　…みんなで歌を歌ったり、サン

　　　　　　タさんからプレゼントをもら

　　　　　　いましょう

問合せ　子育て支援センター（中央児童センター内）

　　　　☎/２４５‐６５８８

★子育て支援センターの開放…月曜日～土曜日10:00～17:00

　12月29日㈭～１月３日㈫は休館します。

★南部・東部・北部の児童センターの開放…月曜日～土曜日10：00

　～12：00（土曜日は午後も）。水曜日は「集まりの日」です。

　小学校の冬休み期間中は、学童が利用しています。

　12月29日㈭～１月３日㈫は休館します。

　詳細は各児童センターへお問い合わせください。

※印は母親クラブ共催行事

　と「管理栄養士による食育相談」はお休みです。

善

意

の

窓

口

《
寄
附
》 

（
敬
称
略
）

▼
版
画
美
術
館
の
収
蔵
資
料
充
実

の
た
め（
畦
地
梅
太
郎
、北
岡
文
雄
、

池
田
満
寿
夫
の
版
画
作
品
３
点
）

…
手
塚
と
し
江
▼
親
子
通
園
施
設

く
れ
よ
ん
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
を
利
用
す
る
お
子
さ
ん
の
心
身

発
達
の
た
め
（
遊
具
、
お
も
ち
ゃ
）

…
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
長
野
‐

み
す
ず



◎
毎
月
第
３
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」 

…
… 

「
あ
り
が
と
う
」
は
最
大
の
ほ
め
言
葉
、
子
ど
も
の
や
る
気
を
育
て
ま
す

市外局番…（026）

広
告
欄

12月の乳幼児健康診査・相談・講座、予防接種

【問合せ】
 ▼乳幼児健康診査・相談・講座…健康づくり課母子支援係（☎248‐9023）
 ▼個別予防接種…………………健康づくり課保健予防係（☎248‐9018）

【個別予防接種】（会場：各医療機関）

四種混合１期初回 生後３か月～90か月（７歳半）の前日まで

※個別通知はしません。各戸に配付した「健康カレンダー」をご覧のうえ、医療
機関で受けてください。

生後２か月～60か月（５歳）の前日まで

生後12か月（１歳）の前日まで
(標準的な接種期間は５か月～８か月の前日）

平成28年９月生

平成28年７月生

ヒブ・小児用肺炎球菌

ＢＣＧ

麻しん・風しん1期
平成27年12月生

対象者

生後12か月～24か月（２歳）の前日まで

予防接種名開始対象者

水痘（水ぼうそう）

日本脳炎１期初回

生後12か月～36か月（３歳）の前日まで

休日緊急診療室（小児科・内科）

と　き　日曜・祝日・年末年始

 9:00～12:00、13:00～17:00

 ※18ページをご覧ください。

ところ　県立須坂病院

問合せ　☎245‐1650

※休日緊急診療室は、須高医師

会、須坂病院、須高行政事務組

合が共同で運営しています。

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
㈱
ホ
ー
プ
長
野
営

業
所
へ（
☎
０
５
０
‐
５
８
３
８
‐
２
３
４
４
）

広報 平成28年12月号 ・30・

平成28年４月１日～４月15日生
平成28年４月16日～４月30日生

13：00～13：15
14：15～14：30

持ち物…おむつ、おしぼり、らくらく離乳食ガイドブック、離乳食講座おたずね、
　　　　もぐもぐ離乳食講座の資料

13：00～13：15
14：15～14：30

平成28年３月１日～３月15日生
平成28年３月16日～３月31日生か み か み

離乳食講座 1/12
（木）

６
（火）

13：00～13：15
14：15～14：30

持ち物…おむつ、おしぼり、らくらく離乳食ガイドブック、離乳食講座おたずね

平成28年６月１日～６月15日生
平成28年６月16日～６月30日生

も ぐ も ぐ
離乳食講座

22
（木）

【乳幼児健康診査・相談・講座】　（会場：保健センター、持ち物：母子健康手帳）

３ か 月 児
健 康 診 査

対象者受付時間日健診名

13：00～13：30
13：30～14：00

平成28年９月１日～９月15日生
平成28年９月16日～９月30日生

２
（金）

13：00～13：30
13：30～14：00

平成28年８月１日～８月15日生
平成28年８月16日～８月31日生

1/13
（金）

持ち物…おむつ、バスタオル、３か月児健康診査票

持ち物…おむつ、歯ブラシ、１歳６か月児健康診査票

16

（金）
13：00～13：30
13：30～14：00

平成27年５月16日～５月31日生
平成27年６月１日～６月16日生

1歳6か月児
健 康 診 査

持ち物…歯ブラシ、２歳児健康相談票、２歳児健康相談（おたずね）

２　歳　児
健 康 相 談

８
（木）

13：00～13：30
13：30～14：00

平成26年11月４日～11月15日生
平成26年11月16日～12月３日生

持ち物…歯ブラシ、尿、目と耳に関するアンケート、３歳児健康診査票、おたずね

３　歳　児
健 康 診 査

13：00～13：30
13：30～14：00

平成25年11月10日～11月27日生
平成25年11月28日～12月13日生

20
(火）

13：00～13：30
13：30～14：00

平成25年12月14日～12月31日生
平成26年１月１日～１月13日生

1/19
（木）

13：00～13：30
13：30～14：00

１　歳　児
健 康 相 談 平成27年12月13日～12月31日生

平成28年１月１日～１月15日生

12
(月）

13：00～13：30
13：30～14：00

平成27年11月９日～11月23日生
平成27年11月24日～12月12日生

1/17
（火）

持ち物…おむつ、歯ブラシ、１歳児健康相談票

平成25年12月生
生後６か月～90か月（７歳半）の前日まで
(標準的な接種期間は３歳～４歳の前日）

Ｂ型肝炎
生後12か月（１歳）の前日まで
(標準的な接種期間は２か月～９か月の前日）平成28年10月生

４日㈰　　須坂いせや

11日㈰　　スザカ岡田

18日㈰　　さくら、スズラン

23日㈷　　すみさか土屋

25日㈰　　大丸

31日㈯　　高梨土屋

1月1日㈷　小布施、わかば

1月2日㈷　山下

1月3日㈫　りぼん

※29日㈭～31日㈯の営業は各薬局

にお問い合わせください。

※芝宮前中島ファミリー薬局は、

18日（第３日曜日）と12月31日㈯～

１月３日㈫を除き、営業します。

日曜・祝日の当番薬局

税金などの納期限

◆納期限内の納付をお願いします。

◆便利な口座振替をご利用ください。

◆市税は、インターネットを通じて

クレジットカードで納付できます。

お問い合わせは税務課（☎248‐9001）へ。

納期限･口座振替日

12月26日㈪

固定資産税  都市計画税…３期

国民健康保険税（普通徴収）…６期

後期高齢者医療保険料（普通徴収）…６期

介護保険料（普通徴収）……９期

・



広報 平成28年12月号・31・

　

最
近
テ
レ
ビ
で
、
雑

学
も
の
を
多
く
見
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
生

活
に
役
立
つ
知
識
か
ら
、

身
近
な
物
の
知
ら
れ
ざ

る
一
面
を
専
門
誌
な
ど
を
読
ま
ず

に
知
る
事
が
で
き
る
の
で
、
と
て

も
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
自
分
に

あ
ま
り
関
係
が
な
い
よ
う
な
事
で

も
他
人
と
の
会
話
の
幅
を
広
げ
た

り
す
る
の
に
も
役
立
ち
ま
す
▼
テ

レ
ビ
は
と
て
も
便
利
で
良
い
も
の

で
す
が
、
娯
楽
や
情
報
収
集
と
い

う
面
で
見
る
と
ま
ず
思
い
付
く
の

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
存
在
で
す
。

テ
レ
ビ
よ
り
も
手
軽
に
情
報
を
得

る
事
が
で
き
、
最
近
は
ス
マ
ホ
な

ど
の
普
及
に
よ
り
身
近
に
な
り
、

誰
も
が
活
用
し
や
す
く
な
り
ま
し

た
。
色
々
な
サ
イ
ト
を
閲
覧
し
た

り
、
動
画
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
こ

と
も
で
き
、
さ
ら
に
テ
レ
ビ
番
組

の
一
部
を
配
信
な
ど
で
見
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
人
に
よ
っ
て
は

テ
レ
ビ
が
不
要
だ
と
い
う
人
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
▼
現
代
に
お
い

て
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

は
じ
め
、
新
聞
、
ラ
ジ
オ
な
ど
情

報
を
得
る
手
段
は
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。
し
か
し
「
こ
れ
が
あ
れ
ば

他
は
不
要
」
と
い
っ
た
考
え
方
を

せ
ず
、
そ
の
時
の
状
況
や
目
的
に

合
っ
た
媒
体
を
利
用
し
、
活
用
し

て
い
く
の
が
良
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
農
園
は
元
々
遊
休
農
地
で

し
た
が
、
平
成
24
年
に
地
域
づ
く

り
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ

ー
が
借
り
上
げ
て
整
備
し
、
カ
シ

ス
を
植
え
ま
し
た
。
今
で
は
カ
シ

ス
も
増
え
、
更
に
は
野
菜
を
育
て

た
り
バ
ラ
園
と
し
て
活
用
す
る
他
、

一
般
家
庭
に
家
庭
菜
園
用
に
貸
し

出
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
芋

掘
り
の
４
ヶ

月
前
に
北
旭

ヶ
丘
保
育
園

の
園
児
た
ち

に
よ
る
サ
ツ

マ
イ
モ
の
苗

の
植
え
付
け

が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

午
前
10
時
に
子
ど
も
た
ち
が
農

園
に
集
ま
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
地
域
づ
く
り
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
上
野
敏
一
さ
ん
が

　

収
穫
し
た
芋
は
約
２
週
間
寝
か

さ
れ
、
11
月
１
日
㈫
の
北
旭
ヶ
丘

保
育
園
で
の
焼
き
芋
会
で
も
使
わ

れ
ま
し
た
。

　

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ

ー
も
招
待
さ
れ
ま
し
た
。
芋
を
焼

い
て
い
る
間
の
交
流
会
で
は
、
子

ど
も
た
ち
と
メ
ン
バ
ー
が
一
緒
に

な
り
、
ダ
ン
ス
や
歌
、
ジ
ャ
ン
ケ

ン
ゲ
ー
ム
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

最
後
は
焼
き
芋
を
み
ん
な
で
い

っ
し
ょ
に
食
べ
、
子
ど
も
た
ち
は

「
美
味
し
い
」
、「
楽
し
か
っ
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
４
日
㈫
、
旭
ヶ
丘
地
域
づ
く
り
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
農
地
活

用
チ
ー
ム
が
芋
掘
り
体
験
を
主
催
し
ま
し
た
。
光
ヶ
丘
農
園
に
、
北

旭
ヶ
丘
保
育
園
の
年
長
組
の
園
児
24
人
が
集
ま
っ
て
サ
ツ
マ
イ
モ
掘

り
を
行
い
ま
し
た
。

▲上野さんからアドバイスをもらい
　ながら芋を引き抜く子どもたち

▲できたてアツアツな焼き芋を
　ほおばりました

▲６月の植え付けの様子

復
活
し
た
遊
休
農
地
で
芋
掘
り
体
験

旭
ヶ
丘
地
域
づ
く
り
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

光
ヶ
丘
農
園
と
は

が
ん
ば
っ
た
芋
掘
り

焼
き
芋
会

「
み
な
さ
ん
が
植
え
た
苗
が
こ
ん

な
に
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
掘
り

出
す
時
は
地
上
に
出
て
い
る
蔓つ

る

の

下
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
な
ど
を

よ
く
観
察
し
て
み
て
く
だ
さ
い
」

と
話
し
ま
し
た
。
そ
の
後
子
ど
も

た
ち
は
早
速
芋
掘
り
に
取
り
掛
か

り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
大
き

な
芋
を
掘
り
出
す
と
、
そ
れ
を
掲

げ
な
が
ら
担
任
の
先
生
や
友
達
に

自
慢
し
て
い
ま
し
た
。

　

芋
を
掘
り
出
す
際
に
、
虫
が
見

つ
か
る
時
が
あ
り
、
そ
の
虫
を
興

味
深
そ
う
に
観
察
し
て
い
る
子
ど

も
に
上
野
さ
ん
は
「
栄
養
の
な
い

土
に
は
虫
も
寄
っ
て
き
ま
せ
ん
。

虫
が
た
く
さ
ん
い
る
の
は
、
畑
が

豊
か
な
証
拠
で
す
」
と
話
し
ま
し

た
。

　

芋
は
コ
ン
テ
ナ
７
つ
分
に
も
な

り
、
今
年
は
豊
作
で
昨
年
よ
り
も

た
く
さ
ん
収
穫
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
み
な
さ
ん
が
用
意
し
た
蒸
か
し

芋
を
み
ん
な
で
食
べ
、
子
ど
も
た

ち
は
満
足
そ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
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10
月
19
日
㈬
、
井
上
地
域
公
民
館
の
陶
芸
講
座
に
15
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。
講
師
に
長
野
市
で
松
代
焼
の
窯
を
構
え
て
い
る
「
陶
房
ひ
が
し

や
ま
」
の
東
山
託
也
さ
ん
を
迎
え
、
松
代
焼
の
湯
呑
み
・
コ
ー
ヒ
ー
カ

ッ
プ
・
ご
飯
茶
碗
な
ど
を
作
り
ま
し
た
。

自
分
だ
け
の
器
を
作
ろ
う
！

井
上
地
域
公
民
館
　
陶
芸
講
座

　

鉄
分
の
多
い
松
代
地
域
の
粘
土

を
使
用
し
て
お
り
、
灰
な
ど
の
天

然
素
材
で
作
ら
れ
た
釉
薬
に
よ
っ

て
生
ま
れ
る
青
緑
色
の
光
沢
と
、

そ
れ
が
流
れ
る
こ
と
に
よ
る
「
青

流
し
」
の
模
様
が
特
徴
で
す
。

　

今
回
は
タ
タ
ラ
作
り
と
言
い
、

薄
い
板
状
の
粘
土
を
型
に
貼
り
付

け
て
作
り
ま
し
た
。

　

「
テ
レ
ビ
な
ど
で
視
た
こ
と
は

あ
っ
た
が
、
作
る
の
は
初
め
て
で

し
た
」
「
と
て
も
難
し
か
っ
た
が

作
っ
た
り
作
品
に
つ
い
て
語
り
合

う
の
は
楽
し
か
っ
た
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
高
甫
小
学
校
の

竹
内
由
紀
教
頭
が
「
毎
年
皮
む
き

　

地
域
の
方
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
み
な
さ

ん
も
応
援
に
か
け
つ
け
ま
し
た
。

高
学
年
の
子
ど
も
た
ち
は
慣
れ
た

手
つ
き
で
ど
ん
ど
ん
皮
を
む
い
て

い
き
ま
す
。
低
学
年
の
子
ど
も
た

ち
も
、
推
進
委
員
や
地
域
の
人
に

見
て
も
ら
い
な
が
ら
一
所
懸
命
柿

の
皮
を
む
い
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
柿
は
、
干
し
柿
に
す
る

た
め
に
学
校
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
干
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
体
験
会
に
際
し
、
高
甫

地
域
づ
く
り
推
進
委
員
の
村
石
博

明
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
の
生
き

生
き
と
し
た
様
子
を
見
る
こ
と
が

で
き
、
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
高
甫
に
根
付
く
こ
の
特
色
あ

る
行
事
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

11
月
１
日
㈫
、
高

甫
小
学
校
に
て
高
甫

地
域
づ
く
り
推
進
委

員
会
が
主
催
し
た
柿

の
皮
む
き
体
験
会
が

行
わ
れ
、
体
育
館
に

全
校
生
徒
が
集
ま
り

ま
し
た
。

松
代
焼
と
は

松
代
焼
を
作
る

参
加
者
の
感
想

柿
の
皮
む
き

▲最終回は「音楽を楽しもう」をテーマに、先
　生といっしょに元気いっぱい歌いました

▲美しい光沢を持つ自分だけの松代焼が
　完成しました

▲子どもたちのために柿
　を収穫する推進委員

▲見守られながら柿をむく
　子どもたち

高
甫
の
柿
を
使
っ
て

　

10
月
27
日
㈭
、
皮

む
き
体
験
会
に
む
け

て
柿
の
収
穫
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

10
人
の
推
進
委
員
が
集
ま
り
、
八

丁
鎧
塚
古
墳
な
ど
の
柿
を
収
穫
し

ま
し
た
。

柿の皮むき体験会
高甫地域づくり推進委員会

体
験
会
が
あ
る
お
か
げ
で
高
甫
の

子
ど
も
た
ち
は
包
丁
の
使
い
方
が

と
て
も
上
手
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
行
事
が
ず
っ
と
続
け
ら
れ
て
い

る
の
も
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
お

か
げ
で
す
。
感
謝
の
気
持
ち
を
持

ち
、
楽
し
い
会
に
し
ま
し
ょ
う
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
先
生
が
お
手
本
を
作
り

な
が
ら
説
明
を
し
、
そ
の
後
タ
タ

ラ
の
粘
土
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
真
剣
な
表
情
で
一
所

懸
命
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
形
が
で

き
る
と
、
底
を
付
け
、
高
台
を
付
け
、

マ
グ
カ
ッ
プ
は
取
っ
手
も
付
け
た

り
と
、
形
を
き
れ
い
に
整
え
る
の

は
難
し
く
、
何
回
も
整
え
な
が
ら

「
な
か
な
か
上
手
く
い
か
な
い
ね
」

と
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
い
ま
し
た
。

質
問
し
て
い
る
様
子
も
多
く
見
ら

れ
、
先
生
は
忙
し
く
動
き
ま
わ
り

高甫地域公民館

　６月 17 日㈮から 10 月 21 日㈮まで

の間の５回、高甫地域公民館で「ちょ

こっと講座」が行われました。毎回

違ったテーマで夕方の４時 15 分から

45 分までで、帰宅時間になった児童

と、その保護者を対象としています。

　バルーンアートや、腹話術など毎

回違ったテーマで夕方のちょこっと

の時間を親子で楽しみました。

ちょこっと講座

丁
寧
に
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
の
あ
る
自
分

だ
け
の
器
が
完
成
し
、
み
ん
な
で

作
品
に
つ
い
て
話
し
、
楽
し
い
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

今
回
収
穫
し
た
の
は
〝
み
し
ら

ず
柿
〟
と
〝
蜂
屋
柿
〟
と
い
う
種

類
で
、
蜂
屋
柿
は
大
き
く
、
み
し

ら
ず
柿
は
味
が
と
て
も
良
い
の
が

特
徴
で
す
。
推
進
委
員
は
、
皮
む

き
に
適
し
た
ち
ょ
う
ど
良
い
固
さ

の
柿
を
見
極
め
、
高
枝
切
り
ば
さ

み
を
使
っ
て
約
１
０
０
０
個
も
の

柿
を
収
穫
し
ま
し
た
。
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体験 作る

公
民
館
等
の

 

冷
暖
房
等
設
備
使
用
に
お
け
る

実
費
徴
収
へ
の
対
応
に
つ
い
て

市
民
学
園
公
開
講
演
会

～
新
田
次
郎
の

聖
職
の
碑

い
し
ぶ
み

～

ク
リ
ス
マ
ス
や

  

お
正
月
に
向
け
て
の

寄
せ
植
え
講
座

青
年
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
講
座

～
自
遊
時
感
～

薬
膳
料
理
で

体
を
温
め
よ
う
！

　

日
頃
は
公
民
館
活
動
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
公
民
館
等
施
設
ご
使
用

の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
節
電
等

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

い
く
つ
か
の
公
共
施
設
で
は
冷
暖

房
使
用
の
実
費
分
を
徴
収
し
て
い

ま
し
た
が
、
徴
収
を
行
っ
て
い
る

施
設
と
行
っ
て
い
な
い
施
設
と
の

不
公
平
感
是
正
と
、
使
用
者
負
担

の
原
則
に
基
づ
き
、
全
公
共
施
設

に
つ
い
て
冷
暖
房
使
用
料
の
実
費

徴
収
を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。
目
的
を
ご
理
解
頂
き
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
公
民
館
等
職
員
一

同
、
ご
使
用
の
皆
様
に
快
適
な
施

設
を
ご
提
供
す
べ
く
、
よ
り
一
層

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

目
　
的　

公
共
施
設
な
ど
の
維
持

管
理
に
か
か
る
経
費
は
、
施
設
使

用
の
対
価
と
し
て
使
用
者
か
ら
い

た
だ
く
使
用
料
に
よ
り
そ
の
一
部

を
賄
っ
て
お
り
、
使
用
す
る
者
か

ら
す
る
と
、
使
用
料
は
当
然
安
価

　

美
し
い
西
駒
ケ
岳
、
元
気
な
子

ど
も
た
ち
、
学
校
登
山
の
悲
劇
は

な
ぜ
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。

新
田
次
郎
の
小
説
を
通
し
て
、
先

生
の
愛
と
献
身
の
お
話
で
す
。

と
　
き　

12
月
17
日
㈯

　
　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

　
　
　
　

ホ
ー
ル
（
３
階
）

講
　
師　

堀
井
正
子
さ
ん

　
　
　
　

（
文
学
研
究
家
）

※
講
師
の
著
書
の
販
売
と
サ
イ
ン

　

会
が
あ
り
ま
す
。

　

体
を
温
め
る
食
材
を
中
心
に
、

ク
リ
ス
マ
ス
に
も
使
え
る
お
し
ゃ

れ
な
パ
ー
テ
ィ
ー
メ
ニ
ュ
ー
を
作

り
ま
す
。

と
　
き　

12
月
20
日
㈫

　
　
　
　

午
後
７
時
～
９
時

と
こ
ろ　

す
ざ
か
女
性
未
来
館

　
　
　
　

料
理
実
習
室
（
２
階
）

内
　
容　

お
楽
し
み
に
！

講
　
師　

山
﨑
ま
き
さ
ん

　
　
　
　

（
国
際
薬
膳
師
）

参
加
費　

８
０
０
円
／
人

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

　
　
　
　

ふ
き
ん
、
筆
記
用
具

対
　
象　

18
歳
～
30
歳
代
で
、
市
内
に
在

　
　
　
　

住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
方

定
　
員　

15
人

申
　
込　

12
月
13
日
㈫
ま
で

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
１
５
９
８

　

花
の
少
な
い
時
期
、
ク
リ
ス
マ

ス
や
新
年
に
向
け
、
玄
関
先
や
ベ

ラ
ン
ダ
を
明
る
く
彩
る
寄
せ
植
え

教
室
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

中
央
公
民
館
、
各
地
域
公
民
館
、

仁
礼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

旭
ケ
丘
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
、
旧
上

高
井
郡
役
所
、
す
ざ
か
女
性
未
来

館
は
、
次
の
と
お
り
終
日
休
館
し

ま
す
。

〈
休
館
期
間
〉

　
12
月
29
日
㈭
～

　
　
　
平
成
29
年
１
月
３
日
㈫

須
坂
市
中
央
公
民
館

聞く

と
　
き　

12
月
15
日
㈭

　
　
　
　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

集
　
合　

関
谷
温
泉
ス
タ
ン
ド

講
　
師　

田
邊
恵
徳
さ
ん

　
　
　
　

（
田
邊
花
卉
園
）

参
加
費　

３
０
０
０
円
／
人
（
材
料
費
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
軍
手

定
　
員　

20
人

申
　
込　

12
月
５
日
㈪
～

※
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　

午
後
５
時
ま
で

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
８
１
１
８

仁
礼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

年
末
年
始
の

　
休
館
の
お
知
ら
せ

施設が使用できません

　下記の期日、終日にわたり床のク

リーニングを行うため、次の

とおり施設の一部が使用でき

ません。

中央公民館（西館を除く）

期　日　12 月 27 日㈫～ 28 日㈬

で
あ
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
が
、

施
設
の
維
持
管
理
な
ど
に
必
要
な

経
費
を
税
金
で
賄
う
こ
と
と
な
り
、

施
設
を
使
用
す
る
者
と
使
用
し
な

い
者
で
不
均
衡
が
生
じ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
こ
の
不
公
平
感
是
正

と
、
使
用
者
負
担
の
原
則
に
基
づ

き
、
実
費
徴
収
を
行
い
ま
す
。

方
　
針　

冷
暖
房
や
夜
間
照
明
等

設
備
な
ど
、
使
用
し
た
時
間
分
の

実
費
を
平
成
29
年
度
か
ら
徴
収
い

た
し
ま
す
。

※
冷
暖
房
使
用
料
に
つ
い
て
は
、

　

１
台
１
０
０
円
／
時
間

問
合
せ　

中
央
公
民
館
管
理
係

　
　
　
　

☎
２
４
５
‐
１
５
９
８

　

冬
場
室
内
で
も
気
軽
に
で
き
る

ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
の
運
動

豊
丘
地
域
公
民
館

体験

お
で
か
け
健
康
教
室
in
豊
丘

「
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
と

健
康
食
に
つ
い
て
学
ぼ
う
」

<

全
５
回>

と
、
健
康
を
守
る
食
事
（
試
食
有
）

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

と
　
き　

平
成
29
年

　
　
　
　

１
月
16
日
・
30
日

　
　
　
　

２
月
13
日
・
27
日

　
　
　
　

３
月
13
日

※
各
回
と
も
月
曜
日

　
　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

豊
丘
地
域
公
民
館

講
　
師　

松
川
敬
子
さ
ん

　
　
　
　

（
健
康
運
動
指
導
士
）

　
　
　
　

市
保
健
師

　
　
　
　

管
理
栄
養
士

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

　
　
　
　

室
内
運
動
靴

定
　
員　

30
人

申
　
込　

12
月
12
日
㈪
～

※
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　

午
後
５
時
ま
で

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
９
７
６
８

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
１
５
９
８

市外局番…(026)



広報 平成28年12月号 ・34・

　

箏こ
と

・
日
舞
・
剣
詩
舞
・
チ
ア
ダ

ン
ス
・
尺
八
・
バ
レ
エ
・
い
け

花
・
手
ま
り
。
大
人
だ
け
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

未
来
に
夢
を
の
せ
て
子
ど
も
た

ち
も
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

お
友
だ
ち
や
ご
家
族
を
誘
っ
て

見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

と
　
き　

12
月
11
日
㈰

【
展
示
発
表
】

　
　
　
　

正
午
～
４
時

【
舞
台
発
表
】

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　

須
坂
市
文
化
会
館

　
　
　
　

（
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
）

　
　
　
　

小
ホ
ー
ル

　

▽
正
派
雅
尚
会

　

▽
藤
洋
会

　

▽
成
山
吟
道
会

　

▽
花
柳
葉
緑
社
中

　

▽
信
州
チ
ア
ダ
ン
ス
教
室

　
　

Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
須
坂

　

▽
花
房
多
都
蔵
社
中

　

▽
尺
八
汎
山
会

　

▽
白
鳥
バ
レ
エ
学
園
須
坂
教
室

　

▽
子
ど
も
い
け
花
教
室（
草
月
流
）

　

▽
子
ど
も
い
け
花
教
室（
小
原
流
）

　

▽
八
町
手
ま
り
ク
ラ
ブ

問
合
せ　

☎
２
４
８
‐
２
５
５
７

　
　
　
　

☎
０
９
０
‐
８
３
２
９

　
　
　
　
　

‐
６
１
９
２
（
南
澤
）

須
坂
市
文
化
芸
術
協
会
主
催

第
７
回 

子
ど
も
わ
く
わ
く

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

社会教育団体からのお知らせ

旧上高井郡役所　利用者の皆様へ

施設の一部が使用できません

　下記の期日、終日にわたりトイレ改修工
事を行うため、次のとおり使用できません。
旧上高井郡役所

（トイレ、給湯室、IHクッキングヒーター、電子レンジ）
※仮設トイレと多目的トイレをご利用く
　ださい。
期　日　11 月 10 日㈭～
　　　　平成 29 年３月 10 日㈮ 予定

新成人のみなさん、おめでとうございます。

須坂市・須坂市教育委員会では、新成人の前途をお祝いするため、平成 29 年の成人式を行います。

楽しく思い出に残る成人式にしようと、新成人の代表がスタッフとなり企画・運営などを進めてきました。

当日は、友人同士お誘いあわせのうえ大勢の方のご出席をお待ちしています。

と　き　平成 29 年１月８日㈰　午後２時 20 分～４時

ところ　メセナホール

内　容　・受　　付　　　　　１時 30 分～２時 10 分

　　　　・オープニング　　　２時 20 分～

　　　　・式　　典　　　　　２時 30 分～

　　　　・アトラクション　　３時 ５分～４時

※アトラクション終了後、午後５時まで式に出席された

　恩師と交流ができます。

対　象　平成８年４月２日～平成９年４月

　　　　１日生まれで、本人または家族が

　　　　市内在住の方

※該当の方には、12 月上旬に案内状をお

　送りします。案内状が届かない場合はご

　連絡ください。

駐車場　混みあいますので、できるだけ乗りあわせて、お早めにおでかけください。

お願い　飲酒されての入場、および飲食物の会場への持ち込みはできません。

その他　成人式の様子を DVD にして、２月下旬以降に千円で頒布します。ご希望

　　　　の方は中央公民館までご連絡ください。

問合せ　中央公民館　☎２４５‐１５９８

　

お
正
月
に
自
分
で
ア
レ
ン
ジ
し

た
、
お
花
を
飾
っ
て
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。

と
　
き　

12
月
27
日
㈫

　
　
　
　

午
後
４
時
～
６
時

と
こ
ろ　

日
野
地
域
公
民
館

講
　
師　

古
平
静
子
さ
ん

参
加
費　

１
７
０
０
円
／
人

持
ち
物　

花
ば
さ
み

　
　
　
　

（
お
持
ち
の
方
の
み
）

定
　
員　

15
人

申
　
込　

12
月
７
日
㈬
～

※
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　

午
後
５
時
ま
で

問
合
せ　

☎
２
４
６
‐
２
２
７
４

体験

お
正
月
盛
花

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座▲作品例

日
野
地
域
公
民
館

平成29年  須坂市成人式

体験

編
み
物
教
室

<

全
３
回>

　

寒
い
冬
を
温
か
く
過
ご
す
た
め

に
、
か
ぎ
針
で
「
マ
フ
ラ
ー
」
と

「
レ
ッ
グ
ウ
ォ
ー
マ
ー
」
を
作
り

南
部
地
域
公
民
館

ま
し
ょ
う
。

※
無
料
託
児
あ
り
ま
す
（
事
前
の

　

申
し
込
み
が
必
要
で
す
）

と
　
き　

12
月
21
日
・

　
　
　
　

平
成
29
年

　
　
　
　

１
月
11
日
・
18
日

※
各
回
と
も
水
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

南
部
地
域
公
民
館

　
　
　
　

１
階
実
習
室

講
　
師　

山
岸　

芳
江
さ
ん

参
加
費　

１
５
０
０
円
／
人

　
　
　
　

（
毛
糸
代
）

持
ち
物　

か
ぎ
針
７
号
、
は
さ
み
、

　
　
　
　

毛
糸
針
（
中
）
、メ
ジ
ャ
ー

定
　
員　

10
人

申
　
込　

12
月
７
日
ま
で

※
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　

午
後
５
時
ま
で

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
０
２
７
３

お 知 ら せ 市外局番…(026)



広報 平成28年12月号・35・

○
講
座
の
申
込
受
付
開
始
は
、
午

　
前
８
時
30
分
～
で
す
。

○
講
座
に
無
料
託
児
あ
り
ま
す

　

（
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
）
。

○
講
座
に
は
筆
記
用
具
を
持
参
し

　

て
く
だ
さ
い
。

○
参
加
費
の
お
支
払
い
は
、
支
払
期

　

限
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
（
平
日

　

の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）
。

○
キ
ャ
ン
セ
ル
や
欠
席
を
さ
れ
る

　

場
合
は
、
１
週
間
前
ま
で
に
連

　

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
男
性
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

布
絵
本
を
作
ろ
う
！〈全

３
回
〉

講
座･

催
し

講
座･

催
し

　

布
絵
本
は
、
小
さ
い
お
子
さ
ま

が
見
た
り
触
っ
た
り
す
る
こ
と
に

特
化
し
た
、
五
感
の
刺
激
に
最
適

な
知
育
ツ
ー
ル
で
す
。
子
ど
も
た

ち
に
、
手
作
り
の
布
絵
本
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
せ
ん
か
。

と
　
き　

１
月
16
日
・
30
日

　
　
　
　

２
月
６
日

※
各
回
と
も
月
曜
日
、

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

す
ざ
か
女
性
未
来
館

　
　
　
　

大
講
習
室
（
２
階
）

講
　
師　

山
岸
芳
江
さ
ん

参
加
費　

１
５
０
０
円
／
人

　
　
　
　

（
材
料
費
）

支
払
期
限　

12
月
20
日
㈫

持
ち
物　

裁
縫
道
具
、
は
さ
み
、

　
　
　
　

も
の
さ
し

定
　
員　

10
人

申
　
込　

12
月
５
日
㈪
～

　
　
　
　

12
月
16
日
㈮
ま
で

問
合
せ　

☎
２
１
４
‐
６
０
４
１

　

10
月
23
日
・
30
日
・
11
月
６
日

の
３
回
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
、

ち
り
め
ん
素
材
の
布
を
使
っ
た
つ

る
し
飾
り
作
り
講
座
に
参
加
者
７

名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

講
師
の
「
須
坂
ひ
な
細
工
の
会
」

の
み
な
さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
か
ら
だ
、
は
ね
、
尾
な

ど
の
パ
ー
ツ
を
作
り
組
み
合
わ
せ

ま
す
。
作
る
人
や
使
っ
た
布
の
色

柄
で
１
羽
１
羽
に
個
性
が
出
る
作

品
に
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
同
士
も
作
品
を
見
せ
合

う
な
ど
和
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。

・
始
め
た
と
き
は
難
し
く
感
じ
ま

し
た
が
楽
し
く
で
き
ま
し
た
。

・
材
料
を
購
入
し
て
自
宅
で
も
挑

戦
中
で
す
。
完
成
し
た
も
の
は

ぜ
ひ
飾
り
た
い
で
す
。

参
加
者
の
感
想

トマトソースの作り方
　創作洋食料理教室で使用したトマトソースの作
り方をご紹介します。シンプルなソースで色々な
料理に使えます。冷凍保存ができ、作り置きにお
ススメです。

材  料   ※ 作り置き用に多めのご紹介です

トマト水煮（缶づめなど）
　　　　　……… １kg
ケチャップ…1/4 カップ
バター………………５ｇ
ローリエ……………２枚

１、トマトを粗みじん、★をみじん切りにする。
２、サラダ油で★を炒める（玉ねぎが透きとおる程度）。
３、炒めた★とＡをあわせ、時々かき混ぜながら３分の

２程度になるまで中～弱火で煮詰める。
４、塩・こしょう、オリーブ油で味を調節して完成。

おでかけパソコン教室
講　師　ＮＰＯ法人信州ＳＯＨＯ支援協議会　※パソコンは主催者が用意します。

講　座　名 と　　き 定員・参加費 申　　込 ところ・問合せ
①パソコン相談室
※パソコン持ち込み可

12 月 19 日㈪
午後２時～４時

なし
無料

なし
中央公民館
☎２４５‐１５９８

②ワード＆エクセル講座
＜全５回＞

平成 29 年１月 16 日㈪～ 20 日㈮
午前 10 時～正午

10 人
500 円／人

12 月 16 日㈮～
※平日の午前８時 30 分～午後５時

豊丘地域公民館
☎２４５‐９７６８

③パソコン総合講座
＜全５回＞

平成 29 年１月 23 日㈪～ 27 日㈮
午前 10 時～正午

10 人
500 円／人

平成 29 年１月５日㈭～
※平日の午前８時 30 分～午後５時

南部地域公民館
☎２４５‐０２７３

④ワード入門講座
＜全５回＞

平成 29 年１月 23 日㈪～ 27 日㈮
午後２時～４時

10 人
500 円／人

12 月 15 日㈭～
※平日の午前８時 30 分～午後５時

井上地域公民館
☎２４６‐２４８８

サラダ油………… 少々
★にんにく……… ３片
★玉ねぎ………200 ｇ
塩・こしょう…… 適量
オリーブ油… お好みで

万能！ 「
と
り
」
の

    

つ
る
し
飾
り
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
！

▲袋やとびらなどの「しかけ」がある布絵本を作ってみましょう

▲ケースに入れて飾るのも良いですね

Ａ
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広報 平成28年12月号 ・36・

▲築 100 年以上の古民家を利用した
　ゲストハウス蔵

▲「プラスの考えは心を元気
　にします」と話す加藤さん

▲にこやかに体操をする会場のみなさん

▲講師の話に熱心に耳を傾けていました

▲参加者全員で須坂エクササ
　イズを体験

　

こ
ん
な
温
か
い
感
想
を
参
加
者

か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。
10
月
29

日
㈯
、
健
康
長
寿
を
テ
ー
マ
に
須

坂
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
と
の
コ
ラ
ボ
企

画
「
こ
こ
ろ
元
気
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」

を
開
催
し
、
64
人
が
集
い
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
保
健
補
導
員

会
体
操
ユ
ニ
ッ
ト
の
「
須
坂
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
」
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。

　

７
種
類
の
健
康
体
操
を
考
案
し

　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
後
は
、
講

師
に
、
元
ロ
ン
ド
ン
五
輪
卓
球
女

子
団
体
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
平
野
早

矢
香
選
手
の
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ナ

ー
を
務
め
た
加
藤
史
子
さ
ん
を
迎

え
、
心
の
健
康
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

　

加
藤
さ
ん
は
「
メ
ン
タ
ル
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
は
〝
こ
う
な
っ
た
ら
い

い
な
〟
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
映
像

化
し
、
幸
せ
な
将
来
や
未
来
を
想

像
す
る
こ
と
で
す
。「
け
ち
」
と
い

う
と
マ
イ
ナ
ス
な
イ
メ
ー
ジ
で
す

が
、
視
点
を
変
え
れ
ば
堅
実
、
計

画
性
が
あ
る
、
物
を
大
切
に
す
る

と
い
っ
た
プ
ラ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
に

す
る
こ
と
が
で
き
、
不
思
議
と
力

が
湧
い
て
き
ま
す
。
フ
レ
ー
ム
を

変
え
る
と
意
味
が
変
わ
り
、
反
応
、

感
情
、
行
動
も
変
わ
り
ま
す
（
リ

フ
レ
ー
ミ
ン
グ
）
。
そ
し
て
す
べ

て
の
こ
と
は
自
分
に
と
っ
て
役
立

つ
も
の
に
な
り
ま
す
」
と
伝
え
ま

し
た
。

　

会
場
か
ら
「
平
野
選
手
は
ど
の

よ
う
に
育
て
た
の
で
す
か
」
と
質

　

参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
か
ら

「
と
て
も
元
気
の
出
る
良
い
お
話

で
し
た
。
心
の
置
き
方
で
人
は
本

当
に
幸
せ
に
過
ご
せ
る
こ
と
を
実

践
し
た
い
」
「
人
生
健
康
で
生
き

る
た
め
に
は
心
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の

あ
り
方
が
大
切
と
思
い
ま
し
た
」

「
須
坂
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
は
初
め
て

体
験
し
ま
し
た
。
と
て
も
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
い
い
気
持
に
な
り
ま
し

た
。
前
向
き
な
気
持
で
い
こ
う
と

思
い
ま
し
た
」
な
ど
た
く
さ
ん
の

感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
７
回
公
開
必
修
講
座
の

お
知
ら
せ

須

坂

市

民

総

合

大

学

　

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
蔵
の
ラ
ウ
ン
ジ

に
は
、
年
々
多
く
の
外
国
人
が
集

ま
り
、
交
流
の
輪
が
生
ま
れ
リ
ピ

ー
タ
ー
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
ナ
ー
の
山
上
万
里
奈
さ
ん

が
、
生
ま
れ
育
っ
た
信
州
須
坂
で

地
域
融
合
型
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
オ

ー
プ
ン
し
て
４
年
。
異
国
間
交
流

の
拠
点
と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た

取
り
組
み
や
、
今
後
目
指
し
て
い

る
こ
と
な
ど
を
お
話
し
ま
す
。

と
　
き　

12
月
17
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ　

旧
上
高
井
郡
役
所

演
　
題　

ラ
ウ
ン
ジ
に
ゲ
ス
ト
あ

　
　
　
　

ふ
れ
る
異
国
間
交
流

　
　
　
　

「
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
蔵
」

講
　
師　

山
上
万
里
奈
さ
ん

　
　
　
　

（
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
蔵
オ
ー
ナ
ー
）

参
加
費　

無
料

問
合
せ　

生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
２
１
４
‐
６
０
８
６

健
康
長
寿
講
演
会
を

　
開
催
し
ま
し
た

「
こ
と
ば
で
人
が
変
わ
る
こ
と
」

と
て
も
大
切
な
こ
と
を
学
ば
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た

須
坂
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

こ
こ
ろ
元
気
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

参
加
者
の
感
想

た
み
な
さ
ん
が
丁
寧
に
体
操
を
指

導
し
、「
し
ゃ
ぼ
ん
玉
」
の
曲
か
ら

始
ま
る
と
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
、
参
加

者
の
表
情
も
次
第
に
笑
顔
に
変
わ

り
ま
し
た
。

　

４
種
類
の
健
康
体
操
が
終
わ
る

と
、
心
地
よ
い
疲
れ
と
爽
快
感
に

参
加
者
か
ら
「
ア
ン
コ
ー
ル
」
の

声
が
か
か
り
、「
須
坂
ド
レ
ミ
Ｄ
Ｅ

体
操
」
が
会
場
を
さ
ら
に
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　

現
在
２
６
９
人
で
「
自
分
の
健

康
は
自
分
で
守
る
」
を
柱
に
活
動

を
進
め
て
い
る
保
健
補
導
員
の
み

な
さ
ん
。
そ
の
い
き
い
き
と
し
た

姿
に
、
参
加
者
は
た
く
さ
ん
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問
が
あ
り
「
も
の
す
ご
い
反
省
か

ら
後
悔
し
て
し
ま
う
た
め
、
後
悔

を
課
題
に
変
え
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
し
ま
し
た
。
中
国
選
手
を
相
手

に
す
る
と
勝
て
な
い
と
思
い
込
ん

で
し
ま
う
の
で
、
ど
う
し
た
ら
勝

て
る
の
か
。〝
相
手
よ
り
強
い
ん

だ
！

〟
と
い
う
良
い
イ
メ
ー
ジ
を

描
く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
ま
し
た
」

と
実
践
的
な
言
葉
が
印
象
深
く
残

り
ま
し
た
。
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「
や
ん
し
ゃ
２
０
１
６
」
は
、

こ
の
地
区
に
流
れ
る
八
木
沢
川
の

愛
称
「
や
ん
し
ゃ
」
か
ら
「
日
滝

地
区
の
明
る
い
地
域
づ
く
り
の
集

い 

や
ん
し
ゃ
○
○
年
」
と
名
づ

け
、
昭
和
59
年
に
第
１
回
目
の
学

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
の

10
月
15
日
に
は
第
32
回
目
を
迎
え
、

長
い
歴
史
を
刻
ん
で
い
ま
す
。

　

本
郷
町
、
大
谷
町
、
高
橋
町
、

相
森
町
の
４
町
で
当
番
区
を
決
め

「
テ
ー
マ
」
を
持
ち
、
地
域
を
見

つ
め
故
郷
を
掘
り
起
こ
す
住
民
活

動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
相
森
町
が
当
番
区
と

な
り
立
案
、
企
画
、
運
営
い
た
し

ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
、
１
「
相
森

新
田
と
水
」
、
２
「
大
東
亜
戦
争

の
頃
の
相
森
新
田
」
で
す
。

　

当
日
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
畔

上
征
三
副
実
行
委
員
長
と
講
師
の

和
田
邑
吉
さ
ん
が
中
心
と
な
り
事

前
準
備
が
な
さ
れ
、
配
布
資
料
も

準
備
万
端
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
史

跡
を
歩
い
て
回
る
に
は
最
適
な
環

境
の
中
、
参
加
者
50
人
を
迎
え
正

午
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

相
杜
神
社
境
内
か
ら
史
跡
め
ぐ

り
を
ス
タ
ー
ト
し
、
和
田
さ
ん
の

解
説
を
お
聞
き
し
な
が
ら
相
森
町

　

ま
だ
ま
だ
和
田
さ
ん
の
お
話
も

尽
き
る
事
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
時
間
の
都
合
も
あ
り
今
日
の

続
き
は
次
回
の
講
演
に
期
待
す
る

事
に
な
り
ま
し
た
。

　

や
は
り
、
こ
と
わ
ざ
に
あ
り
ま

す
が
「
温
故
知
新
」
こ
れ
か
ら
は

ま
す
ま
す
大
事
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
生
涯
学
習
推
進
員
日
滝
分
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

記
）

生
涯
学
習
推
進
員
よ
り

▲出前講座の様子

▲広いホールでのびのびと書けます！

　（昨年の様子）

▲大東亜戦争の頃の相森新
　田について説明する講師
　の和田さん（写真右）

☆
「
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
」
に

関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
生
涯

学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
ま
で

　
　
　
　

☎
２
１
４
‐
６
０
８
６

　

生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
の

「
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
」
は
、

市
や
各
種
機
関
・
市
内
の
企
業
・

団
体
・
個
人
の
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
の
も
と
、
１
３
６
講
座
の
豊
富

な
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
そ
ろ
え
て
い

ま
す
。　

　

出
前
講
座
開
設
当
時
の
平
成
10

年
度
は
、
講
座
メ
ニ
ュ
ー
が
63
講

座
、
受
講
者
が
延
５
８
４
人
で
し

た
が
、
年
々
講
座
メ
ニ
ュ
ー
の
増

加
と
と
も
に
受
講
者
数
も
増
え
、

平
成
28
年
11
月
１
日
現
在
、
す
で

に
延
３
，
４
７
８
人
の
方
に
受
講

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
町
の
人
権
問
題
学
習
会

と
し
て
出
前
講
座
を
受
講
し
た
方

の
感
想
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

「
今
回
の
受
講
者
は
、
60
歳
以

上
の
方
が
多
く
、
最
近
も
の
忘
れ

置
き
忘
れ
が
多
く
な
り
、
自
分
も

認
知
症
に
な
る
の
で
は
と
不
安
を

抱
い
て
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

加
齢
に
よ
る
も
の
忘
れ
と
、
認
知

症
と
の
違
い
も
わ
か
り
、
今
の
と

こ
ろ
ホ
ッ
と
し
て
い
る
部
分
も
あ

り
ま
す
が
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い

「
や
ん
し
ゃ
２
０
１
６
」

相
森
町
を
訪
問
し
て

る
昨
今
、
認
知
症
の
人
々
を
支
え

て
い
く
た
め
に
は
、
家
族
み
ん
な

の
正
し
い
理
解
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。
い
た
だ
い
た
資
料
を
家
族

に
見
せ
た
い
で
す
。

　

保
健
師
さ
ん
の
お
話
は
、
と
て

も
わ
か
り
や
す
く
、
ま
た
、
興
味

深
い
テ
ー
マ
で
も
あ
り
ま
し
た
の

で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過

ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
認
知
症
の

義
母
を
見
送
っ
た
今
、
振
り
返
る

と
外
見
の
変
化
に
戸
惑
い
、
い
ら

立
つ
ば
か
り
で
、
本
人
の
心
の
苦

し
さ
や
、
悲
し
さ
も
わ
か
っ
て
や

れ
ず
に
い
ま
し
た
。
ど
う
し
て
も

っ
と
優
し
く
し
て
あ
げ
ら
れ
な
か

っ
た
の
か
と
後
悔
、
反
省
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
う
い
う

講
座
を
も
っ
と
早
く
受
け
て
お
け

ば
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
」

　
　
　
　

（
村
山
町 

黒
岩
滝
子
）

　

み
ん
な
で
一
緒
に
中
央
公
民
館

の
広
い
ホ
ー
ル
で
伝
統
行
事
の
書

初
め
を
し
ま
し
ょ
う
！

と
　
き　

平
成
29
年
１
月
４
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

受
　
付　

午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　

（
事
前
申
込
不
要
）

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

　
　
　
　

ホ
ー
ル
（
３
階
）

講
　
師　

田
中
義
人
さ
ん

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

学
校
で
配
布
さ
れ
た
お

　
　
　
　

手
本
、
書
初
め
用
紙
、

　
　
　
　

書
道
道
具
一
式

対
　
象　

小
学
生
、
中
学
生

問
合
せ　

☎
２
１
４
‐
６
０
８
６

　
　
　
　

（
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
）

公
会
堂
へ
向
か
い
ま
し
た
。
公
会

堂
で
写
真
に
よ
る
史
跡
の
説
明
を

受
け
た
後
、
実
際
に
日
露
戦
役
記

念
碑
、
山
丸
組
山
大
製
糸
工
場
跡
、

相
森
水
源
な
ど
の
史
跡
を
徒
歩
で

回
り
ま
し
た
。
史
跡
一
つ
一
つ
の

丁
寧
な
説
明
に
、
参
加
者
は
熱
心

に
耳
を
傾
け
積
極
的
に
質
問
を
し

て
い
ま
し
た
。

　

史
跡
め
ぐ
り
の
後
は
、
公
会
堂

に
て
「
大
東
亜
戦
争
の
頃
の
相
森

新
田
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
と

参
加
者
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
あ
り
、
楽
し
く
有
意
義
な
時
間

に
時
の
流
れ
を
忘
れ
る
ほ
ど
で
し

た
。

須
坂
市
生
涯
学
習

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座

出
前
講
座
№
83

「
認
知
症
を
正
し
く
知
ろ
う
」

を
受
講
し
て

書
初
め
を
書
こ
う
！

～
受
講
者
か
ら
の
感
想
を
ご
紹
介
～

参
加
者
募
集
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ぶ
っ
く
る
ー

▲

　
　

お
と
う
さ
ん
ね
ず
み
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ　

ク
レ
メ
ン
ト
・
ム
ー
ア

　
　

み
か
ん
の
め
い
さ
ん
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
田
昌
広

　
　

ぼ
く
は
イ
ス
で
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 
 
 
 
 
 

長
新
太

　
　

い
ち
ば
ー
ん
の
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
か
い
み
ほ

　
　

仙
台
真
田
氏
物
語　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

堀
米
薫

　
　

都
道
府
県
の
か
た
ち
を
絵
で
お
ぼ
え
る
本　
　
　

実
務
教
育
出
版

　
　

し
ゅ
く
だ
い
と
び
ば
こ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
田
岩
緒

　
　

サ
バ
ン
ナ
の
い
ち
に
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斉
藤
洋

　
　

要
点
ス
ッ
キ
リ 

解
説 

固
定
資
産
税
Ｑ
＆
Ａ　
　
　

安
部
和
彦

　
　

島
田
秀
平
の
幸
せ
引
き
寄
せ
手
相
占
い　
　
　
　
　
　

島
田
秀
平

　
　

ニ
セ
モ
ノ
図
鑑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
谷
大

　
　

コ
ケ
を
見
に
行
こ
う
！　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
古
文
男

　
　

宿
根
草
で
つ
く
る
自
分
好
み
の
庭　
　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

　
　

海
外
ド
ラ
マ
の
間
取
り
と
イ
ン
テ
リ
ア　
　
　
　
　

小
野
ま
ど
か

　
　

こ
ち
ら
文
学
少
女
に
な
り
ま
す　
　
　
　
　
　
　
　

小
嶋
陽
太
郎

新

刊

内

案

絵本児童一 般

開
館
時
間　

平　

日　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

　
　
　
　
　

土
日
祝　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　

Tel
２
４
５
‐
０
７
８
４

　
　
　
　
　

Fax
２
４
５
‐
４
３
１
３

休 

館 

日　

５
・
12
・
19
・
26
・
28
日
～
１
月
３
日

10月

来館者数

  9,325人

貸出冊数

　21,671冊

図
書
館
だ
よ
り

「わがままk
ｷ ｯ ﾁ ﾝ

itchen Ａ
ｴ ｰ

」

信州須坂どこでも図書館紹介⑨

開館時間　午前11時30分～午後６時
定休日　　月曜日
電話番号　080-5145‐9051 

　焼き立てのパンをほおばりながら、

料理の本や雑誌が楽しめます。

　かわいい手作り雑貨が飾られたお店

では、ワークショップやパン教室も開

催しています。予約をすれば食事もで

きる楽しいカフェです。

　

Ｐ

上中町

春木町南

中町
新町

須坂病
院北須坂病院

市営駐車場

中央公民館

中央公民館入口

旧上高井
郡役所

図書館

文
須坂小学校・
須坂支援学校

行
事
の
ご
案
内

行
事
の
ご
案
内

お
は
な
し
の
会

と　

き　

毎
週
土
曜
日
午
前
11
時
～

と
こ
ろ　

え
ほ
ん
コ
ー
ナ
ー（
１
階
）

　

12
月
28
日
㈬
～
平
成
29
年
１
月

３
日
㈫
は
休
館
し
ま
す
。

　

本
の
返
却
は
、
玄
関
左
側
に
あ

る
「
返
却
ポ
ス
ト
」を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
紙
芝
居

は
、
破
損
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
後
日
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
ク
リ
ス
マ
ス
会

と　

き　

12
月
３
日
㈯ 

　
　
　
　

午
前
11
時
～

と
こ
ろ　

講
習
室
（
２
階
） 

　

12
月
６
日
は
夏
目
漱
石
の
没
後

百
年
忌
で
す
。
今
も
色
あ
せ
な
い

世
界
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

著
書
と
作
家　

▼『
漱
石
全
集
』（
第

一
～
二
十
七
巻
）
▼
『
夏
目
漱
石

を
読
む
』
…
吉
本
隆
明
▼
『
漱
石

の
こ
と
ば
』
…
姜
尚
中
▼
『
漱
石

先
生
か
ら
の
手
紙
』
…
小
山
文
雄

▼『
声
で
読
む
夏
目
漱
石
』…
坂
本
浩

平成28年度須高読書感想文コンクール受賞者

●小学生低学年

●小学生中学年

●小学生高学年

●中学生

１類

２類

３類

金賞

金賞

金賞

清水茉依

小池さくら

中村麟　　　

湯本颯

井上小２年

井上小２年

日野小２年

森上小２年

１類

２類
金賞

金賞 清水藍衣

山本光輝

井上小４年

日滝小４年

金賞

横山香怜 井上小３年

１類

２類

３類

金賞

市立須坂図書館長賞

金賞

滝澤璃歩

伊藤瞳

伊藤翼

鈴木日菜子

栗ガ丘小６年

日滝小６年

日滝小５年

栗ガ丘小６年

篠原乃愛 小山小６年

１類

２類

３類

須坂新聞社賞

金賞

黒岩芽生

伊藤嶺花

遠山愛弥

長谷川璃子

高山中３年

常盤中３年

相森中３年

東中１年

金賞

傳田響 常盤中 2年

小布施町教育長賞

金賞

高山村教育長賞

須坂市教育長賞

金賞

（敬称略）
年
末
年
始
休
館
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
休
館
の
お
知
ら
せ

特
集「
百
年
目
に
出
会
う
漱
石
」

特
集「
百
年
目
に
出
会
う
漱
石
」

３類

原山駿

竹本由奈 栗ガ丘小３年

日滝小３年高山村公民館長賞

小布施町立図書館長賞

　

お
は
な
し
の
会
の
参
加
シ
ー
ル

を
20
枚
た
め
る
と
「
ぶ
っ
く
る
ー
」

か
ら
お
手
紙
が
届
き
ま
す
。「
お
は

な
し
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
」
は
カ
ウ

ン
タ
ー
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　

※
参
加
費
無
料
で
事
前
の
申
し

込
み
も
不
要
で
す
。

　
●「
図
書
館
ま
つ
り
」を

　
開
催
し
ま
し
た

▲好評のブックリサイクル市。
本好きさんが集まりました。
　　　　　　　　（10月30日）

★



市外局番…（026）

入
館
料
（
特
別
展
中
）

高
校
生
以
上
…
300
円

小
中
学
生
・
市
内
在

住
70
歳
以
上
…
無
料

　

鍍と

銀
銅
製

獅し

か

み

も

ん

か

ば

ん

噛
紋
銙
板

▲

須
坂
市
立
博
物
館

博
物
館
だ
よ
り

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時　

５
・
12
・
19
・
23
・
26
・
29
日
～
１
月
３
日

休

館

日

Tel
２
４
５
‐
０
４
０
７

Fax
２
１
４
‐
５
５
４
８

広報 平成28年12月号・39・

堀
直
虎
没
後
１
５
０
年
祭
プ
レ
事
業

博
物
館
開
館
50
周
年
記
念
特
別
展

期
間　

12
月
10
日
㈯
～
平
成
29
年
２
月
19
日
㈰

北
村
方
義

～
堀
直
虎
の
側
近
と
し
て
活
躍
し
た

　
偉
大
な
須
坂
藩
士
の
足
跡
～

浄
土
教
（
善
光
寺
信
仰
の
浸
透

と
善
光
寺
三
尊
仏)

《
中
世
須
坂
の
仏
教
美
術
調
査
資
料
か
ら
④
》 

　

北
信
濃
に
は
、
善
光
寺
を
中
心
と
し
た
浄
土
信
仰
が
早
く
か
ら
浸
透

し
て
い
ま
し
た
。
善
光
寺
信
仰
が
広
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
中
世

に
入
っ
て
か
ら
で
す
。

　

ご
本
尊
の
「
善
光
寺
如
来
」は
、
一
つ
の
光
背
の
内
に
阿
弥
陀
三
尊
が

収
ま
る
一
光
三
尊
像
で
す
。
善
光
寺
の
信
仰
は
、
同
像
の
模
刻
や
そ
の

霊
験
を
絵
画
化
し
た
善
光
寺
如
来
絵
伝
が
数
多
く
制
作
さ
れ
て
世
間
に

広
ま
り
ま
し
た
。

　【
源
信
寺
の
観
音
菩
薩
立
像
】

　

源
信
寺
（
相
之
島
町
）は
、
現
在
は
曹
洞
宗
で
す
が
、
同
寺
に
伝
わ
る
観

音
菩
薩
立
像
は
、
こ
う
し
た
善
光
寺
信
仰
の
所
産
で
す
。

　

特
異
な
印
相
を
結
ぶ
図
像
上
の
特
徴
か
ら
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像

の
左
脇
侍
の
観
音
菩
薩
立
像
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

形
状
は
、
六
角
形
で
筒
型
の
宝
冠
を
か
ぶ
っ
て
い
ま
す
。
着
衣
は
条

じ
ょ
う

帛は
く

や
腰
布
、
裙く

ん

を
つ
け
、
天て

ん

ね衣
を
か
け
て
い
ま
す
。
腹
前
で
右
手
を
上

に
し
て
手
の
ひ
ら
を
重
ね
る
梵

ぼ
ん
き
ょ
う
い
ん

篋
印
を
結
び
、
両
足
を
そ
ろ
え
て
直
立

し
て
い
ま
す
。
宝
冠
の
意
匠
や
耳
の
彫
り
、
着
衣
の
衣
紋
な
ど
い
ず
れ

も
丁
寧
に
仕
上
げ
ら
れ
、
心
ひ
か
れ
る
像
容
で
す
。
類
似
例
は
意
外
と

み
あ
た
ら
ず
、
建
長
６
（
１
２
５
４
）
年
の
銘
を
持
つ
東
京
国
立
博
物
館

の
善
光
寺
如
来
脇
侍
（
重
要
文
化
財
）と
衣
紋
表
現
が
比
較
的
類
似
す
る

点
は
看
過
で
き
ま
せ
ん
。
鎌
倉
時
代
の
優
品
に
近
い
作
風
を
呈
す
る
佳

品
で
す
。

▲源信寺の観音菩薩
  立像

制作年代　鎌倉時代

品質構造　鋳銅製

法　量　像高32.7㎝

堀
直
虎
没
後
１
５
０
年
記
念

「
須
坂
藩
堀
家
14
代
」販
売
中

　

毎
年
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ

レ
ン
ダ
ー
」
の
平
成
29
年
版
を
販
売
中
で
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
須
坂
藩
」
。

　

藩
成
立
の
歴
史
や
歴
代
藩
士
の
業
績
、
藩
主
に
ま

つ
わ
る
書
や
絵
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

価　

格　

１
枚
２
０
０
円

販
売
場
所　

▼
博
物
館
▼
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
▼

市
観
光
協
会
▼
蔵
の
ま
ち
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
▼
田

中
本
家
博
物
館
▼
須
坂
温
泉
古
城
荘
▼
湯
っ
蔵
ん
ど

博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
作
成

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
第
８
弾

12
月
29
日
㈭
～
平
成
29
年
１
月
３
日
㈫
は
休
館

し
ま
す
。

年
末
年
始
休
館
の
お
知
ら
せ

　

須
坂
藩
13
代
藩
主
・

堀
直
虎
の
側
近
と
し
て

活
躍
し
、
ま
た
、
直
虎

没
後
は
藩
存
続
に
力
を

注
ぎ
、
混
乱
の
続
く
幕

末
か
ら
明
治
へ
の
須
坂

藩
の
導
き
役
と
な
っ
た

▲北村方義

（『哨
しょう

古
こ

堂
どう

遺
い

稿
こう

』より）

北
村
方
義
の
生
涯
や
書
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

と　

き　

12
月
18
日
㈰
午
前
11
時
～

内　

容　

展
示
品
な
ど
を
学
芸
員
が
解
説
し
ま
す
。

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

第
３
回
歴
史
文
化
講
座

「
須
坂
市
域
の
古
墳
文
化
」

と　

き　

12
月
14
日
㈬
午
後
２
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

旧
上
高
井
郡
役
所
（
２
階
）

講　

師　

土
屋
積
さ
ん
（
中
野
市
立
博
物
館
長
）

参
加
費　

無
料



2016.11.1現在（　）内前月比

人口・・・・・・・・51,398（-37）

 男 ・・・・・・・・24,854（-33）

 女 ・・・・・・・・26,544（- 4）

世帯・・・・・・・・19,605（- 2）

－心に残る、残しておきたい須坂の風景－

　平成25年に須高ケーブルテレ

ビ株式会社が開局25周年を記念

して企画（須坂市共催）した「私

が選ぶ須坂百景」で選ばれた、

須坂の宝を紹介します。

広報

9899
  

堀ほ
り 

直な
お
と
ら虎

萬
龍
寺
の
ク
マ
ス
ギ

　

堀
直
虎
は
、
須
坂
藩
の
第
13
代
藩
主
で
す
。

　

大
政
奉
還
後
、
幕
末
の
徳
川
幕
府
が
最
も

困
難
な
時
期
に
、
若
年
寄
兼
外
国
惣
奉
行
と

い
う
要
職
に
就
き
ま
し
た
。
鳥
羽
・
伏
見
の
戦

い
に
敗
れ
た
幕
府
が
善
後
策
を
話
し
合
う
会

議
の
席
上
で
、
直
虎
は
徳
川
慶
喜
に
意
見
を

言
上
し
、江
戸
城
内
で
切
腹
し
て
果
て
ま
し
た
。

　

「
直
虎
が
、
何
を
将
軍
に
意
見
し
、
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
ら
れ
、
自
刃
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
か
。
幕
末
の
歴
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ミ
ス
テ
リ
ー
に
思
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
は
せ
る
の
は
、
本        

　
　
　
　
　
　
　
　
　

当
に
楽
し
い
」
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

推
薦
が
あ
り
ま
し
た
。

　

亀
倉
の
萬

ば
ん
り
ゅ
う
じ

龍
寺
に
あ
る
ク
マ
ス
ギ
は
、
高

さ
約
30
ｍ
、
幹
回
り
約
５
ｍ
の
大
木
で
、
須

坂
市
指
定
天
然
記
念
物
で
す
。
ま
た
、
樹
齢

は
３
０
０
年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ク
マ
ス
ギ
は
、
古
く
か
ら
、
こ
の
地

方
の
母
樹
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
ひ
と
き
わ
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
つ
そ
の
姿
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昔
の
旅
人
の
道
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
べ
と
な
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
と
聞
い
て
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
の
誇
り
と
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

じ
る
よ
う
に
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
し
た
」
と
の
推
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米
子
山
の
国
有
林
内
に
奇
妙
山
石
仏
群

が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、
萬
龍
寺
（
亀
倉
町
）

を
開
山
し
た
但

た
ん
し
ょ
う
し
ょ
う
に
ん

唱
上
人
が
草
の
根
や
木
の

皮
だ
け
を
食
べ
る
木

も
く
じ
き
ぎ
ょ
う

食
行
を
し
な
が
ら
、

石
仏
・
木
仏
を
刻
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
る
遺

跡
で
す
。
遺
跡
内
の
石
仏
群
と
呼
ば
れ
る

場
所
に
は
、
今
も
但
唱
上
人
が
刻
ん
だ
石

仏
が
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
但
唱
上
人

が
刻
ん
だ
木
仏
は
萬
龍
寺
に
安
置
し
て
あ

り
、
千
体
仏
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

「
奇
妙
山
石
仏
群
と
千
体
仏
」は
、
須
坂

市
指
定
有
形
文
化
財

で
す
。

　

「
萬
龍
寺
の
千
体

木
仏
は
、
人
々
を
救

済
す
る
の
が
目
的
で

作
ら
れ
た
と
い
う
こ

と
で
、
歴
史
的
・
文
化

的
に
も
た
い
へ
ん
貴

重
な
文
化
財
」
と
の

推
薦
が
あ
り
ま
し
た
。

奇
妙
山
石
仏
群
と
千
体
仏（
萬

龍
寺
）
～
但
唱
上
人
の
木
食

行 

信
仰
遺
跡
～

100

よ
も
や
ま
ば
な
し

▼
先
日
、
自
動
販
売
機
で
お
茶
を
購
入

し
た
ら
当
た
り
が
出
て
も
う
一
本
。
別

の
日
に
、
卵
を
割
っ
た
ら
黄
味
が
２
つ

で
し
た
。
小
さ
な
幸
運
が
続
い
た
の
で
、

こ
の
勢
い
で
宝
く
じ
で
も
購
入
し
よ
う

か
な　

っ
て
い
う
か
、
も
う
年
末
な
ん

で
す
ね
。
一
年
が
早
い
で
す
。
（
佐
藤
）

！

▼
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
一
月
。
毎

日
同
じ
生
活
リ
ズ
ム
だ
と
時
間
が
過
ぎ

る
の
が
早
く
感
じ
て
し
ま
う
の
で
、
何

か
新
し
い
こ
と
に
取
り
組
み
た
い
と
思

う
の
で
す
が
…
そ
れ
よ
り
、
ま
ず
は
『
広

報
す
ざ
か
』を
読
み
や
す
く
し
な
く
て
は

と
、少
し
早
い
来
年
の
抱
負
で
す
。（
岡
田
）

▼
寒
く
な
り
、
朝
布
団
か
ら
出
た
く
な

い
と
思
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

特
に
、
予
定
が
な
い
日
は
誘
惑
に
負
け

て
つ
い
長
時
間
ウ
ト
ウ
ト
し
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
間
は
幸
せ
な
の
で
す
が
、

時
間
が
も
っ
た
い
な
か
っ
た
と
後
悔
す

る
こ
と
も
多
い
の
で
、
や
は
り
改
め
た

方
が
い
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。（
浦
野
）

協力…須高ケーブルテレビ株式会社

須坂まちウォークＱＲコード

　「須坂百景」の映像は、スマートフォンアプリ「須坂まちウォーク」でご

覧いただけます。まずは、スマートフォンに専用アプリをインストール

し、トップ画面から「私が選ぶ須坂百景」を選択。ジャンル別に分かれて

いますので、見たいものを選んで百景の映像をお楽しみください。ＤＶ

Ｄは図書館や市内各公民館でも貸し出しています。

【お知らせ】　「私が選ぶ須坂百景」シリーズは今月号で終了します。           
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